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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS








外典その壱　賀茂篇～肉人形恥辱の体育倉庫～

外典その弐　菜間篇～ふんどし汁繁盛記～

外典その参　律子篇～誇りの代償～

外典その四　葉子篇～五十年恋歌念仏〈お梅狂乱〉～

オマケ企画

アブデルと閻魔さま　その壱

アブデルと閻魔さま　その弐

アブデルと閻魔さま　その参

アブデルと閻魔さま　その四

あとがき









[image: 天国に涙はいらない(9) ふんどし汁繁盛記]







[image: 外典その壱　賀茂篇～肉人形恥辱の体育倉庫～]







　いつもと変わらないありふれた平日の午後。

　放課後のチャイムが鳴り、帰り支度をしていた賀か茂ものところへ、クラスメイトの一人が近づいてきた。

「賀茂。ちょっといいか？」

　顔を上げると、同級生の内うち山やま田だだ。普ふ段だんはお調子者だが授業態度は真ま面じ目めで成績も悪くなく、どっちかというとクラスでも人気者の部類に入る。ついでに、自分から進んでクラス委員などをやっているという、かなりのキワモノでもある男だ。

「どうしたんだ？　暗い顔して」

「いや、ちょっと相談事が……」

「相談事？」

　意外そうな声を出す賀茂。これでも賀茂は、おとなしさと地味さにかけてはクラス内でもトップレベルのつもりだ。己の霊れい能力を周囲に隠している都合上、あんまり目立つのは好ましくないのである。クラス内の人間関係も周りから浮かない程度にそつなくこなしているが、誰だれとも適度に距離をとっているため特別親しい友人というのはほとんどいない。当然内山田とも、相談事をもちかけられるような親密な関係ではないはずなのだが。一体何だろう。

「何？」

「いや、ちょっと教室じゃマズいんだ……」

　低い声でそう言うと周囲を憚はばかるように視線を巡めぐらす内うち山やま田だ。

　よく分からないが、どうも真剣な話らしい事だけは伝わってきた。

　賀か茂もはアブデルに、先に一人で帰ってくれと伝えると、立ち上がった。

「じゃ、教室がマズいなら場所変えて屋上でも行く？」

「そうだな」

　うなずく内山田。

　二人は、下校時の下げ駄た箱ばこへ向かう人の流れに逆らって、階段を上がった。




「……実は」

　内山田は屋上のフェンスに手をかけながら、下を見下ろして口を開いた。

「今俺おれ、マジで切せつ羽ぱ詰つまった状況に立たされてるんだ……」

「どうしたんだ……？」

　珍しく深刻な声の内山田に、賀茂は心配そうに尋たずねた。

「実はさ……。あるスキャンダルを握られて、このままだと俺は社会的に抹殺されるかもしれない……」

「スキャンダル……？」

　首を傾かしげる賀茂。学校というのは閉へい鎖さ的な村社会だから、悪い噂うわさが広まったら村むら八はち分ぶになる恐怖は常にある。しかし、さっきも言ったが内山田はどちらかというとお調子者で人気もあるほうだ。顔だって爽さわやかスポーツマン風味でモテそうな作りをしている。ちょっとやそっとのスキャンダルで、社会的に抹殺されるほどイメージダウンするとは思えない。という事は、ちょっとやそっとどころじゃない何かがあったという事か？

「何があったんだ一体？」

　そう尋ねる賀茂に、内山田は深々と息を吐いてから言いにくそうに口を開いた。

「実は……」

　呟つぶやいて、思わせぶりに目を逸そらす。

　そして、低い声でぼそり。

「……律りつちゃんの笛を舐なめてるところを隣となりのクラスの女子に見られた」

「は………？」

　一いつ瞬しゆん、賀茂は脳が停止した。続いて再起動した脳みそは激しく混乱し出す。律りつ子この笛を舐めてるところを女子に見られた？　ちょっと待って。何？　社会的に抹殺されかねないスキャンダル？　散々思わせぶりな前振りしといて、それだけ？　いや、高校生にもなって女子の笛舐めたなんて、そりゃかなりちょっとアレかもしれないけど、っていうかそこで敢あえて律子の笛を選ぶあたりもどうなんだそれはと問いつめてやりたい気分だけど、しかしそんなもん、どうしようも何も謝あやまってしまえばすむだろお前おい内山田……。

　ゆうに三十秒はポカンとしてから、賀か茂もはようやく我に返って聞き直す。

「ちょ、ちょっとあの……？　今、何て……？」

「だから、律りつちゃん選択で音楽取ってるだろ。で、机にリコーダー入ってるじゃん」

「うん。それは知ってるけど……。っていうか……」

「それの吹き口の所舐なめてる現場を………目もく撃げきされた……」

　絶望しきった調子で呟つぶやく内うち山やま田だ。

「……どうしたらいいと思う」

「どうしたらっていうか、舐めるなよそんなもん！　小学生かお前は！」

　思わず賀茂は大声でツッコんだ。

　内山田は必死で弁解する。

「いや、違うんだって！　聞いてくれ！」

「違うって何がだ」

「だから、別に俺おれは何も疚やましい気持ちでやってたわけじゃないんだよ」

「じゃあどんな気持ちで舐めてたんだよ……」

「だから、俺も自分でよく分からないんだ」

「よく分からないってあのなぁ……」

　賀茂は呆あきれたようにため息を漏もらす。

　そんな賀茂のうんざりした様よう子すは無視して、内山田は勝手に詳しい経けい緯いを語り出す。

「一週間前に俺さ、体育の授業遅刻した事あっただろう？」

「ん？　あー、そういや何か、罰としてグラウンド走らされてたっけ？」

　思い出してうなずく賀茂。授業態度は真ま面じ目めなほうに入る内山田が遅刻するなど珍しかったので、一応記き憶おくに残っている。

「あの時、前の休み時間にトイレ行ってたらものすごく込んでてさ。教室戻ったらもうみんな着替えて外に出たあとで。それで俺、教室に一人きりで着替えてたんだよ。日直だった杉すぎ田たから鍵かぎ閉めとくよう言われて……」

「うん、それで？」

「で、俺も早く着替えなきゃ遅れるって思って服を脱ぬぎ出した時にさ。何かこう、ピピッと来たんだ」

「ピピッと？」

「そう。上手うまく言えないんだけど……」

　言葉を探すように考え込む内山田。

「……脳に直接こう、宇宙の彼方かなたから電波が降り注いできたっていうか、天からの啓示が下ったとでも言うか……」

「天の啓示で笛舐めたってお前な……」

　そんなアホな事、新しん興こう宗教の教祖でも言わないと思うが……。真剣な顔の内うち山やま田だを前に、賀か茂もはシラけた視線を返すしかない。

「いや、だけどマジなんだって」

「はいはい分かった分かった。それで？」

　先を促す。我ながら投げやりな口調だが、こんな話、親身になって聞けというほうが無む茶ちやな要求だろう。

「それで、着替えてる途中だったんだけど、体がもう勝手に動きはじめて言う事聞かないんだよ。もう何て言うか『ああっ、ダメっ。私の意志とは無関係に、体が勝手に……っ』って感じ。『私の体はなんていやらしいの……っ』みたいな」

「……要するに、『体は正直』って事か？　理性ではいけないと分かってても、結局欲求に負けて舐なめちゃったと」

「ああ、違う違う！　悪い。今のは喩たとえが悪かった。その、分かりやすい例で言ったらアレだ、その、授業中とかにウトウトってしてたら何故なぜか急にチンコ勃たってきたりする時あるだろ？　別にエロい事考えてるわけでも何でもないのに。しかもそういう時に限って先生に当てられて、収まってくれといくら願っても全然言う事聞いてくれず、結局中途半端に前まえ屈かがみになりながら立ち上がったり。ああいう感じ」

「それもどういう喩えだ……」

「だから自分の意志じゃどうにもならないって事だよ。お前がなかなか理解しないから、分かりやすく伝えようと。勃ぼつ起きってのは基本的に脊せき髄ずいのレベルでの反射だから、いくら意識のほうで収めようとしてもコントロール出来ないもんなんだよ。膝しつ蓋がい腱けん反射とかと同類で。そもそも勃起のメカニズムっていうのは……」

「その話はもういいから。それより先に進めてくれ」

　男同士で下ネタを話すのに抵抗があるほどウブなわけではないが、そんなに熱く勃起語りをやられても対応に困る。

「まあ、そういうなら先に進めるけど」

　少し不満そうな内山田。そんなに勃起について語りたいのだろうか。

「で、とにかくそんな状況下だったわけなんだけど、そこで俺おれは必死で神に祈ったわけさ。どうせ笛を舐める運命から逃れられないこの身なら、最後はせめて律りつちゃんのリコーダーを舐めて死にたいと」

「必死になって何を祈ってんだ……」

「何だよ！　うちのクラスの中なら律ちゃん選んで当然だろ！　美人だし胸もあるし！　言っとくけど俺は最近流行はやりの『微乳こそ美乳』とかいう怪しげな宗派には与くみしない！　後ろから鷲わし摑づかんで揉もみしだけなきゃ乳じゃないんだ！　ぺったんこな胸のどこにエロス素エロテームがあるっていうんだ！　その辺の問題について、三ページほど長々と説教してやりたい気分だよ俺は！」

「いや、しなくていいから……」

　慌てて押しとどめる賀か茂も。それにしても内うち山やま田だって、こんな熱く語るタイプだったのか。何か、自分の周囲ってこんな奴やつばっかりのような気がする。もうちょっと普通の人とお近づきになりたい。

「と、とにかく続きを……」

　先を促す。このままだとどこまでも脱線しかねない。

「続きか。そうだな。とにかくそんなわけで、誰だれもいない教室内で、パンツ一丁の格好のまま、何かに取とり憑つかれたようにして律りつちゃんのリコーダーをベロンベロン舐ねぶり倒してたと思ってくれたまえ」

「想像するだに最悪な図だな……」

「いや、最悪な事はこのあと起こったんだ……」

　内山田はそこで声を潜ひそめた。

「俺おれがパンツと靴下以外素っ裸というあられもない格好で、一心不乱に律ちゃんのリコーダーを舐なめ回していたその時。背後でカラリと戸の開く音がしたんだ。そして、それに続くようにして、『あの、すみません……』って言う声。ぎょっとして振り向いたら、女子がじーっとこっちのこと凝ぎよう視ししてるんだ。もう俺、その場に凍りついちゃってさ。どーしていいのか分かんねーし」

「確かに困るな。そんなとこ見られたら」

「そうなんだ。それも困った事に、その子可愛かわいいんだよ。そんな可愛い子に、どこに出しても恥ずかしい一人前の変態です、ってとこ見られてさあ。しかも俺、パンツはブリーフ派なんだよ。ホントマジな話、その場で舌嚙かんで死のうかと本気で考えたっつーの。でも、死ぬにしてもとにかく誤解は解いておかないとって思って」

「いや、誤解じゃないだろ」

「誤解だって！　だって俺、言っとくけど疚やましい気持ちはホンのこれっぽっちしかなかったんだからな！　ホントに！」

「これっぽっち『しか』って、ある事はあったのか」

「う……」

　賀茂の冷静な突っ込みに、一いつ瞬しゆん言葉を詰まらせる内山田。

　だがすぐに落ち着きを取り戻すと、何食わぬ顔で話を続けた。

「まあ、そんな些さ細さいな事はいいんだ。とにかくだ。こんな事が人に知れたら俺の人生はお終しまいだ。だろ？」

「ま、みんなから変態扱いされるのは避さけられないだろうなぁ」

　賀茂はやれやれといった顔で同意する。

「ってわけで、俺はパンツ一枚はいただけの惨みじめな姿でその子の足元に這はいつくばってだな。色っぽいうなじを見せつけながら、今見た事は忘れてくれと土下座したわけさ。プライドも何もかなぐり捨てて。っていうか、むしろプライドを捨てる事にエクスタシーを感じてるくらいの勢いで。俺おれはただ大宇宙から降り注いだ大いなる意志に操られてただけなんだと。俺の意志でやった事じゃないんだと。な」

「そ、その説明の仕方も、違う意味でマズいだろ……」

「いいんだよ。頭おかしいと思われたとしても。その場合は俺は責任能力なしって事で無罪だから」

「どっちみち、普通の高校生活は終わると思うんだけど。………ま、いっか」

　どうせ他人ひと事ごとだし、とあっさり流す賀か茂も。

「それでだ。とにかくこの事は黙だまっててくれるよう頼み込んだわけよ。そしたらその子、なんて言ったと思うよ？」

「さぁ……？　何て言ったんだ？」

「それがだな。『黙っててあげる代わりに条件がある』ってんだ。清純そうな顔してけち臭くさい奴やつだろ？　黙っててくれるくらい、タダでいいじゃねーか。なぁ？　そう思わん？　こっちが断れない事見越して『条件がある』なんてよぉ。なんて汚い奴だ！　人の弱みにつけ込むなんて、女の風上にも置けん！」

「そ、そんな逆ギレされてもなぁ……」

「とはいえ、弱い立場の俺としては、オーケーする以外に選せん択たく肢しはないわな？」

「そりゃまあ」

「で、条件って何なんだと尋ねたんだけど……」

　内うち山やま田だは困ったように首を捻ひねった。

「……なんか、写真を撮らせてほしいって言うんだ。あと、何でもいいから俺の持ち物一つくれ、って」

「はぁ……。何？　その子、内山田に片かた想おもいでもしてたわけ？」

「知るかよそんな事」

「それで、どうしたんだ？」

「仕方ないからその場で写真撮らせてやって、ポケットに入ってた三日ぐらい洗ってないハンカチあげといた」

「その場で写真って、その子普ふ段だんからカメラなんか持ち歩いてたわけ？」

「ああ。鞄かばんから使い捨てカメラ取り出して、パシャパシャってなもんさ」

「それも変な話だな……。使い捨てカメラなんか学校で持ち歩いてるなんて……」

「え？　そういやそうだな。写真が趣しゆ味みなのかな、あの子？　でもそれならもうちょっとちゃんとしたカメラ持ってるよな……」

　思い出して内山田は首を傾かしげる。

　賀か茂もはちょっと引っかかったが、何か問題があるにしても今の段階ではちょっと分からない。それより話の本題に戻ろう。

「で、相談ってのは？　それで黙だまっててくれるってんだったら問題ないんじゃ……？」

　経けい緯いはどうあれ、話を聞いた限りでは内うち山やま田だに密ひそかに片想いしていた女子が、チャンスとばかりに生写真と記念品をゲットしただけのようにも思えなくもない。

　だが内山田は首を振った。

「いや、俺おれもその時はそう思ったさ。ところがそれが、そうはいかなかったんだ」

「何で？」

「だって……」

　一いつ瞬しゆん恥ずかしそうに口ごもる内山田。

「撮られた写真って、パンツと靴下だけであとは素っ裸の恥ずかしい写真なんだぞ？　しかも手には笛持ったままで！　背景に写った机の様よう子すとか見たら、持ってる笛が誰だれの物か一いち目もく瞭りよう然ぜんだっつーの！　つまり俺、証拠写真撮られたって事だぞ！　見られただけで証拠がないならまだ何とでも言い逃れ出来るけど、写真撮られたらそうはいかないじゃないか！」

「あー……。そりゃ確かにマズいなぁ……。っていうか、せめて服着てから撮れよ……」

「だってもう次の授業遅れそうだったし、焦ってたんだよその時は！　体育の郷ごう田だ先生怒らせたら怖いじゃないか」

「それも分かるけど……」

「とにかくさ、このままだと俺、あの写真がある限り自由な生活なんて望めなくなる！　やべーよこのままじゃ！　一生奴ど隷れい生活だよ！　そして、このプリチーな俺を奴隷として手に入れたいと願う世界中のお偉いさん方たちがあの写真を入手しようと互いに争い合って、それがやがて第三次世界大戦の引き金に……！」

「いやちょっと落ち着け……」

　賀茂は興こう奮ふんする内山田を冷たくなだめてから、提案してみた。

「それってさ、下手へたに黙っててもらおうとするからこじれるんであって、さっさと律りつ子こに打ち明けて謝あやまっちゃったほうがいいんじゃないか？　そして単なる笑い話って事にして自分から先手打って広めてしまえば、その写真だってネタの一つくらいですまされるかもしれないし」

　一番最初に思った事である。内山田のキャラなら、軽い笑い話としてすませてしまう事は充分可能だと思うのだが。

「ん……でもなぁ……。周囲は冗談ですましてくれるとしても、やっぱ律りつちゃん本人には怒られるだろ。律ちゃんに本気で殴られたら俺絶対に死ねる自信あるんだけど」

「いや、でもアイツ結構さっぱりした性格してるし、新しい笛買わされるくらいで許してもらえるんじゃないかな。あの笛も確か小学校の頃ころから使ってる奴やつだし、新しいのが手に入るのならラッキーって程度で……」

「駄だ目めだそれじゃ！」

　唐突にいきり立つ内うち山やま田だ。

　一いつ瞬しゆん賀か茂もはぽかんとしてから聞き返す。

「へ？　何で……？」

「だって！」

　内山田は立ち上がると、青春の燃もえさかるパトスをたぎらせながら熱く言い放った。

「どうせやってしまったんなら、俺おれの舌で舐ねぶり回した笛をもう一回律りつちゃんの口で吹いてほしいと思うのが男心の未練ってものじゃないか！　そうだろ？　違うか？」

　賀茂は呆あつ気けにとられたように五秒ほど動きを止めたあと、深々とため息を漏もらした。

「………やっぱボク帰るから、自分一人で考えてくれ」

　呆あきれきった調子で腰を上げる賀茂。何か、わずかに残っていた最後の同情心まで一気に萎なえてしまった。もう、勝手にやってくれという気分である。

　内山田はその背中にガバっとすがりつく。

「待て！　待ってくれ！　今のはジョークだ！　冗じよう談だんだ！」

　賀茂は背中に内山田をへばりつかせた状態で、根本的な質問を投げかけた。

「っていうかさ、そもそも何でボクにそんな相談を？」

　疑問というより、気分は反語的用法に近い。要するに、平叙文に直せば「そんな相談してくるなよ」というような意味である。

　だが、内山田はここで真剣な顔になった。

「いや、だって他ほかに相談する相手思いつかなかったし……」

　さっきまでの冗談交じりの作った真ま面じ目めさとは違う。本心らしい。

「……何で？」

　賀茂はきょとんとして数回まばたきした。内山田とは普通に会話は交わすが特に仲が良いというほどでもない。他の友人を差し置いて相談事を持ちかけられるような関係とは思えないのだが。

　しかし内山田は相変わらず真面目な調子で続けた。

「だって賀茂ってクラスの他の奴やつらと違っていつも落ち着いてて冷静だし、何かあった時にはいつも頼りになるし……」

「はぁ……？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。

「頼りになるって、どこが？」

　思いっきり怪け訝げんそうな口ぶりで問い返す。決して謙けん遜そんしているわけではなく、本気で分からない。自慢じゃないが、アブデルにしろ律りつ子こにしろみきさんにしろ、いつもみんなから小こ馬ば鹿かにされている賀茂である。真ま央おに至っては未いまだに賀茂の事をペット扱いだ。いつも目立たないように、教室の隅でおとなしくしているはずの自分が、どこをどう見たら「何かあったら頼りになる」というのだ。

　だが内うち山やま田だは即座に具体例を並べて見せた。

「こないだ田た中なかの財布がなくなった時とか、去年の臨りん海かい学校で二人ほど行方不明になった時とか、解決したのって全部賀か茂もだっただろ。それも呆あつ気けないほど簡かん単たんに」

「え？　そんな事あったっけ……」

「あったともさ」

　思い出してみたら、あったような気もする。どちらの場合も、あまりにみんなが困っている様よう子すなので、つい霊れい視ししてやってヒントを教えてやったような記き憶おくがある。ちょっと『見た』だけですぐ片が付いたので、賀茂としては些さ細さいな事として忘れていたが、側はたから見てた内山田たちには案外印象に残る事だったのか？

「それに頼りになるだけじゃなくて、そもそも頼み事したらまず断らないし。クラスじゃ密ひそかに『困った時の賀茂頼み』が流行語大賞候補になった事もあるくらいだぞ」

「マジでか……」

　本当ならちょっとマズい。

　基本的に学校内では霊視出来る事など内ない緒しよにしている。だからさっき内山田が挙げた事例の場合でも、表向きは推理でもしたかのように見せかけていた。

　しかし、頼れる人間などと思われてしまって、困った事がある度に相談を受けていたら、いつまでごまかしきれるか分からない。これはよくない。何とかしないといけない。

　内山田はそんな賀茂の動揺などお構いなく、泣きそうな顔を浮かべて続ける。

「マジで俺おれもう賀茂しか頼れる奴やついないんだよ。っていうか、すでにあの写真、人手に渡ってるんだよ。もしかしたらマジでヤバいかもしれないんだ」

「すでに人手に？　内緒にしてくれるって約束したんじゃなかったのか？」

　思わず聞き返す賀茂。どうやら本題はやっとこれからのようだ。前振りが長すぎると思ったが、しょうがない。頼られる立場は何とかしないといけないが、今回だけは相談に乗ってやろう。

　そう考えて座り直す。

　内山田は深々とため息をついた。

「実はあの女、今朝けさ校門のとこで俺の事待ち伏せしててさ。こないだ撮った写真が出来たからっつって、二人で見ようって校舎の裏へ連れてかれたんだ」

「うん。それで？」

「でな、見たくもない写真だけど、もしかしてネガも一いつ緒しよに持ってきてたらそれだけでも奪って焼却してやろうと思って、おとなしくついていったんだ。そしたら何と。見た事ない男が待っててさ」

「男？」

　思わず賀か茂もは聞き返した。女子の間で噂うわさが広まってしまったのかと思ったら、少し予想外の展開だ。

「ああ。それでそいつ、俺おれを案内した女子には『もう用はないから帰っていい』とか言って帰らせてから、いきなり袋から蠟ろうで作った人形みたいな物取り出してさ。それの顔のとこに、俺の写真が貼はってあるんだよ。こないだ撮られた。何か俺もう気味悪くてさ……」

「人形に写真って、呪のろいの蠟人形か……？」

「そう。それ。そういう奴やつ。趣しゆ味み悪いっていうか、最悪だろ？　しかもその人形、俺があげたハンカチが中に入ってやがるんだ。んでさ、それだけでもこっちは引きまくりなのにその野郎、いきなり俺の目の前でその人形の首切り落としたんだよ。くすくす笑いながら。どう思う？」

「ど、どうって……。ちょっと、いや、かなり怖いなそれは」

「だろ？　でさ、こっからちょっとまた、言っても信じてもらえないような話になるんだけど……」

　内うち山やま田だは少し声のトーンを落とした。

「何？」

「実はさ、その男、例の写真のネガ持っててな。俺の目の前にちらつかせるんだよ。『これ、返してほしいんだろう？』とか言って。当然俺は奪おうと思って手を伸ばすわな？　そしたらさ。その男、さっき首を落とした人形を持って、何かこう、グイッとな。自分から引き離すような動作をしたんだ。その途と端たんに急に体が動かなくなってさ。さっき笛舐なめた時にも体が言うこと聞かなかったって言ったけど、そんなんじゃなくてもっと動かないんだ。いや、もちろん俺がそいつのデンパな様よう子すにビビって固まっただけって可能性もあると思うんだけどさ。ただなんか、その、さっきより更に信じてもらえない話だとは思うんだけど、その男がさ、俺の戸と惑まどった顔見て笑いながら人形の右腕をちょっと動かして見せたんだ。そしたらそれに合わせて俺の腕も……」

「動いたのか……？」

　内山田は無言でうなずく。

　そして、怯おびえた目で賀茂を見つめた。

「なぁ。マジで呪いとかってあると思う？　賀茂ってその手の話になると大抵否定派みたいだけど、だったらどういうトリックなのか見当つく？　俺ちょっと今マジで滅め茶ちや苦く茶ちや恐怖なんだけど……」

「う～ん、どうだろうな……」

　賀茂は考え込むように顎あごに手を当てた。

　話を聞く限り、丑うしの刻こく参りと同系統の、呪いの人形による術だ。人形と被術者とを霊れい的に同調させる事で、人形に何かすればそれがそのまま相手にも生じるようにする術である。

　だがそれは結構な霊れい力りよくを必要とするし、儀ぎ式しきなども何かと煩はん瑣さだ。更に、呪のろいが自分に跳ね返るのを防ぐ手立てだって必要になる。素人しろうとが遊び半分でやって出来るものではない。

　少し気になった。

　念のため、『見て』おいたほうがいいかもしれない。内うち山やま田だが噓うそをついている可能性もゼロではないが、もしその男が悪意を持った術者だとしたら、この先問題が生じないとも限らない。

　……アブデルを帰らせたのはミスったかな。

　内心舌打ちしながら、賀か茂もは精神を集中させて霊視の『眼』を開いた。内山田を中心とした因果関係が複雑な網あみ目め状じように視覚として『見え』てくる。

「悪いけど、話を整理したいからもう一度最初からかいつまんで話してくれる？」

「え？　わ、分かった。えっと、だからそもそもの始めは教室で一人で着替えてたら……」

　内山田が話す事に合わせて、因果の系列を過去に遡さかのぼっていく。過去なら一ヶ月くらいまでは遡って見る事が出来るから、当時の様よう子すを確認するのは容易たやすい。

　やがて、内山田が笛を舐なめていた時の様子が『見え』てきた。

「……これは」

　案の定、内山田に働きかける不ふ審しんな影えい響きよう力が『見て』取れた。だが、呪いというほどのものではない。広い意味での影響力一般と、狭い意味での霊力との、ちょうど中間点に位置するような力だ。

　……暗示にでもかけられたみたいだな。

　どうやら、自分の意志とは無関係に笛を舐めさせられたというのもまんざら噓ではないらしい。もちろん、暗示をかけたのは例の男だ。目もく撃げき者の女子も同様に操られていた節が見える。笛を舐めさせてそれを目撃させるというのは、弱みを握って逆らえなくしようという狙ねらいだろう。写真を撮ったり内山田の持ち物を入手するためでもあるだろうが、それよりも内山田の弱みを握って精神的に優位に立つ事自体が狙いだと見える。相手より精神的に優位に立てば、弱い霊力しか持っていなくても強力な影響力を発揮する事が可能だからだ。

　以上の事から分かるのは、まずこの男は、ちゃんと基き礎そ訓練を受けた霊能力者らしいという事。もう一つは、精神的優位の確保にこれだけ念を入れている事から、男自身の霊力はさほど強くないらしいという事だ。高めに見積もっても賀茂自身の霊力と同程度だろう。アブデルの霊力を借りれば、力ずくでねじ伏せられる相手だ。もっとも、アブデルの霊力では強すぎるから、直接本人に向けて使うわけにはいかないが。

　対策としては、まずその男の居場所を突き止める。

　次に、内山田の人形を見つける。

　そして、その人形にアブデルの霊力をぶつけ、無理矢理ただの人形に戻らせる。

　以前、居い候そうろうの勘解由かでの小こう路じみきに丑うしの刻こく参りで殺されかけた時も、人形を元に戻らせる事で命拾いした事がある。有効なのは実証済みだ。

　ただし、そういう事をやっているところを内うち山やま田だに見られたら、自分が霊れい能力者である事がバレてしまう。単独でやらなければなるまい。今日のところはもうこれで別れよう。

「大体の話は分かった」

　賀か茂もは立ち上がった。

「確かにその男、ちょっと問題ありって感じもするな。そもそも誰だれもいないはずの教室に女子が訪ねてくるのも変だし。偶然目もく撃げきされたにしちゃ、ちょっと不自然かも」

　ちょっと不自然どころか、その女子が内山田を目撃するよう仕組まれていた事は『見て』分かっているのだが、霊視出来ない内山田にそれが分かるように説明するには証拠が不足だ。

「ただ、ちょっとまだはっきりしないところもあるから、少し先にそっちを調べさせて。具体的な対策は明日また話そう」

　そう言って適当に話を打ち切る。

「ああ、分かった。頼む」

　すがるような目つきの内山田。買い被かぶられてるみたいだなぁ……、と賀茂は内心ため息を漏らす。これからは少し、他人が困っていても見過ごす訓練でもすべきかもしれない。

　とりあえず二人で階段を下りて下げ駄た箱ばこまで行く。内山田とは帰る方向が逆なので、校門を出たら即お別れだ。そのあと、すぐに問題の男を捜しにいくべきか、それともいったんアブデルに相談しておくほうがいいだろうか。動くのは早いほうがいいに決まっているが、迂う闊かつに単独で行動するより協力者がいるほうが安全で確実だ。その辺の公衆電話から家に電話して呼び出すか。ちゃんとまっすぐ帰宅してくれていればいいが。アブデルは携帯電話など持っていないから、寄り道されていたら連絡の取りようがない。

　そんな事を考えながら、賀茂は内山田と並んで校門を出た。

　その時。

　突然賀茂は、体格の良い数人の男に取り囲まれた。

「何だ？」

　着ている制服は、賀茂と同じ学校だ。全員校内で見かけた事はあるが、知り合いではない。全員が、困惑しきった顔を浮かべている。

「あの、何か用……？」

　もう一度尋たずねてみる賀茂。

　その瞬しゆん間かん、いきなり正面の男子が叫んだ。

「ヤバい！　避よけてくれ！」

　それと同時にその男子は渾こん身しんのパンチを浴びせかけてきた。

「うわっ!?」

　間一髪でかわすと、包囲を逃れるように距離を取る。

　訳が分からない。避けてくれといいながら殴りかかってくるって、一体どういう事だ？

　隣となりにいた内うち山やま田だが巻き込まれていないかと心配して目をやる。

　だが、その内山田までが包囲していた連中と一いつ緒しよになって賀か茂もを追ってきた。

「すまん賀茂！　まただ！」

「またって？」

「また体が勝手に……！」

　そう言いながら、顔は心底困った表情で襲おそいかかってくる内山田他ほか数名。つまり、この連中も内山田と同じように、例の男の術中に陥っているらしい。

　しかしそれはそれとして、何で自分が襲われるんだ？

　賀茂は混乱しながらも、霊れい視しの『眼』を開いた。とりあえず、彼らに影えい響きようを与えている大元の居場所を探し出せれば……。

　しかし、探る暇など与えず内山田他は襲いかかってくる。

　向かって左側にいる、一番長身の男子が顔面向かってハイキックを繰くり出してきた。この柔軟性と安定感からして、元々鍛きたえている奴やつらしい。空手部か何かか？

　それをぎりぎり避よけて体勢が崩れたところを、ずんぐりした男が体当たりをかましてくる。

　賀茂はとっさに『眼』を数秒後の未来へと向けた。無理して体勢を立て直そうとするより、思い切って転がってしまうほうが激突を避さけられるみたいだ。その様よう子すを『見る』のとほとんど同時に、賀茂は地面に倒れ込んだ。突進してきた男子は道路に寝そべった賀茂につまずいて、そのまま数メートルほど吹っ飛ぶ。

　賀茂は『眼』を開いたまま起き上がった。目の前に内山田が立ちはだかる。そして背後からは、立ち上がろうとした賀茂の後頭部を狙ねらってさっきの長身男が再び蹴けりを放ってくるのが『見え』た。

　タイミングを計って、起き上がろうとした頭を再び伏せる。

　長身男の蹴りは音を立てて賀茂の髪を掠かすめ、内山田の腹部を思いっ切り直ちよく撃げきした。鈍い音がして、内山田はそのまま腹を抱えてうずくまる。

「ごめん！」

「すまん！」

　相打ちさせた賀茂と、蹴った張本人とが同時に謝あやまる。

　それにしても一体何なんだ？　全員、例の男に操られているのか？　だとすれば、術を解いてやれば問題解決だが、まさかアブデルの霊力を直接人間に向かって放つわけにはいかない。そんな事をすれば、霊力の余波だけでも確実にあの世行きだ。じゃあどうしよう？

　考えている間に、賀茂は残っている二人に挟まれた。蹴りの強烈な長身男と、丸坊主の筋肉質なボクサータイプの男だ。慌てて我に返ると霊視して次の行動を『見る』。二人揃そろって顔面を狙って右手で殴ってくる様子が『見え』た。

「おい！　ちょっとお前！　逃げてくれって！」

「マジで俺おれら、今自分の意志で止められないんだって！　ちょっとおい！」

　二人は慌てふためいた調子の声を上げつつ、大振りの右パンチを浴びせてきた。予あらかじめ分かっている上に単調な攻こう撃げきなのでかわすのは簡かん単たんだ。賀か茂もは余裕を持って身を沈める。

　その賀茂の頭上で、ガコッという音がした。見上げると、互いの顎あごに拳こぶしをぶつけ合った二人が見えた。そのまま二人ともノックダウン。

　上手うまくいった。

　とりあえず急いでその場を離れる。息を吹き返してきたらまた襲おそわれるかもしれないし、他ほかにもまだ襲しゆう撃げき者がいるかもしれない。内うち山やま田だたちの怪け我がの具合も気になるが、まず優先すべきは自分の安全だ。

　賀茂は駆け足で手近な路地に入った。いくつか曲がり角を曲がってから、後ろを確かめる。追ってきている奴やつはいないようだ。気絶した状態の人間まで操る事は出来ないらしい。

「……大丈夫か」

　ホッと息を吐く。

　先ほどのいざこざで思った以上に消耗してしまった。無理もない。短時間とはいえ、ただでさえ困難な将来の予知をリアルタイムでやりながら動き回ったのだ。再び霊れい視し出来るようになるまで、五分でいいから休きゆう憩けいが欲しい。今襲われたらちょっとヤバい。

　しかし、何故なぜいきなり自分が襲われたのだろう。しかも内山田以外にも、三人も操られていた。あれは全部、自分を狙ねらうためだったのか？　それとも、賀茂も術にはめて操り人形の一人に仕立てようとしていただけか？

　考えながら歩き出した時、目の前にザッと地面を踏む音がした。顔を上げると、見知らぬ男が立たち塞ふさがってこちらを見ている。賀茂と同じ学校の制服だ。

「案外すばしっこいんだね」

　その男は賀茂を見て挑発するように笑った。

　その顔……。

　賀茂よりやや高い身長。キザな印象を与える緩ゆるやかにウェーブした髪。

　見覚えがあった。

　ついさっき内山田を霊視した時に見たばかりだ。あの、呪のろいの人形の術をかけた張本人である。背筋に緊きん張ちようが走った。

「誰だれだ……？」

　賀茂の問いに男はフンと鼻で笑った。

「姓は芦あし屋や、名は浩ひろ満みつ。現役高校生最強の霊能力者だ！」

「はぁ？」

　いきなり唐突な事を言われて賀茂は素すっ頓とん狂きような声を上げた。初対面でいきなり「最強」とか名乗るのは、賀茂の感覚からするとかなり恥ずかしい行為に入ると思うのだが。罰ゲームであってもやりたくない。なのに何でこいつはこんな誇らしげなんだ……？

「君は、賀か茂も是これ雄おだね？」

「え？　うん。あっ、いや……」

　思わず肯定してしまってから、すっとぼけておけばよかったと慌てる賀茂。

「霊れい力りよくだけなら世界でも五指に入ると言われるその実力、今から試させてもらう！」

「いや、ちょっとその、五指に入る実力って……？」

「とぼけるな！」

　そう言って芦あし屋やは一冊の薄うすい冊子を取り出した。

　霊能力者の間で読まれている業界誌、その名もまんま『月刊霊能力者通信』である。仕事の依頼情報、懸けん賞しよう金きんの懸かかった妖よう怪かい等の情報、霊感商法まがいとして訴えられた時のノウハウなど、業界に関係ある事ならジャンルを問わず何でも扱う雑誌だ。ちなみに特殊な印刷法が使われていて、霊視出来ない人には読めないようになっている。

「これを見ろ！」

　芦屋は中ほどのページを開いて見せた。

　なにやら特集記事のページらしい。『短期集中連載　どうなる？今後の業界パート３　叫ばれる人材不足と若手の育成』という見出しが太字のゴシックで黒々と印刷されている。記事の内容を要約すれば、インチキ霊能力者ばかりが跋ばつ扈こしてちゃんと能力を持った後進が育っていない事が、ますます業界全体の不信感を募らせてしまって、依頼者の霊れい能のう離れを深刻化させている、というような事らしい。最後の節に「今後の展望」と小見出しがついて、そこから先が赤ペンで囲んであった。
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「だが、悲観的な事ばかりではない。明るい材料もある。先日、日本列島を横断する巨大な霊気の障しよう壁へきが突如出現して一時混乱が起こった事はまだ読者の記き憶おくに新しいだろう。信じ難い事に、あの霊気の壁かべを作って見せたのは弱じやつ冠かん十七歳の高校生であったという。彼は、一昨年のpsychic of the yearに輝かがやいた賀か茂も裕ゆう子こ氏の一人息子で……（中略）……母親である裕子氏に言わせれば、まだまだ技術的には半人前との事だが、しかしその霊力は今でもすでに世界で五本の指に入るであろう事は間違いない。このような若手が今後表舞台で活かつ躍やくするようになってくれば（以下略）」




「これって……」

　以前魔ま女じよっ娘このサラと対決した時に、アブデルの霊力を込めて早はや九く字じを切った時の事に違いない。滅め茶ちや苦く茶ちや巨大な物が出来て自分でもビビったが、まさか日本横断までしていたとは。やりすぎだ。やはり、アブデルの力はあんまり安易に使わないほうが良さそうである。

　というか、こんな記事になっていたとは初耳だ。しかも写真まで掲載されている。狭い業界内でしか読まれない物だとはいえ、目立つのが苦手な賀茂としては複雑な気分である。母の裕子もインタビューを受けたんなら一言くらい言ってくれればいいのに。

　芦あし屋やはパタンと冊子を閉じると賀茂を見み据すえた。

「これで分かったかい？　クソ生意気な事に、君は業界内若手ナンバーワンと公認されたんだ。このボクを差し置いて！　だからボクは、君を倒して名実ともに高校最強の座を手に入れるとあの夕日に誓ったんだっ！」

　まだ昼間にもかかわらずそう言うと、何もない西の空をビシッと指さす芦屋。

　賀茂は慌てて弁解した。

「いや、あの、ちょっと待て！　っていうか、そもそもアンタ、呪のろいの人形とか使ってるって事は呪じゆ殺さつ系の人でしょ？」

「ん……？　そうだが？」

「あのさ。こっちは除霊がメインでやってるんだよね。つまりその、ジャンルが全然違うわけ。なのにそんなライバル視されても困るっていうか……」

「黙だまりたまえ見苦しい！　そんなにこのボクと勝負するのが怖いのか？」

「そりゃ……」

　当然だ。何といっても、賀茂は人を呪ったり危害を加えたりするための術なんて全くと言っていいほど知らないのである。守るだけで攻こう撃げきできないのでは、勝負にも何にもなりやしない。もちろんアブデルの霊れい力りよくを使えば人一人の魂を消し飛ばすくらい簡かん単たんだが、それだと確実に相手を殺してしまう。それはそれで勝負もクソもない。

　だが芦あし屋やはそんな賀か茂もの戸惑いなどまるでお構いなしだ。

「これ以上の問答は無用だ！　君を葬り去って、今日からボクが主役になる！　そもそも君のような平々凡々としていて主体性もなくただのツッコみ役でしかないような男が主役の座に収まっている事からして納得いかないと思ってたんだ！」

「な、何の話だっ！」

　訳の分からない話に反射的にツッコむ賀茂。

「っていうか、最初っからボクが狙ねらいなんだったら無関係な人間巻き込むなよな！」

　我知らず、声に怒ど気きがこもった。自分が理不尽な目に遭あってもそのまま流されてしまうくせに、自分以外の人が被害者だと何故なぜか腹が立つという、ダブルスタンダードな賀茂である。

　だが芦屋はフンと鼻でせせら笑う。

「こちらの攻こう撃げきがよっぽど嫌いやらしいな。確かに、まともな呪じゆ術じゆつ合戦なら霊力で勝るそっちが有利だろうが、人を操っての肉弾戦ならそうはいかない。いくら霊力が強くても、物理現象を起こすような高度な術が使いこなせるかどうかはまた別だからな」

　確かに芦屋の言うとおりだ。物理的に殴りかかってくるのを防ごうと思ったら、霊的な障しよう壁へきでは意味がない。こちらも物理的な影えい響きよう力を持った術でなければならない。しかしそんな術は高度すぎて賀茂にはとても使えない。

　その時、背後で複数の足音がした。

　ハッとして振り向くと、さっき倒した内うち山やま田だ他ほか三名だ。もう動けるようになって、再び操られだしたらしい。

　顔色を変えた賀茂を見て、芦屋が得意げに言う。

「ふふふ、驚おどろいたかい？　このボクは何の道具も使わずに自分の霊視能力だけでも軽く半径十キロは『見る』事が出来るんだ！　そして十キロ以内なら彼らを思うとおりに操る事が出来る！」

「十キロって……」

　狭せまっ、と思わず賀茂は内心呟つぶやいた。悪いが賀茂は自分の力だけで百キロはいける。直線距離にして芦屋の十倍、面積で考えたら百倍だ。

　だが内山田は賀茂のリアクションを都合よく勘違いして調子づく。

「さすがに驚いたようだな。そりゃそうだろう。水晶玉も筮ぜい竹ちくもタロットも使わずにそれだけの範はん囲いを『見る』事が出来る者など、この年ねん齢れいではボクくらいのものだからな！」

　それはどうかなぁ、と内心首を傾かしげたが、そんな悠ゆう長ちような事を言っている場合でもなさそうだ。内山田たち操られ組はもうすぐそこまで来ている。しかしこっちはまださっきの疲れが残っている。普通に霊視するだけならともかく、未来をリアルタイムで予知しながら多数の攻撃を捌さばくなんて高度な芸当が出来るほど回復していない。

　とすれば。

　三十六計逃げるにしかず。

　即座に決断すると、賀か茂もは芦あし屋やのほうへ向かって走り出した。

「熾し天使アブデルの名において……！」

　後ろの連中に聞かれないよう小さい声で唱えながら、アブデルの霊れい力りよくを引き出して右手に集中させる。そして早はや九く字じを切るように、手刀を振りかぶった。

「な……っ!?」

　賀茂の引き出した霊力の気違いじみた大きさに、芦屋は一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

　その隙すきを突いて、賀茂は一気に芦屋の脇わきを走り抜けた。アブデルの霊力を引き出して見せたのはあくまでフェイントだ。本当はそのまま斬きりつけてしまいたいところだが、そんな事をすればまず間違いなく殺してしまう。さすがにそれは出来ない。

　芦屋が呆ぼう然ぜんとしている間に、賀茂は路地を抜けて駅前の商店街へと駆け込んだ。

　一瞬遅れて芦屋は我に返る。

「くそぅ！　人の多い所へ行ったら巻き添えが出るから攻こう撃げき出来ないとでも思ったか！　あの卑ひ怯きよう者め！　民間人を盾にする行為はジュネーブ条約でも禁止されてるはずなんだぞぅ！」

　そう叫ぶと、まるで事態を把握出来ていない内うち山やま田だたちを操りながらあとを追った。




　商店街の中に駆け込んだ賀茂は、そのまま人目を避さけてスーパーのトイレに入る。

　そして鞄かばんからノートとペンを取り出すと、即席の呪じゆ符ふを作って壁かべの四隅に貼はった。こうしておけば、芦屋に霊視や占術で追跡されても簡かん単たんには見つからない。

　結界を張り終えると、賀茂はひとまず息を吐いた。

「しっかし、どうすっかな～……」

　情けない声が漏もれる。

　人を思いどおりに操る術。傀儡くぐつの術の一種か。普通その手の術は催眠術みたいなやり方を使うものだと思っていたが、あそこまで自在にコントロール出来る漫画みたいな術があったとは……。

　しかし困った。肉弾戦で四対一では勝てっこない。さっきは上手うまい事相打ちにさせて逃げられたが、意識を取り戻したら再び操られて襲おそってくる。それではキリがないし、賀茂の霊視のほうが保もたない。今の状況を切り抜けるには、何とかして芦屋の術を解いてしまわないといけない。

　しかし、どうやって？

　もちろん、術に使っている人形の呪力を無効化するのが常道だ。アブデルの霊力と権威を笠かさに着て命じてやれば、人形から呪力をなくしてしまう事など容易である。

　だが、しかし。

　肝心の人形がどこにあるのか分からない。術を使うためには当然芦あし屋やが携帯しているはずだが、さっき対面した時に霊れい視ししても『見』つけられなかった。おそらく服か何かに術を施して、簡かん単たんには霊視されないように対策してきてあるのだろう。

　人形が見つけられないなら見つけられないで、芦屋の全身に向かってアブデルの力を浴びせるという方法もなくはない。全身に浴びせれば、体のどこかに隠し持っていようとお構いなしだ。しかし、そんな事をすれば人形だけでなく芦屋にもアブデルの力の余波が及ぶ。当然芦屋はその場でお陀だ仏ぶつだ。それはマズい。こんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい喧けん嘩かで死人など出したくない。

　となると、人形の無力化はひとまずあと回しにして、内うち山やま田だたちを人形の影えい響きようから遮断する方法を考えたほうが良いかもしれない。

　ただ、あの術は人形と被術者との間の感応を原理とした術だ。同調している人形と内山田たちの感応関係を断ち切るためには、彼らの全方位を霊的に遮断してやらないといけない。具体的に言えば、結界の中に入ってもらうとか、耳なし芳ほう一いちよろしく全身にお経などを書き込むとかだ。だが、芦屋に操られている内山田たちがおとなしく結界の中に入ってくれるはずなどないし、全身にお経など書いていたらその間にこっちがやられてしまう。それに結界にしろお経にしろ、そんな事をしていたら、賀か茂もが霊能力者である事は馬鹿でない限り分かってしまう。霊能力者だとバレるのは避さけたい。騒さわぎになって目立つのもイヤだし、逆に不気味がられて避けられるのも辛つらいものがある。

　困った。八はつ方ぽう塞ふさがりだ。

「参ったなぁ……」

　しばらく考えていたが、やがてトイレの順番待ちのノックがしたので、壁かべに貼はった札を剝はがすとやむなく賀茂は外へ出た。




「くそっ。どこに隠れたんだ……！」

　午後の買い物客で混こみ合っている商店街で、芦屋は忌いま々いましそうに親指の爪つめを嚙かんだ。後ろには内山田他ほか三名が、顔ではものすごく嫌いやそうにしながらも、体はぴったり寄り添うようについてきている。

　芦屋は『眼』を開いて周囲を見わたした。いくら人込みに紛れようと、さっきのあの膨ぼう大だいな霊力は隠しようがないはずだ。霊視すればすぐ見つかるはずなのに。

　ところが、そんな巨大な霊力はどこにも見あたらない。

　内山田他三名に手分けして捜させたいところだが、先ほど四人がかりで襲おそわせても上手うまくかわされてしまった事を考えると、分散させるのはためらわれる。

「しょうがない」

　芦屋は呟つぶやくと、ポケットから水晶の振り子ペンデユラムと厚紙を取り出した。紙には円が描かれ、それが方位ごとに十二等分されている。ボール紙にフェルトペンで描いたものなので見るからにチャチだが、こういうのは自作するところに意義があるので、むしろこの手作り感がカッコいいのだ。芦あし屋やの主観では。

　その紙の上に振り子を持っていって、そっと何事か呪じゆ文もんを唱えた。いわゆる振り子占いだ。目指す物がある方位に振り子を持っていくと、自分の意志とは無関係に振り子が振れはじめるはず。一応、『眼』の届く範はん囲いの半径十キロ以内であれば、これで探知出来るはずだ。

　しかし、賀か茂もは実は芦屋の追跡をかわすための結界を張ったトイレの中にいるわけで、当然振り子はぴくりとも動かない。十分以上もの間、道行く人たちの怪け訝げんな目に晒さらされっぱなしの芦屋と内うち山やま田だ他ほか三名。しかし芦屋は一向に気にしない。普通の人と違って霊れい能力という特別な力を持つ自分がこの上なく素す敵てきだと思っている芦屋の脳内では、その種の視線は全すべて羨せん望ぼうの眼まな差ざしとして解釈されている。人目を憚はばかるどころか、「もっと私を見て！」と叫びたいくらいだ。この辺りが、こそこそ自分の能力を隠したがる賀茂とは器の違うところだな、などと内心自画自賛する芦屋。

　やがて、振り子が突如として大きく振れ出した。

「こっちか！」

　やっと見つけたと、振り子を見つめながら大喜びで走り出す芦屋。それを見て、また周囲の視線が集まる。芦屋は別に平気だが、内山田他はそうはいかない。

「いや、違うんです！」

「俺おれらはこの男とはまるっきり無関係で……！」

　必死で言い訳する内山田他三名。しかし、口ではそう言っても体はひたすら芦屋のあとを追っている。いくら他人の振りをしたくても、これでは仲のよいお友達もしくは取り巻きにしか思えまい。

　四つ角に差しかかる度にいちいち振り子で方向を確かめるため、その都度新たな好奇の視線が注がれる。内山田たちにとっては新手の羞しゆう恥ちプレイである。

　恥ずかしい気持ちのまま、芦屋に続いて走らされる事およそ五分。

　到着したのは賀茂たちの学校だった。

「何だ……？」

　芦屋は怪訝そうに首を傾かしげた。

「何故なぜわざわざ学校などに……？」

　仲間でも呼ぶつもりだろうか？　しかし賀茂は周囲の人間に対して、自分が霊能力者だという事を隠しているはず。それは事前の観察で確認ずみだ。それなら下手へたに助けを呼んで人目を増やすような真似まねなど、するとは思えないが。

　……まあいい。どのみちこの場所なら人目が気になって、術らしい術は使えないという事だ。それならこちらにとっては好都合。賀茂は自ら自分の手を縛しばったようなものだ。

　振り子の導みちびきに従って更に追っていくと、体育倉庫の前に行き着いた。この中に隠れているらしい。そういえばさっきも戦いたくないような事を言っていたが、このまま隠れてやり過ごそうとでもいうつもりか？　甘すぎる。その程度でこの芦あし屋やの『眼』がごまかせるとでも思ったら大間違いだ。非戦主義など、自分のように一方的に難なん癖くせをつけて攻こう撃げきを仕掛けるタイプの人間の前では身を守るすべになどならない事を教えてやる。

「さあ行け！　我が忠実なる下げ僕ぼくたち！」

　芦屋は内うち山やま田だ他ほか三名を振り返ると高らかにそう言った。

「その演技くさい台詞せりふ回しは恥ずいから……」

　内山田他三名は芦屋のノリについていけない顔を浮かべたが、しかし体は内山田たちの意志を裏切って、ノリノリな勢いで体育倉庫の中へ突撃していく。

　芦屋本人は余裕の態度で外で待機だ。わざわざこんな埃ほこりっぽい汚い場所へ入っていく必要などない。

　しかし。

「ん………？」

　中へ入った内山田たちの様よう子すが変だ。こちらの命令が届かない。コントロールが効いていない。

「妙だな……？」

　どういう事だろう。怪け訝げんな表情で芦屋は『眼』を凝こらした。そしてハッとする。

「……結界か！」

　よく『見て』みると、室内に結界が張られている様子だ。その結界に遮られて、倉庫内ではコントロールが効かないらしい。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。この程度でこちらの術を破ったつもりか。確かに結界で遮断すればこちらの呪じゆ力りよくは届かなくなるが、こんなもの、自分も同じ結界内に入ってしまえばいいだけだ。芦屋と内山田他三名とが結界の内外に分断されていなければ、こんなもの何の意味もない。くだらない悪あがきを……。

　芦屋は見下したように口元を歪ゆがませながら、悠々と倉庫に足を踏み入れた。明かりのない暗い倉庫の中でも『眼』を開いていれば問題なく見える。

　倉庫の奥に、強い霊れい気きが『見え』た。さっき一いつ瞬しゆんだけ賀か茂もが見せた、あの膨ぼう大だいな霊力だ。サッカーのゴールネットの下に隠れている。

　待ち伏せでもするつもりだったか。だが生あい憎にくと、こちらには全すべて丸『見え』だ。霊視したまま歩いたり走ったりという高度な真似まねも、天才たるこの自分には朝飯前。暗い所に隠れたくらいでごまかせると思ったら大間違いだ。

「それにしても、隠れる場所を間違えたな。ネットごと押さえ込んでしまえば身動きは取れまい。ま、愚か者の末路は所しよ詮せんこんなものか」

　勝利を確信した笑みが漏もれる。あとは賀か茂もをこてんぱんに負かしてからその証拠写真を撮って『月刊霊れい能力者通信』編集部宛あてに送るだけだ。これで自分も一いち躍やく有名人。世界でも五指に入る霊力の持ち主を簡かん単たんに倒したすごい奴やつとして、バシッと主役なんかに抜ばつ擢てきされたりして、周囲からは憧あこがれの眼まな差ざしが集まって、明日からはきっとモテモテのウッハウハだ。女の子だって一話ごとに新しい子が現れてよりどりみどり。これでもう、霊視能力を駆使して隣となりの家のお姉さんのお風ふ呂ろを覗のぞいたりする苦労もしなくて済むというものだ。

「さあ、お前たち！　やっておしまい！」

　何故なぜかオネエ口調になりながら高らかに命じる。それと同時に内うち山やま田だ他ほか三名はネットを取り囲んで担ぎ上げ、中身ごと縛しばり上げた。

「よーし。ご苦労だった」

　内山田たちを下がらせると、縛り上げられたネットに近づく芦あし屋や。

「ふふふ。さあ、これでチェックメイトだよ賀茂くん」

　気き障ざな調子で話しかける。

　だが。

「なっ!?　こ、これは……!?」

　思わず芦屋は動きを止めた。

　ネットの中にいたのは賀茂ではなく……。

　一体のこけしだった。

　こけしに呪じゆ文もんを書きつけて、そこに霊力を注入して身代わりに仕立て上げただけの物だ。騙だまされた。霊力などに気を取られたせいで間違えた。肉眼で見れば絶対間違えようがないのに。下手へたに霊視など使ったのが失敗だったか。

　本人はどこだ？

　その時、倉庫の入り口のほうで、重い扉がゴンゴンと音を立てるのが聞こえた。

「しまった！　そっちか！」

　鉄製の扉が閉まりかけていた。そして、閉じかけた扉の間から逆光になった賀茂の姿。

　倉庫の鍵かぎは外からかかる。扉は鉄製だ。全員閉じ込められてしまったら、中からは出られなくなる。

　扉はもうすでに人一人分の隙すき間まほどしかない。一番奥にいる芦屋では脱出は間に合わない。

　だが、幸運にもさっき下がらせた内山田他三人が扉のすぐ近くだ。あいつらの位置なら間に合う。

　二人が扉を押さえて、残る二人で賀茂を叩たたく。万が一扉を閉められてしまっても、賀茂を叩きに出た二人が外にいれば鍵は開けられる。

　咄とつ嗟さにそう判断すると、内山田とずんぐり男に扉をこじ開けさせ、残る長身空手男と丸坊主ボクサー男で賀茂を攻こう撃げき。

　しかし賀か茂もは読んでいたように、絶妙のタイミングで身をかわした。バランスを失った長身と坊主頭は、そのまま勢いよく外へ転がり出る。

　賀茂は続いて、扉を押さえている二人の腕を摑つかんだ。扉を押さえるのをやめさせようというつもりか。

　だが、背後ががら空きだ。さっき攻こう撃げきした二人は転んだだけでまだ意識は失っていない。

　すかさず後ろから追撃をかけさせようとする芦あし屋や。

　しかし、何の反応もない。

「……!?」

　一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔になる。しかし次の瞬間芦屋はハッとした。

　この倉庫内には結界が張られていた。という事は、今外へ出た連中にここからこちらの術は届かない。

「しまった！」

　慌てて扉へ駆け寄る芦屋。外の二人が操れないという事は、閉じ込められたら外から開ける奴やつはいないという事。残る二人が扉を押さえている間に脱出しなくては！

「くそっ！」

　芦屋の目の前で、扉を押さえていた二人が外へ引っ張り出されるのが見えた。長身と坊主頭が賀茂に協力したらしい。

　だがまだ扉は閉まっていない。自分も外へ出れば、四人は再びコントロール下だ。

　全速力で駆け込む芦屋。大丈夫だ。間に合う！

　だが、あと少しで扉の外に出られるという時、芦屋は思い切りタックルを食らって中へ突き飛ばされた。

　見上げると賀茂だ。

　賀茂は芦屋のほうを警けい戒かいしながら、外に向かって話しかける。

「内うち山やま田だ。体のほう、どう？」

「へ……？」

　外から内山田の間抜けな声が返ってくる。

「ちゃんと自分の意志で動ける？」

「え？　ああ。そういえば……」

　言われて気がついたような口調の内山田。

　それを確認すると賀茂は言った。

「よし。じゃあ、悪いけど今日はもうそのまま帰って」

「へ？　いや、でも、帰ってって賀茂はどうすんだ？」

「あと片づけっていうか、コイツとちょっと話があるから」

「で、でも一人で大丈夫なのかよ？　お前も俺おれらみたいに変な術で操られたらどうすんだ？　っていうかそもそも何でそいつの術、突然効かなくなったんだ？」

「一人で大丈夫。心配ない。詳しい事はまた明日話すから。頼むから今日はもう帰ってゆっくり休んでくれ」

　強引に話を打ち切ると、賀か茂もは後ろ手に倉庫の扉を閉めた。そしてホッとしたように呟つぶやく。

「……さてと。これでやっと、人目を気にせずどんな術でも使えるな」

　その言葉に、芦あし屋やはゾッとした。

　暗くら闇やみの中、賀茂のシルエットがゆっくりと芦屋のほうを向いた。

　町中で対たい峙じした時に一いつ瞬しゆんだけ見た、尋常でないあの霊れい力りよくを思い出す。手勢が一人もいなくなった状態で、超絶的な霊力を操る賀茂と一対一。芦屋の背筋を冷たい汗が伝った。




　芦屋と内うち山やま田だ他ほか三名を分断する事に成功して、賀茂はホッと安あん堵どした。薄うす暗ぐらくてごちゃごちゃした体育倉庫の中なら結界も見られないように張れたし、内山田たちには家に帰るように言った。これでこのあとちょっとばかり怪しい呪じゆ術じゆつ合戦になったとしても、変な噂うわさが広まる事はあるまい。まあ、どうして芦屋の術が解けたのかとか、何で賀茂が芦屋に狙ねらわれたのかとか、その辺をどうやってごまかすかという問題が残ってはいるが。

　しかしそれよりも今はまず、内山田たちを操っていた蠟ろう人形を取り上げて、術の効果を完全に消し去る事だ。

　賀茂は芦屋に向かって言った。

「内山田たちを操ってた人形はどこにあるんだ？」

「………答える義理はない」

　あくまで強情な芦屋。

「術を使うためには今そこに持ってるはずだって事は分かってるんだぞ。おとなしく出して術を解いてくれれば、別に危害を加えたりはしないからさ」

「ふん。だったらおとなしく出さなかったらどうすると言うんだ？」

「その場合はしょうがないから、どこに隠し持っててもいいように芦屋君の全身に向けてこの霊力ぶっつけるしかないかなぁ……」

　賀茂はそう言うと、アブデルの霊力を右手に集中させてみせた。脅しのために、いつもより多めに引き出してみる。

「はぅあ！」

　芦屋の素すっ頓とん狂きような悲鳴が倉庫内に響ひびき渡った。見ると、顎あごが外れそうなくらい驚おどろいた顔で、腰を抜かして小便までちびっている。さすがに一応同業者だけあって、この規模の霊力をぶつけられたらどうなるかという事はちゃんと分かっているらしい。

　芦屋はガクガクと震ふるえながら、身を縮ちぢこまらせて地べたに平伏する。

「すっ、すんませんでしたーっ！　自分、調子こいてました！　高校生どころか現役霊能力者全部合わせても地上最強な賀か茂もさんに喧けん嘩か売るなんて大それた事してしまって、言葉もありません。心から反省しておりますっ！　ですから、ですから何とぞ命だけは……っ！」

「あ、あの～……」

　キザで高慢な態度から急に卑屈な態度に変わられて、ちょっと対応が追いつかない賀茂。そういえば、サディストというのは本当は隠れマゾヒストだという話を聞いた事があるが、芦あし屋やの一見キザで高慢な態度は卑屈な性格の裏返しだったりするのだろうか。

「……まぁその、人形出して術を解いてくれたら、別にそれ以上何かするつもりはないから」

「えっ！　許してくださるので？　この愚かで愚かでしょうがないウジ虫以下の私をお許しくださるとは、なんというお心の広い……！」

「訳分からないおべっかはいいから早く出して……」

　何か馬ば鹿かにされてるような気になりながら急せかす。

「分かりました。ただいま！」

　芦屋はそう言うと、いきなりベルトを外した。そしてズボンを脱ぬぎはじめる。

「ちょ、ちょっと!?　何してんだいきなり!?」

「いや、出来るだけ安全な場所に隠し持っておこうと思って、パンツの中に入れてあるんです」

「ぱ、パンツの中っておい……！」

　呆あきれる賀茂を横に、芦屋は下半身すっぽんぽんになった。パンツの下にホルダーがついていて、そこに十体近くの人形が収まっている。どうやらあの四人以外にもまだ何人か、操り人形化してあった人はいたようだ。内うち山やま田だのリコーダー舐なめ現場を目もく撃げきさせられた女子とか、そういう人たちの分だろう。

　ホルダーを外して賀茂に差し出す芦屋。

「これで全部です。どうぞお納めくださいませ」

　人形から、さっき漏もらした小便とおぼしき匂においがほのかに香って賀茂の鼻孔をくすぐった。嫌いやすぎる。絶対に触さわりたくない。でも受け取らないわけにもいかない。賀茂はポケットからハンカチを取り出すと、ハンカチ越しに泣く泣くホルダーをつまんだ。もうこのハンカチは帰る前にゴミ箱行きだ。手も石けんで念入りに洗わないと。全く、何で自分がこんな目に……。

　何か涙が出てきた。それでもとにかく、受け取った人形に意識を集中すると、アブデルの名の下もとにただの人形に戻らせる。

「あと、内山田の恥ずかしい写真とか、そういうのも返してもらうからな。今持ってる？」

「あ、はい。一応それはシャツの裏に内ポケットを作って、そこに」

「じゃあ出して」

「分かりました」

　芦屋は上着のボタンを外すと、首のところから中に手を突っ込む。上着がはだけて下半身は丸裸。なんとも嫌いやな図である。取り出す前にズボンとパンツをきちんとはき直してほしかった。

「こちらでございます」

　差し出された写真とネガを受け取る。確かに内うち山やま田だが言っていた物だ。他ほかにも、さっきまで操られていた他三名たちの写真など似たようなのがいくつかあった。

「よし。まぁ、これでいいかな。あとは……」

　内山田がリコーダーを舐なめていた事についてのフォローをさせておきたい。写真は回収したが、目もく撃げき者の女子のほうも何とかしておかないとやっぱりマズいだろう。いくら芦あし屋やを退けても、内山田の変な噂うわさが広まってしまっては後味が悪い。そもそも自分を狙ねらうための巻き添えになっただけなのだし、それに自分は一応相談を受けた身でもある。そちらの件もきちんと片づけられておかなくては、完全に解決したとは言い難かろう。

　だが、どうやってフォローしたものか。

　その時突然扉が開いた。そして、大声で響ひびく内山田の声。

「賀か茂も！　まだ無事か？　助すけっ人と呼んできたぞ！」

「え？」

　振り向くと、内山田を先頭に体育会系の連中が十数人集まっていた。部活動中の奴やつらを引っ張ってきたらしい。

　しかし。

　薄うす暗ぐらい体育倉庫でうら若い男子が二人っきり。しかもそのうちの片方は上着をはだけて下半身は丸裸。

　助っ人に来た連中と賀茂は、互いに目を合わせたままその場に硬直した。

「……………！」

「…………」

「………」

　ひゅぅぅぅ……。冷たい風が賀茂たちの間を吹き抜けていった。

　無限にも思える一いつ瞬しゆんが流れた。

「あ……いや………」

　何とか我に返ると、ぎこちない口調で口を開く賀茂。とにかく何とか今のシチュエーションについて弁明しておかないと、あまりにもこれはマズすぎる。しかし霊れい能力絡がらみの話を伏せて説明しようと思ったら、どうやって話したらいいのやら……。

「その～……、つまり、これは、なんだ、その………」

「ひっ……！」

　誤解を解こうと一歩近づいた瞬間、内山田以下十数人はびくっと後ずさった。

「ちっ……近寄るな……っ！」

　怯おびえた目で反射的に距離を取る。

　内うち山やま田だが、賀か茂もと下半身すっぽんぽんの芦あし屋やを恐る恐る見比べた。

「………さっき俺おれらを無理やり帰らせようとしてたのは、つまりそういう理由で……？」

「ちょ、ちょっと待て！　誤解だっ！　ボクはただっ、つまりそのっ、脅しに使ってた恥ずかしい写真とかを……」

　後ろで助すけっ人と連中がざわっとどよめいた。

「恥ずかしい写真を使って脅して……？」

「無理矢理男の貞操を……？」

「じゃあやっぱりこれはそういう……」

　そこかしこで交わされる囁ささやき声。不ふ審しんの眼まな差ざし。怯おびえと困惑に満たされていく群衆。

「ちっがぁ──────うっっ!!」

　賀茂は必死で否定したが、その叫びは男子たちのざわめきの中に虚むなしくかき消されていくだけだった。真実を叫ぶ声はいつも愚ぐ昧まいなる民衆の間に埋もれてしまうという歴史の教訓は、こんなところでもやはり必然なのだった。




　結局その後しばらく学校内は賀茂の噂うわさで持ちきりとなり、およそ七十五日間もの間、賀茂は非常に肩身の狭い思いをする事になった。

　しかしその噂のおかげで、内山田がリコーダーを舐なめていた事も、どうやって賀茂が芦屋の術から内山田他ほかを解放したのかといった話も、完全に関係者の脳裏から消えてしまった。更にあれ以来、何かあっても賀茂に頼ろうとする奴やつはとんといなくなった。つまり、気にかかっていた懸けん案あんが全すべて、問題なく片づいたわけである。それはそれで怪け我がの功名と言えなくもなかったんじゃないか。うん。そうだとも。結果良ければ全て良しだ……。

　そうやって無理矢理肯定的に捉とらえようとする前向きな賀茂だった。最近自分を慰なぐさめるのがどんどん上手になっていくのがちょっと悲しい夏の夕暮れだった。
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　とある夜の街角。

　傾きかけた小料理屋の店先に、古びた看板がかかっている。

　看板に墨で大書された文字はもはや薄うす汚よごれて容易には判読出来ないが、目を凝こらすと微かすかに『料亭・男おとこ気ぎ屋や』の五文字が見て取れる。その脇わきに小さく書かれたかすれかけの『創業・寛かん文ぶん九年』の文字が、三百年以上も続くこの店の伝統を控えめに主張していた。

　だが、朽ちかけた漆しつ喰くい壁へきに、ところどころ瓦かわらが剝はがれてぺんぺん草の生はえた屋根。

　一目で分かる凋ちよう落らく振ぶりだ。

　電灯を交換する余裕もないのか、店内では薄暗い照明が陰いん鬱うつな点滅を繰くり返している。

　午後七時過ぎの晩飯時だというのに、客の姿はたった一人。丸坊主でいかめしい顔の男だ。

　そしてカウンターの中では、長い黒髪を後ろで束ねた少女が緊きん張ちようした面持ちで客の反応を見守っていた。現在この店をたった一人で切り盛りしている、亀かめ川かわ華か夢む理りである。

　客は、出された煮しめを剛ごう毅きな調子で頰ほお張ばった。

　だが次の瞬しゆん間かん顔をしかめると、口の中の物をぺっと吐き出した。そして箸はしを握り締しめて立ち上がる。

「ちょっと待て！　何じゃこれは！」

「ご、ご注文の煮しめです。何かお気に召さない点でもありましたでしょうか……？」

「当たり前じゃ！　何じゃこの軟弱な煮しめは！　ちんまい家庭料理食いに来てるんとちゃうねんぞ！　もっと男らしい煮にしめ出さんかい！」

「も、申し訳ございません……」

　恐きよう縮しゆくして頭を下げる華か夢む理り。

　客は厨ちゆう房ぼうのほうを覗のぞき込みながら怒ど鳴なる。

「前来た時はもっと、溢あふれ出る煮汁から何から男おとこ気ぎに充みち満ちとった。あん時の料理人はどこじゃ。あいつに作らせえ。お前じゃ話にならん」

「すみません。父は、一ヶ月前に交通事故で亡くなりまして……」

「何？　死んだんか」

「はい。それで今は私が……」

「そうなんか。ならしゃあないわな……」

　そう言うと、客は握り締しめていた箸はしを不ふ機き嫌げんそうに置いた。

「ごっそうさん。もうええわ」

　叩たたきつけるように代金を置く。

　そして立ち去り際に捨て台詞せりふ。

「姉ちゃんもこの店継つぐんやったら、せめてもうちょっと男らしゅうせえや。チャラチャラと軟派な長髪しくさって、料理人のくせに……」

　そう言い残すと、客は失望と腹立ちをないまぜにした様よう子すで店を出ていった。

「……ったく、そもそも由緒正しい男おとこ気ぎ屋やを女が継げるかっちゅーねん。けったくそ悪い……」

「申し訳ございません……っ」

　華夢理は客の背中に向かって、深々と頭を下げて見送った。

　客の姿が見えなくなると、皿を片づけに戻る。見ると、文句のついた煮しめ以外もほとんど手つかずのままだ。

　我知らず、ため息が漏もれた。

　箸立てから新しい箸を取り、一口食べてみる。

「………」

　決して不味まずくはない。いや、味の染み具合といい、煮崩れしないギリギリの柔らかさに仕上げた火の通り具合といい、上出来なほうだ。素材だって、父の頃ころからの仕入れ先を使って厳げん選せんした良物を揃そろえてある。

　だが、何かが欠けている。父の味に感じた、迸ほとばしる熱さのようなものが。それは、華夢理の鋭するどい舌にははっきりと分かった。

　何故なぜだろう。父の調理法どおりに忠実に作っているはずなのに。一体何が足りないというのだろうか……。

　──前来た時はもっと、溢れ出る煮汁から何から男気に充ち満ちとった。

　先ほどの客の言葉を頭の中で繰くり返す。

　再びため息が漏もれた。

　父にも生前何度も言われたものだ。お前の料理は上手だが覇は気きに欠ける、と。

　華か夢む理りに足りないものはそれなのだ。それは自分でも感じていた。自分の料理はいつもどこか小ぢんまりとして小こ奇ぎ麗れいで、この店一番の売りだった迫力とか力強さ、豪ごう放ほう磊らい落らくさといったものが致命的に欠けていた。

　調理師免許を取った時に父がくれた直伝のノートは、ボロボロになるまで読み返した。物心ついた頃ころからずっと口にしてきた品々を、思い出せる限り思い出した。そして、朝から晩までひたすらその味を再現しようと努力した。細部に至るまで、父の調理法を完全に模倣したはずだった。

　だが、結局現在に至るまで、父の味は再現出来ていない。

　何が足りないのか分からなかった。

　──このノートに書いてあるのはあくまで技術的な事だけだ。一番大事な事は、これから一いつ緒しよに店をやりながら自分で盗め。それが出来たら免許皆伝だ。

　ノートをくれた時、父はそう言って笑った。だが、華夢理が盗む間もなく父は死んでしまった。

　結局、父から盗めなかった何かこそが、華夢理の料理に決定的に欠けているものの正体なのだろう。父が死んでしまった今、父の味を継つぐ事はもはや出来ないのだろうか。男おとこ気ぎ屋やの味は、ここで途と絶だえてしまうのだろうか……。

　華夢理は三度小さく吐息を漏らした。

　その時、カラカラと音を立てて店の戸が開いた。

　華夢理は反射的に立ち上がって挨あい拶さつをする。

「いらっしゃいま……」

　言いかけて華夢理は声を途と切ぎらせた。

　入ってきたのはいかにも成金ふうの、趣しゆ味みの悪い紫のスーツに身を包んだ小太りの中年男。両りよう脇わきには黒服にサングラスの護ご衛えいが二人付いている。

「おこんばんわ、亀かめ川かわさん」

「入いり柄がら井い……」

　華夢理の顔に、あからさまに嫌いやな表情が浮かんだ。

　外食チェーン店としてこのところ急成長してきた『食事処・入柄井庵あん』の社長だ。三ヶ月ほど前から、華夢理の店のすぐ隣となりにも一つ店を出している。開店記念フェアの名の下に極端な安さのメニューをいくつも出し、露ろ骨こつな価格競争を仕掛けてきた。今ではほとんどの客がそちらへ流れてしまっている。父が存命の頃はまだ、父の男気に惹ひかれてやってくる常連客がいてくれたが、父亡きあとはそれも途絶えてしまった。

　誰だれもいない店内を見回しながら、嫌いやみったらしく笑う入いり柄がら井い。

「飯屋はどこもお忙しい時間帯やっちゅーのにお邪じや魔まして申し訳ございまへんなぁ。どうも自由になる時間がなかなか取れまへんで、堪かん忍にんしておくんなはれ」

　華か夢む理りは不愉快さを押し殺すように、黙だまってカウンター内へ入った。

「何の用です？」

　不ふ機き嫌げんな声で尋ねる。

「何の用って、分かってはるくせにとぼけはって。もう」

　猫ねこ撫なで声でいやらしい笑顔を浮かべる入柄井。

　ハンカチで額ひたいを拭ふくと、椅い子すを引いて腰かけた。

「どないです。先日の話、考えてもらえましたやろか？」

「何の話でしたっけ」

「何て、私ら入柄井チェーンの店長にお迎えしたいんやけど、ちゅう話ですがな。この不況時やし、料理で食ってるモン同士お互い仲良く協力しまひょやないか」

「その話は断ったはずです！」

　華夢理はほとんど反射的に声を上げた。

　何が店長だ。要するに入柄井の言っている事は、この男おとこ気ぎ屋やを潰つぶして入柄井のチェーン店にしてしまいたいという事だ。そして華夢理は今のような一国一城の主あるじから、ただの雇われ店長に成り下がれと。

　チェーン店になればメニューもレシピも全すべて、オーナーである入柄井の指し導どうどおりにやらなければならなくなる。それでは、男気屋の味が潰ついえてしまうではないか。創業以来三百年、代々伝えられてきた男気屋の精神が途と絶だえてしまうではないか。

　そんな事は出来ない。華夢理にとってこの店は、生まれた時からの思い出が詰まった大切な場所であり、華夢理の全てなのだ。そんな提案、受けられるはずがない。

　そもそも、入柄井チェーンのメイン客層は若い女性であり、商品コンセプトも浮ついて軟派なものばかりだ。女性半額のレディス・デイなどというキャンペーンも設けて、表向きはひたすら客に媚こびへつらっている割りに、肝心の食材は『安く、大量に』だけがモットーで味も安全性も二の次である。人にとって食は生命維持の基本、ひいては人生の基本であるという事など、まるで顧こ慮りよしていない。客に媚びない代わりに料理にも妥協しない事を良しとする男気屋とは、根本から姿勢が違うのだ。

　感情を押し殺した無表情な声で華夢理は言った。

「お帰りください。その件でしたら、話すだけ時間の無む駄だですので」

「まあまあ。そうムキにならんと。あんさんかてご両親に亡くなられて、一人で店続けるのも大変でっしゃろ。悪い話やない思いますけどなぁ？」

　とぼけた顔で葉巻を吹かす入柄井。

　その顔を華か夢む理りはキッと無言で睨にらみつけた。

　誰だれのせいで苦しい経営状態になっていると思っているのだ。その思いが如実に態度に表れる。

　もちろん、客が来ないのは入いり柄がら井いのせいだけではない。自分の料理が未熟である事こそが一番の原因である事は分かっている。

　だが、そこへつけ込んでこの店の乗っ取りを企たくらむ入柄井に対して、良い感情を持てるはずもなかった。

　入柄井のやり口は、これまで散々耳に入ってきている。自分のライバルになりそうな店のすぐ近くに出店し、己の資本力にものを言わせて極端な安売り戦を仕掛ける。入柄井のほうはすでにかなりの資金力があるため、無む茶ちやな安売りで少々赤字が続いても自分の店は持ちこたえられる。だが、華夢理のような個人経営の小さな店は、それに張り合っていてはとても保もたない。かといって、張り合わなければ安さに客を取られて、やはり経営は成り立たなくなる。そうやって、店を潰つぶしては乗っ取るという事を各地で繰くり返しているのだ。そして乗っ取られた店の店長は皆、名目だけのチェーン店店長として残り、そして結局は入柄井の傀かい儡らいと成り下がる。

　汚いやり口だ。そう思う。男なら、堂々と味で勝負すべきだ。それで負けたのなら華夢理だってまだ納得がいく。だが、資金力にものを言わせて問答無用にライバル店を潰していくその手法は、同じ料理店を営む者として到底認められない。

　入柄井は華夢理の顔を見て小こ馬ば鹿かにするように笑うと、カウンターに残っていた前の客の料理をつまんだ。

「こらまた先代と違ちごて、随分小ぢんまりとまとまった味やなぁ。やっぱ女の子らしい味ちゅーのはこういうんやろな。今は女の時代やし、これまでは男らしさにこだわってきた男おとこ気ぎ屋やはんもこういう女受けしそうな調理のほうへ路線転換ちゅうわけですか。いや、さすが若いのに先見の明がありはる。こういう人材は是非ともウチに来てくれたら嬉うれしいんですけどなぁ」

　口をくちゃくちゃ言わせながら、嫌いや味みな調子で言う入柄井。別に方向転換したわけではなく、華夢理が男気屋の味を再現出来ていないだけだと分かった上で言っているのだ。

「どないです？　どうせあんさんもこうして路線変更してはるんやったら、いっそウチのチェーンに入ってみるいうのも、悪い選択ちゃうと思いますけど？」

　華夢理は内心の苛いら立だちを抑えて、もう一度冷たい声で言った。

「……お帰りください。申し訳ありませんが、今はまだ営業中ですので」

　それを聞いた入柄井はいやらしく笑って額ひたいを叩たたく。

「ああ、そういえばそうでしたなぁ。いや、店の中に誰も客がおらんもんやから、すっかり忘れてしまいましたわ。こら失礼」

「出ていってください!!」

　思わず抑えきれなくなって、華夢理はバンとカウンターを叩いた。

　入柄井はからかうように大おお袈げ裟さに怖がってみせる。

「おお、怖い怖い。客商売は愛想が一番や。女の子がそない乱暴な声出すもんとちゃいまっせ」

　そう言うと、椅い子すから立ち上がる。

「ま、一週間後にまた寄らせてもらいますわ。それまでにもう一度よう考えといてくんなはれ」

　それだけ言い残して出ていく入いり柄がら井いとその付き人。

　閉まった戸に向かって、華か夢む理りは塩を一ひと摑つかみ投げつけた。

　悔しさで、涙が出てきた。

　誰だれも客の来ない、薄うす暗ぐらい店内。華夢理は調理台に手をついたまま、一人いつまでも立ち尽くした。




　その翌日である。

　華夢理は日用品の買出しに駅前に来たついでに、焼やき芋いも屋の屋台を見つけた。

「三つください」

「お。お嬢じようちゃん可愛かわいいねぇ。よし、このちっちゃい奴やつ一個オマケしちゃる」

「えっ！　いいんですか？　ありがとうございます」

　芋を入れた紙袋を抱えて、華夢理はほくほくした顔で屋台をあとにした。

　しかし、幸せな気分は一分も続かない。

　一週間後に迫っている借金の返済期日の事が頭に浮かんで、華夢理は芋に齧かじりついたままため息を漏もらした。

　すでに華夢理の店は借金の抵当に入ってしまっているのだ。来週までに第三期返済期日の支払い分が調達出来なければ、あの店も土地も人手に渡ってしまう。

　──一週間後にまた寄らせてもらいますわ。

　昨夜の入柄井の、いやらしい笑顔が脳裏をよぎった。

　無意識のうちに、ギリっと奥歯を嚙かみ締しめる。あの時あえて一週間と言ったのは、返済期日を知っていたからに違いない。

　抵当流れになった証書を手に現れる入柄井の姿が目に浮かんだ。

　悔しい。

　もう少し時間があれば。父の味を、店の伝統の味を再現するために、もうほんの少しでいいから研究のための余裕があれば……。

　華夢理の料理の腕なら、一般の客に満足してもらえる力量はすでにある。昔からの舌の肥えた常連客には批判されるだろうが、こんなタイミングですぐ隣となりにライバル店が出現したりしなければ、何とか店を維持出来ていたはず。そして、店を続けながら父の味を研究するという事だって出来たはずなのに……。

　……お父さん、どうしてこんな時に事故なんかで死んじゃうのよ。

　ホカホカの焼やき芋いもに齧かじりつきながら、華か夢む理りは憂ゆう鬱うつな気持ちで目を閉じ、もう一度深い吐息を漏もらした。

　うつむいた弾みで、抱えていた芋が一つ転げ落ちた。そのまま転がって路地の隙すき間まへ入っていく。反射的に追いかける華夢理。だが、追いついたのはいいが、地面の上を転がって汚れてしまっている。表面の皮を剝むけば食べられない事はないだろうが、あまりいい気持ちはしない。どうせ一つオマケしてもらったのだし、一つくらい無む駄だにしても損はしていないからいいか。落としたこの芋は、帰って近所の野の良ら猫にでもくれてやろう。

　そう考えて芋を拾ったその時。

　ふと、聞きなれた声が聞こえてきた。耳みみ障ざわりな甲かん高だかい笑い声。入いり柄がら井いだ。間違いない。声の漏れてきた窓にそっと近づくと、あの成金趣しゆ味みな紫のスーツ姿が見えた。

「……いやしかし、ここもあっちゅう間やったなぁ。あんさんらのお陰やで」

「いやいや、そんな。社長さんの腕がええからですわ」

　誰だれかが答える声。しかし華夢理の場所からは姿は分からない。

　入柄井の陽気な声が聞こえた。

「それにしてもまあ、男おとこ気ぎ屋やはんも災難やったわなあ。店の経営が危なくなる程度に入院してくれはったらそれで充分やったのに」

「ええ。俺おれらもまさか死ぬとは思いませんでしたわ」

「でもまあ、あそこの娘も料理人やし、下手へたに助かって店の秘伝とか教えられとったらまだまだ粘られとったかもしれへんしな。そう考えると死んでくれてよかったわなぁ」

　二人の笑い声が響ひびいた。

「ど、どういう事………？」

　華夢理は耳を疑った。

　──店の経営が危なくなる程度に入院してくれはったらそれで充分やったのに。

　──まさか死ぬとは思いませんでしたわ。

　事故じゃなかった……？

　男気屋を潰つぶして吸収するための策略だった……？

　まさか……。父と母は、入柄井の指示で殺された……？

　今しがた自分の耳で聞いた事が信じられなかった。全身から血の気が引いた。

　何もかもが出来の悪いフィクションのように感じられた。震ふるえる足で、華夢理はそこから走り去った。これ以上一刻もそこに留とどまっていられなかった。




　通りに出た華夢理は耳を塞ふさぎ目を閉じてひたすら走った。どこをどう走ったのか自分でも分かっていなかった。あまりに慌てていたせいで、通行人にぶつかってしまった。

「あ、ごめんなさい」

　一言謝あやまって通り過ぎようとした華か夢む理りは、後ろからぐいっと摑つかまれた。

「おう、嬢じようちゃん。待ったらんかい」

「え？」

「オドレは人にぶつかっておきながらゴメンの一言ですまそうちゅうんか？　謝ってすんだら警けい察さつは要らんのじゃ」

　振り返ると、頭の悪そうな髪形に行ぎよう儀ぎの悪そうな変形ズボンをだらしなく穿はいた不良学生だ。黒々とした髭ひげの剃そり跡から想像するに、落第しまくってすでに成人式を終えていそうな感じである。しかも、こんな今時珍しい天然記念物のような不良学生が、一人ではなく四、五人も並んでいる。

　思わず華夢理は腰が引けた。

「あ、あの……すみません……。じゃあ、どうしたら……」

「とりあえずイシャ料払ってもらおか」

「慰い謝しや料……ですか……？」

「そうじゃ。嬢ちゃんにぶつかられて骨でも折れとったらエラい事やからの」

「い、いくらくらいですか……」

「そやの。五十万くらいで許しといたるわ」

「ごっ、五十万円ですか？　そんな、無む茶ちや苦く茶ちやだわ。高すぎます……！」

「やかましわい！　ワシは国民健康保険入っとらんからイシャ料も高いんじゃ！」

　慰謝料を「医者料」とでも勘違いしてそうな勢いで絡からんでくる不良学生。

　胸むな倉ぐらを摑まれて、華夢理は震ふるえ上がった。

　その時。

　男の背後から近づく人影があった。華きや奢しやな華夢理よりも更に一回り小柄な、お下げ髪の少女。丸い眼鏡めがねが夕日を反射して、目の表情は読めない。

　少女はまっすぐ不良学生に近づくと、その腕に手をかけた。

「おやめなさい。大の男がか弱い少女相手に寄ってたかって、見苦しい」

「何だぁテメェはぁ～？」

　不良学生がお下げ少女のほうを向く。その仲間たちが少女の四方を囲んだ。

　少女はまるで動じず、再び厳きびしい口調で言った。

「聞こえなかったのですか？　おやめなさいと言ったのです」

「テメェにゃ関係ねーだろーが！」

「天下の公道で無法な行いを見かけた以上、通りすがりといえども無関係ではありません」

　少女は淡々と言い返す。

「もう一度言います。その方から手をお離しなさい」

　不良学生はぶち切れた。

「やかましゃー！　テメェ、気き取どりやがって！　女だろうが手加減しねぇぞ！　ぶっちめてやる！」

「おうよ！　やっちまえ！」

　素す晴ばらしく頭の悪い台詞せりふを喚わめきながら、一斉に眼鏡めがね少女に襲おそいかかる不良学生たち。

「ああっ！」

　思わず華か夢む理りは目をつぶった。大の男を数人相手にあんな小柄な少女一人では、手も足も出ないだろう。せっかく助けに入ってくれた勇気ある少女が目の前でぶちのめされるのは、見るに耐えない。

　だが、次の瞬しゆん間かん。

　鈍い打撲音がいくつか響ひびいたと思ったら、男たちは苦く悶もんの表情を浮かべて地面に転がっていた。

　一方少女のほうはといえば、息一つ乱れていない。

「口ほどにもない……」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしで男たちを見下ろす少女。

「い、一体何が……？」

　華夢理は自分の目を疑った。

　少女は華夢理のほうを向くと、打って変わって人当たりのよい笑顔を浮かべた。

「大丈夫でしたか？　お怪け我がは？」

　今の騒さわぎで少しズレた眼鏡の奥に、愛らしく澄すんだ瞳ひとみが覗のぞいた。長い睫まつ毛げが美しい。先ほどの不良たちに対する毅き然ぜんとした態度からは想像出来ないほど、可愛かわいらしい顔立ちだ。

「だ、大丈夫です……。ありがとうございました……」

　意表を突かれて、華夢理は少しどもった。

　三つ編みの少女は微笑を浮かべる。

「人として当然の事ですわ。礼には及びません」

　何の衒てらいも感じさせない自然な口調でそう言うと、軽く会釈をした。

「それでは失礼致します。この辺りは暗くなると物ぶつ騒そうですから、お気をつけになって」

　そのまま引き止める間もなく人込みに紛れてしまう。

「……な、何て男らしい女ひと」

　華夢理は、魂を抜かれたような表情で呟つぶやいた。

　困っている人を見過ごせない義ぎ俠きよう心。

　多数対一人でも決して怯ひるまぬ勇気と、それを裏づける確固たる強さ。

　そして、己の善行を決して誇らぬ謙けん虚きよさとさりげなさ。

　まるで、生前の父を見るようだった。

　そしてふと、いつも父から言われていた事を思い出す。

　──人から恩を受けたら、何があろうと必ず返せ。義理を欠かす奴やつは男おとこ気ぎ屋やの人間じゃない。

　ハッと我に返ると、名前も住所も聞いていない事に気づいた。うっかりしていた。これでは、借りの返しようがないではないか。

　やがて華か夢む理りは大慌てで少女の去ったほうを目で追うと、急ぎ足であとを辿たどった。




『腰こし岡おか茶さ寮りよう』。

　大胆にして優美な筆致でそう書かれた看板を前に、華夢理は立っていた。

「こしおかさりょう………って、あの有名な……？」

　食に携わる者なら一度は聞いた事のある有名な名前だ。茶人にして書家、陶芸家、舞踏家、そして希き代たいの美食家・菜な間ま尺しやく八はち郎ろうの主しゆ宰さいする、主に茶と料理を楽しむ会員組織である。およそ有名な文化人のほとんどがこの会に参加しており、ここの会員である事が文化人の証あかしとさえ見られている。それだけではない。大臣人事など政治に関かかわる諸事も、大半がこの腰岡茶寮にて決められると言われる。まさに政治・文化の中心である。

　会の主宰者である菜間は少しく放浪癖へきがあり、数ヶ月毎に引越しを繰くり返すため、主あるじの居所に連れてその都度茶寮の場所も変わるのだが、それによって各地域の風物がまんべんなく賞味出来るという利点もあるらしい。

　だがまさか、こんな近所に来ていたとは想像もしなかった。町でも噂うわささえ聞かない。昨日今日越してきたばかりなのだろうか。

　門に近寄ってみると、看板の下に小さく表札がある。そこには確かに『菜間尺八郎』と書かれてあった。

　門の中を覗のぞいてみる。

　立派な和風の門構え。入ってすぐ左手にある庭の植え込みの立派な松は、樹じゆ齢れい百年は下らないであろう風格を漂わせている。

　何だか気後れしてしまった。こんな大物の家にいきなり押しかけて、「先ほどはありがとうございました」とやるのも、何だか礼を失するようで躊ちゆう躇ちよする。出来れば先ほどの少女が出てきたところに偶然の出会いを装って再会するほうが、気分的には楽だ。

　しかしそんな事を言ったところで、先ほどの少女が出てくるまでずっと見張っているわけにもいくまい。華夢理だって店をやらねばならない。

　華夢理はしばらく迷っていたが、小さく自分に気合を入れると、意を決したように門の中を見た。

　そして、そっと忍び足で中へ入り込む。

　とりあえず、菜間尺八郎に対面するのは気後れがするから、先ほどの少女だけこっそり捜して礼を言おう。今の手持ちではお礼に渡せる物などないが、後日あの娘と別の場所で落ち合う約束をすればいい。

　冷静に考えれば、家の人に無断で忍び込むなど不法侵入であり甚はなはだ礼に欠ける振る舞いなのだが、仮にも料理人として生きる華か夢む理りにとって、菜な間ま尺しやく八はち郎ろうの名は余りにも大きすぎた。

　華夢理は隠れるように庭先を横切り、室内の様よう子すが窺うかがえそうな場所を探した。

　その目の前に、格子の嵌はまった小さな窓が見えた。

　そっと歩み寄ると、中を覗のぞき見る。

　窓の中は風ふ呂ろの脱衣所だった。向かって左手に浴場の入り口、右手には棚があり、正面奥には脱衣所への入り口と思おぼしき引き戸がある。しかも、華夢理が覗き込むとほぼ同時にその戸が開いて、先ほどの少女が入ってきた。

　見つかる！

　反射的に華夢理は窓から身を引いた。

　窓の下で激しく脈打つ胸を押さえる華夢理。やがて、見つからないように気をつけつつもう一度窓に顔を寄せる。

　お下げの少女は見られているとも知らず、眼鏡めがねを外すと、てきぱきと服を脱ぬいでいく。きびきびとした動作だが、先ほどの男らしさとは裏腹に、やはりその姿はどこから見ても少女のものだ。身に付けている物にしても、華夢理とそう変わらない。不良たちに見せた男らしさは、何かの見間違いだったのではないかとさえ思える。

　だが、その手がスカートを下ろした時。

「……っ!?」

　華夢理は思わずあっと声を上げそうになった。慌てて口に手を当てると、窓の下に身を屈かがめる。

「い、今の……。まさか……」

　しゃがんだまま窓のほうを見上げ、自分の目を疑うように呟つぶやいた。

　あの、腰に巻かれた白い布。

　あれは間違いなく……。

　ごくりと唾つばを飲み込む。

　…………ふんどしだった。

「い、一体……!?」

　本来なら祭の際の正装として、成人した男子にしか許されない神聖なる白木も綿めん。一見どこにでもいそうな普通の女の子のように見せかけておきながら、その下にあんな物を締しめているとは……。

　いや、それとも実は彼女はああ見えても男の子だったのだろうか？　だが、服を脱ぐ時にブラジャーも外していたのを見たし、胸だってわずかではあるが膨ふくらんでいたと思ったが……。

　それとももしや、あの腰に巻かれた白木も綿めんこそが彼女のあの男気溢あふれる振る舞いの秘密だったりするのでは……。もしかして自分もふんどしを締しめれば、もう少し料理にも覇は気きが出たりするのだろうか……。

　混乱した頭で、華か夢む理りはもう一度よく見てみようと立ち上がる。そして窓枠に目を近づけた。

　だが。

「……？」

　中はもぬけの殻だった。

　脱ぬぎかけの服はそのままに、少女の姿だけが消えていた。風ふ呂ろに入ったにしては、脱いだあとのふんどしがどこにもないし、水音も聞こえてこない。

　どうしたのかと思っていると、背後で土を踏む音がした。

「そこで何をなさってらっしゃるの？」

　突然の声に、ぎょっとして身を竦すくませながら振り返る。

　そこには、一体いつの間に現れたのか、先ほどのお下げの少女が長いバスローブを羽は織おって立っていた。厳きびしい目つきでこちらをじっと睨にらんでいる。艶つやのある整った唇が開き、凜りんとして冷たい声が響ひびいた。

「覗のぞき……ですか？　私、そういう破は廉れん恥ち漢には残酷ですわよ……」

　華夢理は威圧感に押し潰つぶされ、ピクリとも動けない。背中にじわっと冷たい汗が滲にじんだ。

[image: ]

　少女は一歩間合いを詰めると、眼鏡めがねをずらして華か夢む理りの顔を見た。

　そして。

「あなた……さっきの……？」

　驚おどろいた表情が浮かぶ。

「一体どういう事なのです……？」

　華夢理は上手うまい言い訳を探して頭をフル回転させたが、結局見つからず、正直にガバッと頭を下げた。

「申し訳ありませんっ！　先ほどのお礼を言おうと、あとを追つけてしまいました！」

「お礼を言おうと……？」

　少女は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「はい！」

　華夢理は激しい勢いでうなずいた。

　だが少女は疑いの目を崩さない。

「だったら何故なぜこそこそと無断でこんな所へ忍び込んでいるのです」

「そ、それはその、門の所にあった看板を見て、ここがあの有名な『腰こし岡おか茶さ寮りよう』と知り、正面から堂々と訪ねる事に気後れをしてしまって、それで菜な間ま氏に会わずにあなただけにお会いできないかと思って忍び込んだら、覗のぞいた所が偶然お風ふ呂ろ場の脱衣所で……」

「脱衣所と気づいたなら、その時に窓から離れるべきではなくて？　なのにわざわざ二度も覗き直すというのはどういう理由なのです」

「でっ、ですからそれはその………ふ、ふんどしを締しめているように見えたものですから、見間違いではないか確かめようと、つい……」

　そう言ったところで華夢理は、相手の様よう子すがおかしい事に気づいてハッと口を噤つぐんだ。

　少女は顔を真っ赤にして震ふるえている。

「みっ、見ましたね……」

「え……？」

「あの姿を見られた以上、このまま帰すわけにはいきませんっ！　お覚悟っ！」

「えぇっ!?　ちっ、違うんですっ！　私は何も、あなたが女のくせに男子の正装たるふんどしを着用していたことを咎とがめているわけでは決して……」

「あれは最近雨続きで下着の替えがなくなってしまったからやむを得ず使っていただけですっ！」

　お下げの少女はそう絶叫すると同時に、両手の指を組んで何やら怪しい印を結んだ。そして、どこの言葉か分からない言葉で何事か早口に唱える。

　眼鏡のレンズが怪しく光った。

　ざわ……と空気が騒さわぐのを感じた。

　少女を中心として突如巻き起こった風が、バスローブを巻き上げた。その下から、脱衣途中の顕あらわな肢体と固く引ひき締しめられた純白のふんどしが姿を現す。

　何か危険だ。この迫力、普通じゃない。華か夢む理りは蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、その場に凍りついた。

　少女がじりっと一歩距離を詰める。

　華夢理は金かな縛しばりにあったように動けない。

　その時、遠くから男の声がした。

「真ま理り子こ？　何をしているのだね？」

　少女はその言葉にハッとして、声の方向を向いた。同時に風もぱたりとやんだ。

　華夢理もそっちに目を向ける。

　見ると、お洒落しやれなスーツを隙すきなく着こなした、口くち髭ひげにオールバックのナイスミドルな紳士が立っていた。菜な間ま尺しやく八はち郎ろうその人だ。メディアに露ろ出しゆつする事を嫌うため、写真などでも滅めつ多たに見ないが、一度だけ何かの文芸誌で見た事がある。

　菜間はつかつかと歩み寄ると、真理子と呼ばれた眼鏡めがねの少女に向かって再び尋たずねる。

「なにやら騒さわがしいから見にきてみれば、レディともあろう者がそんな格好で外をうろついたりして。一体何事だね？　ん？」

「あっ！　いえ、お父様。こっ、これはその……っ！」

　真理子は慌ててバスローブの前を合わせると、真っ赤になってうつむいた。

　菜間は華夢理のほうに目を向ける。

「彼女は……？」

　真理子に尋ねる。

「こっ、この人、私がお風ふ呂ろに入ろうとしているところを窓から覗のぞいてきて……」

　真理子はプルプルと怒りに震ふるえる指先で華夢理を指した。

　華夢理を見ながら感心したように顎あごをさする菜間。

「ほほぅ。女だてらに覗き魔まかね。昔は覗きといえば男がやると相場が決まっていたものだが、この世界にもいよいよ女覗き魔の誕たん生じようか。そういえば盗撮などの業界も、昨今では女性のほうがカメラを仕掛けやすいという事で大活かつ躍やくしているそうだが。さすが女の時代だけの事はある」

　快活な笑顔でそう笑うと、大きな手を差し出して握手を求めてくる。

「そういえば、自己紹介がまだでしたな。この子の父の、菜間尺八郎と申します。以後よろしくお見知りおきのほどを」

　華夢理はその堂々たる態度に吞のまれながら、何とか手を握り返した。

「あ、あの……よろしく……」

　それを見ていた真理子が後ろから抗議の声を上げる。

「ちょっとお父様！　相手は覗のぞき魔まなんですのよ！　何を平然と握手を交わしてらっしゃるの！」

「まあいいから少し落ち着きなさい。人様の前で大おお騒さわぎしてみっともない。見られたところで減るものでもなかろう？　相手が見たいというのなら、惜しまず見せてやるくらいの度量があってもいいではないか。貧者の求めに応じて施しを与えるのは高貴ノーブなるレス・者のオブリ義務ージユというものだぞ」

「覗かれたら見せろなんてそんな義務ありませんっ！　滅め茶ちや苦く茶ちや言わないでくださいっ！」

　顔を真っ赤にして言い返す真ま理り子こ。

「お前も風流を解げせん奴やつだ。昔から『花盗ぬす人びとは盗人に非あらず』と言うではないか。花も裸体も美の体現者としては同じ事。花か鳥ちよう風ふう月げつを愛めでる心に免じて許すくらいの器量がなくてどうする」

「覗きのどこが風流ですかっ！」

　菜な間まは強情な娘に困った表情をすると、華か夢む理りのほうへ顔を向けた。

「いや、娘がはしたないところをお見せしてしまって。淑しゆく女じよたるもの、もっと広い心を持たねばならんといつも言い聞かせておるのですが、何しろ難しい年とし頃ごろでね……」

　そう苦笑してみせる。

　そして菜間は、やおらスーツを脱ぬぎ捨てると、ネクタイに手をかけた。

「どれ、真理子が見せてやれんと言うならしょうがない。私が見せて差し上げよう。発育途中の真理子より、私のほうがより一層完成された美を具現している自信がある」

　華夢理のほうを振り返り、いきなり脱ぎ出す菜間。

「……っ!?」

　華夢理は両手で口元を覆おおうと、真っ赤になってその場に硬直した。シャツのボタンが外され、その下から鍛きたえ上げられた肉体が剛毛をざわめかせながら姿を現す。

「さあ！　存分に御ご覧らんなさい！　これがあなたの求める裸の美学！」

　だが、ワイシャツの下の肌着を脱ぎ捨てようと顔までめくり上げた時。

「人前ではしたない真似まねはお父様でしょっっ！　馬ば鹿かあぁっっ！」

　真理子がどこからともなく取り出したモーニング・スターが菜間の後頭部を直ちよく撃げきした。

「ぐぼはああぁぁぁぁっっっっっ！」

　割れた頭ず蓋がい骨こつの隙すき間まから脳のう漿しようをきらめかせながら、菜間は地面に顔をうずめるようにしてぶっ倒れた。

　肩で息をしながら、返り血を浴びて仁に王おう立だちの真理子。

　華夢理は目の前で突然繰くり広げられた血みどろの惨さん劇げきに、フッと意識を失った。




　華夢理が目を醒さますと、いつの間にかベッドに寝かされていた。

「やあ、目が醒めたかね？」

　その声に振り向くと、先ほど頭をかち割られた菜な間まが、頭に軽く包帯を巻いて椅い子すに座っていた。

　その隣となりには、ちゃんと服を着直した真ま理り子こが腰かけている。

「あ、あの、すみません。ご迷惑をおかけしまして……」

「いやなに、謝あやまる事はない。些さ細さいな事でもすぐ気を失うのは十九世紀レディの嗜たしなみです。それよりこちらこそ、娘がみっともない真似まねをお見せしまして……。いやはや、お恥ずかしい」

　菜間はそう言って苦笑した。あくまでも恥ずかしいのは真理子の乱暴な振る舞いであって、自分のストリップに関しては恥ずかしい事とは捉とらえていない様よう子すが、その堂々たる態度からこれでもかとばかりに窺うかがえた。

「ところで真理子から聞いたのですが、何でもうちの娘を追つけてきたそうですが……」

　菜間は椅子に座り直すと言った。

「……何か、真理子に用事でも？」

「あ。はい。実は、真理子さんにお礼を言おうと思って……」

　菜間は興きよう味み深ぶかげに目を光らせた。

「真理子に礼を？」

　真理子のほうを振り返る。

　真理子は少し恥ずかしそうに頰ほおを赤らめた。

「いえ、道で不良たちに絡からまれているのを見かけたので、仲裁に入ったまでです。人として当然の事をしたまでで、礼を言われるほどの事では……」

「いやいや、その当たり前の事を当たり前に出来るというのは、どうしてなかなか立派な事なのだよ。誰だれにでも出来る事ではない」

　菜間はそう言って、謙けん遜そんする真理子の頭を誇らしげに撫なでた。

「ところで、まだそちらのお名前を伺っておりませんでしたな」

「あ、申し訳ありません。亀かめ川かわと申します。代々男おとこ気ぎ屋やという小料理屋を営んでおりまして……」

「ほう？　男気屋というと、あそこの横丁の角の？」

　菜間は驚おどろいたように目を開く。

「ええ。そうです」

「するともしや、君はあの華か夢む理り君かね？」

「は、はい。亀川華夢理と申します……」

「これは奇遇。いや、実は私もこの近所へ来る用事があった時は、ちょくちょく寄らせていただいていたものです。そうか。あの小さかった華夢理君がこんな立派に……。そういえば今回はまだ顔を出しておりませんが、下か部ぶ郎ろう君はお元気ですかな？」

「あ、いえ。父は……」

　少し口ごもる華か夢む理り。

「………父は、亡くなりました」

「何と？　彼はいたって健康で、ご病気などもしそうになかったが」

「一月前に、事故に……交通事故に遭あいまして……。母も一いつ緒しよに……」

　路地裏で聞いた入いり柄がら井いの言葉が甦よみがえって、我知らず声がかすれた。

　菜な間まはいかにも同情に耐えないといった表情になる。

「それは……。ではご両親ともに……？」

「………」

　華夢理は無言でうなずく。

「それは何ともまた災難でしたな……。何ともお気の毒な……」

　沈ちん鬱うつな表情で菜間は視線を落とした。

「……するとあの店はもう畳んでしまったのか。いい店だったが……」

「いえ。私が何とか一人でやっております」

「ほう。君たった一人でかね？　若いのに大したものだ」

　意外そうに顔を上げる菜間。

　それと交替で華夢理は目を伏せた。

「お褒ほめいただいて恐きよう縮しゆくです。ですが……」

　ため息が漏もれた。

　その様よう子すに菜間の目が光った。

「……何か困った事でも起きているのかね？」

「いえ……」

「遠えん慮りよする事はない。君のお父さんとは親友だ。彼とは『お前の物は俺おれの物、俺の物は俺の物』という関係で付き合わせていただいた間柄。すなわち、下か部ぶ郎ろう君の娘ならば私の娘という事だ。力になれる事なら何でも協力しよう」

　菜間はそう言うと、暖かな笑顔で華夢理の手を握った。

　その力強くも暖かい雰囲気に包まれて、華夢理は張り詰めていた糸が切れるように突然涙を零こぼした。

　そんな自分に慌てて、恥ずかしそうに顔を背けると、そっと指先で目元を拭ぬぐう。

　うわずった声でかすれた呟つぶやきが漏れた。

「……すみません」

「気にする事はない。ご両親を亡くされてまだ一ヶ月。今はまだ、涙が出るのが当然だ。これまでよく一人で頑張った」

　菜間はまるで子供をあやすように、その大きな手の平で華夢理の頭を撫なでた。

「………」

　華か夢む理りは嗚お咽えつを堪こらえるように、小刻みに肩を震ふるわせる。

「……真ま理り子こ。お茶を淹いれてきなさい」

　菜な間まは傍らの真理子に静かな声で指示した。菜間はともかく、年下の真理子の前では、華夢理としても感情を表に出す事は恥ずかしかろう。

　真理子は父の意を読み取ったようにうなずくと、そっと部屋をあとにした。

　それを確認すると、菜間は華夢理のベッドに腰かけてそっと肩を抱いた。

「さ、話してみなさい。何があったのだね？」

　華夢理はその温ぬくもりにほだされて、堰せきを切ったように語り出した。

　再現できない父の味、常連客からの容赦ない批判、ライバル店の出現、間近に迫る借金の返済期日、そして、日々離れていく客を引き止める事も出来ない無力な自分。

　父と母が残してくれた男おとこ気ぎ屋や、華夢理が生まれてから今日までの思い出が全すべて詰まったあの大切な場所が、人手に渡ってしまうなど、とても耐えられない。けれど自分にはもうどうしようもない……。

　更に、ついさっき知ってしまった両親の死の真実……。

　これまでたった一人で耐えてきた事、誰だれにも話す事が出来ず孤独に悩んできた事が、涙とともに一気に溢あふれ出した。

　菜間はそんな華夢理の言葉にいちいちうなずきながら、静かに、ただただ静かに聞いていた。




　やがて華夢理が泣きやむと、菜間は言った。

「……なるほど。事情はよく分かった」

　大きくうなずく。そして、その大きな手で華夢理の頰ほおを挟み込むようにして笑った。

「だが、大丈夫だ。君には私がついている。何も心配は要らない」

　その確固たる自信と包容力に溢れた笑顔は、華夢理に絶対の安心感を与えるのに充分だった。

　菜間は立ち上がると言った。

「とりあえず、華夢理君の料理を一度味見させてもらおう。その上で何が足りないのか見極めようじゃないか。味さえしっかりすればちゃんと味の分かる常連客は戻ってくるし、そうすれば安売りだけしか取り得のないごまかしの入いり柄がら井いチェーンなど恐れる事はない」

「は、はい」

「よし。では今から君の店へ行こう。善は急げというからね」

　菜間はそう言うと、部屋の外へと歩き出す。

　華夢理も慌ててベッドから下りるとそのあとに続いた。




「ふむ……。なるほど……」

　男気屋の店内。カウンターで菜間は華夢理の拵こしらえたおでんを食していた。

　華か夢む理りは、緊きん張ちようの面持ちで菜な間まの言葉を待つ。

　何しろ相手はただの常連客ではない。天下の美食家である。自分の料理にどのような審しん判ぱんが下されるのか、華夢理は足の震ふるえが止まらなかった。

　菜間はゆっくりと味わうように大根を咀そ嚼しやくし飲み下すと、箸はしを置いた。

「……どうでしょうか？」

　恐る恐る尋ねる華夢理。

　菜間は口元を拭ぬぐうと言った。

「悪くはない。煮加減、出汁だしの取り方と染み具合、どれも教科書どおりの出来だ。だが、悪く言えば小さくまとまりすぎている。この店の客が求めるのは、こんなお上品な京料理の真似まね事ごとではあるまい」

「はい。お客様からも同じ指摘をされました……」

「だろうね。で、すでに指摘されているからには、そこを直すべく挑戦してみたかね？」

「してみた事はしてみましたが……」

　華夢理はそう答えつつ、躊躇ためらいを見せた。正直なところ、今出した物より遥はるかに駄だ目めな物しか作れていないのだ。

　しかし、批判を恐れていては仕方がない。とにかくぶつけてみて、どこが間違っているのかをはっきりさせなければ、今より前には進めない。

　華夢理は心を決めると、もう一つのおでんを出した。おおまかにぶつ切りしただけの大根、剝むきかけの皮の残るニンジン、切らずにまるごと煮込んだコンニャク……。大胆といえばこれほど大胆なものもないだろう。

　だが、菜間はそれを見て苦笑を漏もらした。

「君は、男の料理というものを勘違いしているようだ。男の料理というものは、単に大おお雑ざつ把ぱなだけの手抜き料理ではない。確かに、男の料理には無骨な面がある。それは事実だ。一いつ朝ちよう事こと変かわり、千せん人にん万ばん馬ば往おう来らいの砌みぎりに、手を洗っていないだの皮の剝き方が下手へただの言っていては武士が務まらんと思う向きもあろう。だが、むしろそのような状況にあっても平時と何ら変わらず、もてなしの心を以もって振る舞う事こそが、真の男の料理なのではないかね。そこで必要となるのは何事にも動じぬ勇ゆう、そして変事に於おいても他人への気遣いを忘れぬ仁じん、そして食す人の感情を尊重する仁より生まれ出る礼れい、更にいかなる時でも礼を尽くす誠まこと、そういった諸もろ々もろの精神的なる美徳こそが大切となってくる。そしてそれこそがこの店の屋号にもなっている『男おとこ気ぎ』と呼ばれるものではないかね」

　菜間はそう言って華夢理を見つめた。

「君の料理は形を真似ているだけで、心が、否、男気が欠けている。それが、常連のお客さんを満足させられない最大の原因だ」

「男気が……」

「そう。料理の心はもてなしの心。かつて帝たい釈しやく天てんが飢えた僧に身をやつして下界に現れた時、何も施す物を持たなかったウサギは自らの身を火に焼いて捧ささげようとしたという。この、客人をもてなすためには己の生命をも平然と投げ出そうとする精神こそが、究極の勇ゆうであり仁じんであり礼れいであり誠まことであろう。料理に携わる者は、常に斯かくありたいものだ。否、常に斯くあらんと努める事こそが、料理人としての義ぎであると言ってよいと思うね」

「は、はい……」

　華か夢む理りはよく理解しきれないままにうなずく。

　菜な間まは立ち上がった。

「どうやら今君が最も優先すべき課か題だいがはっきりした。如何いかにして男おとこ気ぎ溢あふれる存在になるか。それが一番の問題だ」

「男気……ですか……？」

「うむ。男気溢れる料理を作るには、料理人自身が男気に溢れていなくては話にならんだろう」

「そ、それは確かに……。ですが……」

　華夢理は困ったように言った。

「ですが、男気溢れる存在などと言われても、女の私に一体どうしろと？　まさか男になれと言うわけでは……」

「そのまさかだよ、華夢理君。借金の肩代わりくらいなら容易たやすくしてあげられる事だが、それはあくまで一いち時じ凌しのぎでしかない。根本的な解決にはならないし、そもそも君が望むのはそんな事じゃあないだろう？　お父さんの男気溢れるあの味を、自分の手で再現する事のはずだ。違うかね？」

「そ、それはもちろん……」

　華夢理はうなずいた。確かに、父の味を継つぐ事が出来なければ、今目前にある危機を脱したところでまた同じ事になる。

「ならば男を極めるしかない。お父さんのあの味は、男の中の男だけに可能な、まさに男の料理なのだからね」

「そっ、それは……それは何となく分かります。けれども私は女です。それが男を極めるなんて、矛む盾じゆんしているというか、不可能では……」

「そう。君は女だ。その事実は変えられない。世の中には性転換手術というものがあるが、それでもホルモン注射を打ち続けなければ男の体は維持できない。女として生まれついてしまった事は、今更変える事は出来ない。文化的性差は生物学的性差と無関係に後天的に作られる、などというマネーらの妄説を百歩譲ゆずって仮に認めるにしても、これまで女として育ってきた過去は変えられない。女であるという事は、男を目指す上でこの上ない障害だろう」

「だったら……」

「だがね、華か夢む理り君」

　菜な間まは不敵に笑った。

「困難であればあるほど燃もえるのが男というものだ。艱かん難なん辛しん苦くを乗り越えていく事で、男は磨かれていくのだよ。そして今言ったように、男を極めるにあたって、女であるという以上の障害はない。ならばそれを克服した時、君は他ほかの誰だれよりも立派な男となれる可能性を持っているはずではないか！」

「いっ言われてみれば…………！」

　華夢理はハッとしたように目を見開いた。女として生まれた事が、逆に男の中の男を極める可能性に繫つながるなんて盲点だったが、言われて見れば確かにそんな気もする。いや、菜間ほどの人が言うのだからきっとそうなのだろう。

　それを見て菜間はニヤリと笑う。

「やる気になったようだね。それでは、すぐに修行開始だ」

　そう言うと、一挙動で手品のように一気に服を脱いだ。

「……っ？」

　唐突な菜間の行動に、意表を突かれて真っ赤になる華夢理。

　服の下から現れたのは、女物のきわどいハイレグビキニに包まれた、鍛きたえ上げられた肉体だった。

「ついでにこの菜間尺しやく八はち郎ろう、この店に客を呼び戻すための取っておきの秘策を一つ授けよう」

　不敵に笑う菜間。

　だが、その言葉は華夢理には聞こえていなかった。

　剛毛に覆おおわれた醜しゆう怪かいなる肉体と急角度のハイレグパンツを目まの当たりにして、華夢理の意識は遠い世界へと旅立ってしまっていた。




　さて、それから一週間後である。

　入いり柄がら井いは部下を信用金庫に走らせて、華夢理の店と土地が担保流れになったらすぐに買いつけるよう指示を出してから、悠々とした足取りで男おとこ気ぎ屋やへと足を運んだ。

　その途中で、隣となりにある自分の店を覗のぞいていく。

「……何や。昼飯時やっちゅーのに、今日は入りがイマイチやな。何かある日やったっけ？」

　少し不満そうに呟つぶやく。

「ま、ええか。今日でいよいよ男気屋もウチのもんや。これでこの近きん隣りん一体は全部入柄井チェーンの傘さん下かに収めたで」

　護ご衛えいの一人に上じよう機き嫌げんでそう言うと、入柄井は男気屋の暖簾のれんを潜くぐった。

　その時ちょうど店から客が一人出てきた。

「ごっつぉさん。姉ちゃん、知らん間にええ味出せるようなったやないか。また来るわ」

　危うくその客とぶつかりそうになる入いり柄がら井い。

「おう。すまんの」

　軽く会釈して立ち去る客を、入柄井は意表を突かれた顔で見送る。

「何や今の……。大分前に見限ったはずの常連やないか……。それがええ味って……」

　しばしポカンとしていたが、やがて我に返ると入柄井は気を取り直して店の入り口の戸を開けた。

「こんにちわぁ」

　そして啞あ然ぜんとして立ち尽くす。

　狭い店内は客で埋まっていた。それも、かなり初期のうちに店を離れた食通の元常連ばかりである。

「な、何やこれ……？」

　入柄井が驚おどろいていると、店の奥から声がした。

「はぁい。いらっしゃいませ」

　しばらくすると華か夢む理りが現れる。

　そして入柄井の顔を見ると、申し訳なさそうに苦笑した。

「あ、すみません。今ちょっと立て込んでますんで、もう少しあとで来てもらえますか？」

　そう言う間にも客から注文の声があり、華夢理は軽く会釈するとそちらへ飛んでいってしまった。

「どないなっとるんや……」

　呆あつ気けに取られて呟つぶやく入柄井。

　そのうち、一番出口に近い客が食事を終えて席を立った。

「姉ちゃん、お勘定」

「はーい」

　華夢理は慌ただしく金を受け取っておつりを渡す。

　入柄井はその客が出ていくと、お椀わんを取り上げて中に残った味み噌そ汁しるの残りを口に含んだ。

「こっこれは……!?」

　その目が驚きで丸くなる。

　そこはかとなく漂う汗あせ臭くささと、ほのかに香る栗くりの花のような甘い香り。微妙に喉のどに絡からむ苦しょっぱい味が隠し味として何とも言えない味わいを醸かもし出している。そしてその全体が一つの力強い味にまとまって、剛ごう毛もうの生はえたマッチョのようなイメージが口いっぱいに広がった。

「あ、アホな……。こないな小娘に、こんな男らしい出汁だしが……」

　入柄井は思わず呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて我に返ると華夢理に詰め寄った。

「こ、こんなモンがアンタみたいなガキに作れるはずがない！　どないして作ったんや！」

「それは一応企業秘密ですから……」

「ちょ、ちょっと厨ちゆう房ぼう覗のぞかせてもらいまっせ！」

「えっ？　ちょ、ちょっと困ります！　そんな勝手に……！」

　華か夢む理りの制止も無視して、奥の厨房へ勝手に入り込む入いり柄がら井い。鼻を利かせて先ほどの出汁だしの元となっている大おお鍋なべの目星をつけると、華夢理の許可も得ずに蓋ふたを開けた。もわっと白い湯気が広がる。

　その時。

　鍋の中から深く鋭するどい声がした。

「何の用ですかな？　厨房内は料理人の聖域！　無断での立ち入りは許しませんぞ！」

　それと同時に、きわどいハイレグビキニに身を包んだ鍛きたえ上げられた肉体が、湯気とともに姿を現す！

「ひえぇっっ!?」

　尻しり餅もちをついた入柄井の目の前で、口くち髭ひげを生はやしたナイスミドルなマッチョが鍋から立ち上がった。菜な間ま尺しやく八はち郎ろうである。その頰ほおは見られる事への羞しゆう恥ちからかほんのりと赤らみ、興こう奮ふんと法ほう悦えつの脂あぶらぎった汗が満面に噴ふき出していた。全身にごわっと生えた剛毛からはひっきりなしに汁が滴り落ち、出汁の水面を叩たたいている。その様は暑苦しく淫いん靡びで、まさしく『男のエロス』を体現しているといってよかった。

「なな、何やアンタは……！　こ、この店は風ふ呂ろの残り湯を客に飲まして金取るんか……！　っていうかまさか、さっき飲んだ味み噌そ汁しるも……！」

　真っ青になって嘔おう吐と感に襲おそわれる入柄井。動転した入柄井の前に、菜間は妖あやしく腰を振りながら優雅に降り立った。

「ひ……っ！」

　入柄井は尻餅をついたまま後ずさる。菜間はそんな入柄井を遥はるか頭上から見下ろした。

「料理の心はもてなしの心。かつて飢うえた僧に身をやつして下界に現れた帝たい釈しやく天てんに、何も施す物を持たなかったウサギは自らの身を火に焼いて捧ささげようとした。この、己の生命を犠ぎ牲せいにしてまで客人に食を献上しようとする精神こそは、まさしく我々料理人一同が範はんと仰ぐべきところのものではあるまいかね、入柄井君。そう。このスープこそは、自らの身を火にかけて搾しぼり出した究極の出汁、『男おとこ汁じる』なのだよ！」

「ぅおえええぇぇぇぇ………っっっ!!」

　堪こらえきれなくなって、入柄井は胃の中の物を逆流させた。

「男汁は真の男にしか受けつけられぬ究極の出汁！　キサマのような軟弱外道の胃には収まらぬ！」

　高らかに笑う菜間。

　入柄井は厨房から客席へと逃れる。その惨みじめな姿に、そこら中から歓声が上がった。特に今はかつての常連たちが席の大半を占めている。隣となりに安い店が出来たが故に男おとこ気ぎ屋やを去ったのではなく、ただ純粋に味に満足を得る事能あたわずと見て去った硬骨の士ばかりである。彼らにとっても、料理店を営みながら料理以外でしか勝負しない入いり柄がら井いは不愉快な小悪党だった。

「真の男とは、いかなる場合にも動揺せぬ不動の心を持った者。峻しゆん険けんなる高山の空気に耐えうる者のみが、この出汁だしの味に親しむ事が出来るのだ！」

「出汁の元が毛むくじゃらの生マッチョと知ってうろたえるような小心な人間の食せる物ではないわ！」

　口々に罵ば声せいを浴びせる常連客たち。

　入柄井はひぃひぃと涙を浮かべながら、這ほう々ほうの体ていで逃げ出した。それと同時に店内で沸き起こる喝かつ采さい。

　店の外に駆け出ると、お付きの黒服の一人が待っていたように慌てて駆け寄る。

「社長！　買取に向かわせた連中から先ほど連絡がありまして、男おとこ気ぎ屋やの返済は無事に済んで抵当流れはなかったちゅう話が……」

　一気にそこまで話してから、入柄井の真っ青な顔に気づいて再び慌てる。

「社長？　社長！　どないしはりましてん！　社長！」

　慌ててもう一人の黒服を呼ぶと、二人で入柄井を担いで大急ぎで連れ帰っていった。

　そんな入柄井たちの事などまるで気にかける様よう子すもなく、男気屋は閉店までずっと猫の手も借りたいほどの賑にぎわいを続けていた。




　やがて閉店時間を過ぎた。店内の清掃や明日の仕込み、売上の確認なども全すべて終わって、男気屋にも一日ぶりに静寂が訪れた。

「この度は本当に、過分なお力添えをしていただいてありがとうございました。このご恩は一生忘れません」

　客の姿の消えた店内で、華か夢む理りは菜な間まの背中に深々と頭を下げた。

　帰ろうとしていた菜間は足を止め、振り返って笑う。

「いや、私は別に大した事はしとらんよ。この店と伝統の味を守りたいという君の熱意が客を取り戻したのだ華夢理君。君はもう、立派な男気屋の主あるじだよ」

「いえ、そんな……。菜間さんがいてくださらなければ、私一人ではあの出汁は作れませんでした」

　菜間から取った出汁なのだから当然ではある。

　菜間はフッと笑った。そして、おもむろにポケットから六尺の白木も綿めんを取り出す。

「これを、君に授けよう」

「これは……？」

「我が腰こし岡おか茶さ寮りようにおいて、一人前と認められた料理人だけに渡される下帯ふんどしだよ。これからはいつも、着衣の下にこれを締しめて仕事に励むといい」

「そんな大層な物を、私みたいな未熟者が……。受け取れません……」

　遠えん慮りよして拒む華か夢む理りの手に、菜な間まは無理やりふんどしを押しつけた。

「今日までは私が手伝ったが、これからは華夢理君、君が自分の身を絞ってお客様のために出汁だしを取っていくのだ。一料理人として。男おとこ気ぎ屋やという一国一城の主あるじとして。分かったね」

　その言葉に華夢理はハッとする。この下ふん帯どしは華夢理を一人前として認めてくれたというだけでない。これから一人でこの店を背負っていく覚悟を問われているのだ。

　華夢理は厳げん粛しゆくな顔で下帯を受け取るとうなずいた。

「はい……！」

「いい返事だ」

　菜間はにっこりとうなずくと、優しく華夢理の頭を撫なでた。

「一人では何かと辛つらい事も多いだろうが、そんな時はこの下帯を見て私の事を思い出しなさい。私はいつでも君の健けん闘とうを祈っているよ」

　それだけ言うと、菜間は店の戸を開けた。

「さらばだ。またこの地を訪れた時は寄らせてもらう。その時までしっかりとこの店を守っていてくれたまえ」

「はい。確かに！　お約束します！」

　菜間は後ろ向きのまま手を振ると、そのまま夜の闇やみへと消えていった。

　華夢理はふんどしを握り締しめたまま、いつまでも名残なごり惜しそうにその背に頭を下げていた。




　やがて華夢理の店は、「ふんどし娘が鍋なべに浸つかった残り湯を飲ませてくれる店」として、世の好事家ヘンタイたちの注目を集め、創業以来かつてない繁はん栄えいを遂げる事になる。

　だがそれはまた別の物語。今はただ、菜間尺しやく八はち郎ろうが新たなふんどし娘の開拓に成功したその手腕を讃たたえるに留とどめて、ひとまず筆を擱おく事としよう。
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ＡＣＴ．１　暗闇からの視線




「……おかげで危き惧ぐしていたよりも早く片づいたよリツコ。相変わらず君の情報網もうは信じがたいものがあるな」

　薄うす暗ぐらいショットバーの片隅で、私立探偵ヴィトラス・ファービイはマイゼルス・ヴァイセのジョッキを傾けた。

　その隣となりで、佐さ々さ木き律りつ子こはつまらなそうにアイスココアの氷を搔かき混ぜる。

「そう？　でも、第二王子と反政府ゲリラの首領の禁じられた愛疑惑ってのも結局ガセだったし、最近面おも白しろい話ってあんまりないわよね」

「リツコにとっちゃ、一国の存亡をかけた陰いん謀ぼう事件よりも男同士の恋愛話のほうが重要かい。大した余裕だよ。だが君にとっては退屈でも、俺おれにとってリツコの話はいつでもインタレスティングだ」

　ヴィトラス・ファービイはそう言って、一気にジョッキを空けた。

「とはいえ、いつもこんな殺さつ伐ばつとした仕事の話ばかりじゃつまらないってのは同意だな。出来れば今度は、二人の愛の語らいといきたいところだね」

「ん？　仕事の話？　ってファービイさん、本職はやおい同人作家か何か？」

「やおい同人？」

「いや、ボーイズ話が仕事の話って言うから」

　律りつ子この言葉に、ファービイは一いつ瞬しゆん狐きつねにつままれたような顔をしてから苦笑した。

「ふっ。かわし方の上手うまさは相変わらずだな」

　やれやれと肩を竦すくめる。

「とりあえず出るか」

　律子のグラスが空になったのを見て、ファービイは立ち上がった。律子もそれに続いて一いつ緒しよに店を出た。




　途中までファービイと律子は同じ道を歩いていたが、別れ際にふと、ファービイは思い出したように言った。

「そうだ。君の事だからわざわざ言うまでもなく知っているかもしれないが……」

「何？」

　きょとんとして聞き返す律子に向かって、ファービイは声を潜ひそめた。

「実は先日、リヒャルト・ルッベが入国したらしい」

「リヒャルト・ルッベ？　誰だれだっけ？」

　素すで聞き返す律子に、ファービイは思わず声を上げる。

「ヘイ！　まさか忘れたと言うんじゃないだろうな？　あの『南の総統様』率いる旧国民社会主義都ど々ど逸いつ労働者党の残党組織『第三帝国華か撃げき団』の元メンバーだ。リツコ自ら殲せん滅めつした戦闘団カンプフ・グルツペの隊長だった男だよ」

　律子はそう言われて少し考えていたが、やがて思い出したように大きくうなずいた。

「あー、はいはい。思い出した思い出した。南極の地下に秘密基地作ってＵＦＯ飛ばしてた奴やつらね。ミステル矢や追おい町ちようがテレビとかで、『南の総統様』はサイボーグ化して生きてる、って言うから期待してたのに、行ってみたらただの延命装置につながれた死にぞこないで幻滅だったアレね。そりゃ確かに『生体機能の一部を機械で代用』って意味じゃ正真正銘サイボーグだったけど……」

　微妙にズレた返答の律子。だがそれには構わず、ファービイは真顔で話を続けた。

「とにかく、気をつけたほうがいい。もしかしたらルッベの狙ねらいは君かもしれない」

「私？　なんで？」

「何故なぜってリツコ、あの組織が壊かい滅めつしたのは君のせいだぜ？　君のような女子高生……いや、当時は中学生か、とにかくそんな少女一人に潰つぶされたとあっちゃ、プライドだって傷ついただろうし恨みを買って当然だ。報復を企たくらむのはごく自然な心情さ」

「……なるほど。もしルッベの狙いが私だとすると」

　律子は少し考え込むように目線を落とす。

「そうだ。少し身の回りに気を……」

　忠告しかけたファービイを遮って、律りつ子こはぱぁぁっと上気した顔を上げた。

「つまり！　今回の事件のヒロインは私って事なのね？」

「は？　ヒロイン……？」

　呆あつ気けに取られた顔を浮かべたファービイの前で、律子は手を握り締しめて陶酔感たっぷりに妄言を吐いた。

「凶悪な悪の組織の元メンバーに逆さか恨うらみされ命を狙ねらわれる、美しく可か憐れんな一人の女子高生！　か弱い乙女おとめに過ぎないこの私に、忍び寄る魔まの手から逃れる事は出来るのかっ！　ああっ、なんてドラマチックな展開！」

「いや、あの、リツコ……。一応真ま面じ目めな話なんだが……分かっているのか？」

「もちろん。私はいまだかつてないほど真剣よ。ヒロインとして、今から素す敵てきな決め台詞ぜりふとか考えとかなくちゃ！」

　うきうきと浮かれる律子。

　まるで緊きん張ちよう感のないその様子をファービイはしばし戸と惑まどったように見ていたが、やがて軽い吐息混じりに笑いを漏もらした。

「……ふっ。考えてみれば確かに、奴やつらの組織をたった一人で壊かい滅めつさせたのは君だ。今更その残党一匹に狙われたくらいでうろたえないか」

　緊張感の緩ゆるい律子の態度を余裕の現れだと理解してうなずく。

「だが、追うのと追われるのでは勝手が違う。いくらリツコでも、油断は禁物だぜ」

　そう忠告すると、ファービイは律子に背を向けた。そして立ち去り際、首だけ振り返る。

「今回はかなりの大仕事だったし、俺おれももう少しこの国で休養していくつもりだ。もし何かあったら、遠えん慮りよしないでいつでも言ってくれ」

　そう言い残すと、ファービイは自分のホテルへ向かって夜道に姿を消した。

「……どうせ助けに来てもらうんだったら、三十過ぎてるファービイよりも、あぶでる様のほうが絵になるんだけどなー」

　ファービイの後姿を見送りながら、律子は「白馬の王子様に救い出される自分の図」をあれこれ妄もう想そうしていた。

　その時、律子の背後で足音がした。

「律りつちゃん？」

　振り向くと、律子の家で飼っている猫耳娘の鍋なべ島しま真ま央おだ。

「こんなとこで何してるの？　今の人、誰だれ？」

　ファービイの去っていったほうを見ながら、不思議そうに尋たずねる。

「ああ、今の？　なんか私と話がしたいっつって時々声かけてくんのよ。『君の話はとてもインタレスティングだ』とか言って。会ってお喋しやべりするだけでお小遣いくれるから、ちょくちょく相手してるんだけど」

「お小遣いって、つまり援助交際……？」

　怪け訝げんそうな目で見る真ま央お。

　律りつ子こは軽い調子で笑った。

「まあね。つっても会ってお喋しやべりするだけだけど。プチ援交ってヤツ？」

　念のため言っておくが、ファービイが律子に会うのは情報収集のためであり、渡している金は情報料だ。ただの援助交際だと思っているのは律子の主観だけである。

　だが、そんな事は知らない真央は、律子の話を真まに受けて憐あわれむような顔をした。

「ふーん。お金出さないと喋しやべり相手もいないなんて、なんか寂しいおじさんだね……」

「そうね。そして、お金で喋り相手が買えてしまうって世の中ってのも、寂しいものかもしれないわね……」

　律子は真央と一いつ緒しよに深刻ぶった吐息を漏もらした。

　それからふと気がついて、真央に言う。

「それより真央ちゃん、アンタこそこんな時間にこんなとこで何してんのよ？」

「え？」

　真央はちょっと気まずそうに視線を逸そらした。

「私はちょっと集会に……」

　ちなみに集会といっても猫の集会である。この辺り一帯が全すべてナワバリの真央としては、近きん隣りんの猫たちの様よう子すを知っておく事は欠かせない義務なのだ。もちろん、人としての暮らしに戻った今となってはナワバリの維持や他ほかの猫の動向など気にかける必要は微み塵じんもないのだが。

　真央の手に何か握られているのを見て、律子は顔をしかめた。

「ちょっと真央ちゃん、アンタまたスズメとか捕まえたりしてたわね？」

「え？　あっ、こっ、これは……っ」

　慌てて手に持ったドバトの死し骸がいを隠す真央。

　律子はそれを見ながら呆あきれたように言う。

「全く。前に近所のインコに悪戯いたずらして怒られたの、もう忘れたの？」

「だっ、だから今日はちゃんと、人の飼ってる鳥じゃなくて野生のハトを狙ねらったんじゃないっ。言っとくけど難しいんだからね、鳥捕まえるのって！」

「威張る事じゃないでしょーが」

「だって……動いてる物見たら反射的に体が……」

　膨ふくれっ面つらになりながら、真央はつまらなそうに指先の爪つめを出し入れした。元々が猫の体だった真央は、今も相変わらず肉食動物としての本能の支配下にあるのである。

「ホントにもー。世間から白い目で見られるような行動は慎みなさいよね。最近近所の空き地で見つかった猫の死体もアンタの仕業じゃないかって、おばさん連中の間で噂うわさが立ってるんだし」

「ねっ、猫同士の喧けん嘩かの時は殺したりなんてしてないもんっ」

「……猫『同士』って、アンタ一応人間でしょうが」

　律りつ子この突っ込みは無視して真ま央おは反論を続ける。

「大体白い目で見られる行動って、律りつちゃんだって寂しいおじさん騙だましてお小遣いもらったりしてるくせに……」

「私は生まれてこのかた、ご近所で悪い噂うわさ立てられた事なんてないわよ。それどころか礼れい儀ぎ正しい明るい子って評判だし」

「礼儀正しい……？」

「そうよ。真央ちゃんも見習いなさい」

「律ちゃん、私にも噓うそつきになれって言うの？」

「誰だれが噓つきだ誰が！」

　ゴンっと一発真央の頭をど突いてから、律子は真央の襟えり首くびを引っつかんだ。

「とにかく、未成年の女の子が塾もないのにこんな時間に外ほっつき歩いてんじゃないの。なんかさっき聞いた話だと、私を狙ねらって殺し屋が来日してるらしいし。アンタも一応気をつけとかなくちゃ駄だ目めよ」

　そう言うと、まだ言い返す真央を強引に引きずるようにして家へと向かった。

　その背後をそっと追つけてくる人物の存在には、大声でやり合う二人は気づかなかった。




ＡＣＴ．２　過去からの復讐者




「リツコ・ササキ……」

　都内のマンションの一室。

　リヒャルト・ルッベは、組み立てたばかりの拳けん銃じゆうの動きを確認しながら、一人きりの部屋で呟つぶやいた。今回のターゲットの名前だ。

　実は、最初この依頼は断るつもりだった。組織が潰つぶされて、フリーの殺し屋稼か業ぎように身を転じて五年。当時すでに四十代半ばだったから、五十の大台もすぐ目の前だ。寄る年波に加えて不健康な暮らしが重なり、肉体的にはとっくにピークを過ぎている。取り返しのつかないヘマをやらかす前に、今の仕事から足を洗おう。最近はそう考えはじめていた。これまでに貯ためた金で、場末に小さな小料理屋でも開こう。そして、慎ましく平へい穏おんな生活を送ろう。今は亡きロレッタも、生前ずっとそんな暮らしを望んでいた。

　だが依頼人からターゲットの名前を聞いた瞬しゆん間かん、ルッベの気持ちは変わった。

　佐さ々さ木き律子。

　この四年間、その名前を一度も忘れた事はない。忘れたくても、この世界にいれば、嫌いやでも耳にする。謎なぞの情報屋。フリーの国際テロリスト。肩書きは様々だが、いつも聞こえてくるのは彼女の信じがたい成功と恐るべき能力。そして彼女の名前を一いち躍やく伝説にまで押し上げた、五年前の『第三帝国華か撃げき団』壊かい滅めつのエピソードだ。

「クソが……」

　これまで散々聞かされてきた律りつ子この偉業と、必ずセットで語られる自分たちの無ぶ様ざまな敗北。

　思い出して、ルッベは屈辱に苛いら立だつように顔を歪ゆがめた。

　世間では律子を高く評価する反面、ルッベたち『第三帝国華撃団』の評判は著しく貶おとしめられている。いわく、所しよ詮せん数の多さで優越していただけで、実際には腰抜けの集団だったのではないのか。事実、まるで無名だった少女一人の手によって、いとも簡かん単たんに壊滅に至ったではないか。結局は張子の虎とらに過ぎない旧世代の遺物だったのだ……云うん々ぬん。

　……何も知らない野郎が好き勝手言うんじゃあない。

　ルッベたちは、来きたるべき第三帝国復ふつ興こうの戦いに備えて、常に厳きびしい鍛たん錬れんを怠おこたらなかった。強くなるため、己を磨くためだけに全すべての精神を費やした。ルッベ率いる戦闘団カンプフ・グルツペは、肉体と技術を最高度に鍛きたえ抜かれ、総統閣下の理想の実現のためには死をも恐れぬ強きよう靱じんな精神を備えた、誇り高き最強の兵士たちだった。ルッベの飼っていた子猫に至るまで規律は厳げん格かくに浸透し、今世間が笑いものにしているような弱じやく卒そつなど一人もいなかった。

　そっと、右の頰ほおに触れる。

　鏡かがみに映ったその顔には、生々しい傷あとが残っている。

　この傷をつけたのは律子だ。見る度に、自分が律子に負けた事を否いやでも思い出す。

　そして、敗北よりももっと屈辱的な事実……律子に対して『恐怖感』を抱いてしまった事実も。

　あの瞬しゆん間かん、誇り高き兵士であったルッベは、腰抜けの負け犬へと転落してしまった。以来ルッベはずっと、この忌いまわしい敗北の証あかしを顔に刻んだまま生きてきた。組織が消滅して殺し屋稼か業ぎように身を転じてからも、鏡を見る度に拭ぬぐいきれない屈辱感が襲おそった。憎しみの情は時の経過に風化するどころか、かえって日毎に強まった。

　かつて自分たちを打ち負かした律子を、今度は自分が打ち負かす。それ以外に、負け犬としての人生から解放される道はなかった。屈辱を拭い去り、誇り高い自分に戻るためには他ほかに道はなかった。仲間の名誉を回復し、腰抜け集団などではない事を示すためにも、自らの手で堂々と葬る必要があった。今の仕事から引退する前に、どうしても決着をつけておかなくてはならない事だった。

　そしてルッベは、この仕事を引き受けた。引き受けるに当たって、依頼人の素す性じようも、消す理由も尋たずねず、それどころか報ほう酬しゆう額の交渉さえしなかった。厳格で堅実な交渉を旨むねとしてきたこれまでのルッベからは、考えられない事だった。

　鞄かばんからデジタルカメラを取り出すと、ルッベはさっき撮ってきた写真を見る。あれから四年。肉体的にも成長し、以前より更に手ごわい相手になっているだろう。

「最後の仕事を飾るにゃ、ちょうどいい相手だ……」

　ルッベは一人小さく呟つぶやくと、唇の端を歪ゆがめるように笑った。弾倉に弾丸を込める指先が微かすかに震ふるえたのは、武む者しや震ぶるいなのか恐れからなのか、ルッベ自身にもよく分からなかった。




ＡＣＴ．３　見えない言葉




「律りつ子こさん、なんだか今日は元気ないですね。どうしたんですか？」

　翌日、学校から帰宅する道中。

　律子は友人の桂かつらたまに聞かれて、ため息混じりにうなずいた。

「そ～なのよ。実はねー、ちょっと厄やつ介かいな事に巻き込まれちゃって寝不足気味なの」

「厄介事ですか？」

「うん、実はね。なんか私、殺し屋さんに命を狙ねらわれてるらしいの。それで……」

　その律子の言葉に、たまは素すっ頓とん狂きようなリアクションを返す。

「ここっ、殺し屋さんっっ!?　ほっ、本当なんですかっっ!?」

「一応信頼できる人間からの情報だから、本当なんじゃない？」

「そ、それで一晩中警けい戒かいしてて眠れなかったんですか」

「いや、っていうかさ、せっかく今回のヒロインは私って感じだし、なんか決め台詞ぜりふとか考えようと思ったんだけど、なかなかいいのが浮かばなくてさー」

　律子は珍しく疲れきった顔で頭を搔かいた。

「シリアスな台詞って苦手なのよね私」

「は、はぁ……」

　ズレた回答の律子に、一いつ瞬しゆんなんと答えていいか困るたま。

　だがしかし、たまは気を取り直すと、律子の態度にもめげずひたむきに心配を続けた。

「そっ、それで律子さん、警察に連絡は……？」

「いや、警察に言ったって実際に事件が起きるまでは軽々しく動き取れないし、言ってもしょうがないんじゃないかなー。現時点じゃはっきりした証拠があるわけじゃないし。言っても警察の人困るわよ多た分ぶん」

「でっ、でもっ、それじゃあもし襲おそわれたらどうするんですか？」

「ああ、うん。私も一応か弱い乙女おとめだし、その時はとりあえずさらわれてみようかなって思ってんだけど」

「か弱い……？」

　たまは思わずきょとんとして聞き返す。

「うん。か弱い」

　自分を指差しながら律りつ子こはうなずいた。そして何事もなかったかのように話を続ける。

「んで、どっかに監かん禁きんされた私は白馬に乗った王子様が助け出しにきてくれるのを待って、ラストは救い出してくれた王子様とめでたく二人で結婚してハッピーエンド！って筋書きかなー、と……」

　律子はそう言うと、たまを振り返った。

「どう思う？」

「え、え～っと……」

　困った笑いを浮かべながら、たまは一いつ生しよう懸けん命めい言葉を探す。

「えっと、王子様っていうのは……」

「ん？　あぶでる様」

　即答する律子。

「それでね、その殺し屋さんが潜せん伏ぶくしてるホテルの場所は今日明日中にも摑つかめると思うから、そしたらたまちゃんにも教えておくわ。さらわれたら連絡するから、上手うまい事言ってあぶでる様連れ出して助けにきてくれる？」

「はっ、はい。それはもちろん！　っていうかあの、さらわれちゃったらどうやって連絡する気ですか……？」

「携帯で連絡入れたらすむじゃん」

「でも、電話なんてさせてもらえる状況じゃないんじゃ……」

「あー、それは大丈夫。電話する時はちゃんと殺し屋さんは縛しばって転がしとくから」

「は、はぁ……」

　たまは混乱した頭で尋たずねた。

「えっと……、殺し屋さんを縛って転がしておけるんだったら、そのまま逃げてきちゃダメなんですか？」

「か弱い乙女おとめが自力で脱出してどーすんの！　こういうイベントはね、男が命をかけてまで救出しにきてくれるってのがいいんじゃないの。『私のためなら命でも捨てる男』の存在によって満たされる虚栄心の充足こそが大事なの！　ちったぁ乙女心ってものを理解しなさいっ！」

「すっ、すみません……」

　怒られて、恐きよう縮しゆくしたように頭を下げるたま。

　やがて二人は分かれ道に差しかかって別れた。

　そこへ、白いキャデラックが走ってきた。律子の真横につけると、ウィンドウを下ろす。

「やあ、リツコ」

　純白の車体ボデイを軽く叩たたきながら顔を出したのは、リチャード・ジェームスのスーツに身を包んだ私立探偵ヴィトラス・ファービイ。

「あ、ファービイさん。ちわっす」

　律りつ子こは軽く手を上げて挨あい拶さつする。

　ファービイは、たまが立ち去った方角を親指で示しながら言った。

「今の子は誰だれだい？　迷子か何か？」

「ん？　一つ下の後こう輩はいで友達のたまちゃんって子」

「友達？　あれが？」

　意外そうな声で驚おどろくファービイ。

「世界中が恐れるリツコ・ササキが、あんな可愛かわいらしいお子様と友人だとは。こいつはたまげたね。何か珍しい能力でもあるのかい？」

「ん～、珍しいっていうか、一応彼女人間じゃないしね。私も以前あの子のせいで死にかけたりしたし」

　ファービイはそれを聞くと、思わず座席から腰を浮かした。

「何だって？　リツコが死にかけた!?　バカな！　あり得ない！」

　青ざめた顔で、たまの去ったほうを振り返る。

「その話は本当なのか？　一体何者だ……？」

　そんなファービイの事は無視して、律子は尋たずねる。

「んで、例のルッベとかいう殺し屋さんの事だけど」

「あ、ああ。そうだ。その事で来たんだった。あまりに意外な話を聞かされて、忘れるところだった」

「あれからなんか摑つかめた？」

「ああ。今朝けさ電話をもらってから、たった半日で突き止められたよ。ここが奴やつの潜せん伏ぷく先だ」

　ファービイはそう言うと、所在地に印を付けた地図と、何枚かの写真を手渡した。

　それを見ながら律子は感心したようにうなずく。

「さすが本職ねー。仕事早いわ」

「いや、驚くのはこっちのほうさ。事前にリツコがくれた情報で、ほとんど特定出来たも同然だったからね。俺おれはただ、その情報を自分の目で確認してきただけさ」

　ファービイはそう笑ってから、目に真剣な光を宿して聞いた。

「で、どうする？　奴の狙ねらいが君だという裏も取れた以上、向こうが手を出してくるのをのんびりと待つ理由はない。先手を打って、今から奇き襲しゆうをかけるかい？　手伝うぜ」

　スーツをめくって、ホルスターに下げたニューナンブをチラリと見せる。

　だが、律子は小さく首を振った。

「気持ちはありがたいけど、今はまだこっちから動く気はないの。ちょっと考えがあって」

「考え？」

「ええ」

　ファービイは律子の考えを探るようにしばらくじっと見つめていたが、やがて小さな吐息とともにうなずいた。

「……まあ、これはリツコの問題だ。君の判断に任せよう」

「ありがとう。それで、もう一つお願いしてもいいかしら？」

「なんだい？」

「今から、日につ光こう江え戸ど村むらかどこかに行って、白馬を一頭調達してきてほしいの」

「白馬？」

　意外そうな声を出すファービイに、律りつ子こはあくまで冷静にうなずく。

「ええ。そして、ルッベの潜せん伏ぷく先の地図と一いつ緒しよに、あぶでる様って人に渡して。賀か茂もくんって子の家にいるわ」

　手帳に住所と簡単な地図を書くと、そのページを破って手渡す。

「でね、私は一応ルッベにさらわれてみようと思ってるの。頃ころ合あいを見て連絡するから、そしたら救出に来てくれるように、あぶでる様に伝えてくれる？」

「救出って、相手はたった一人だろう？　なのに自力で脱出は不可能だと？　そもそも何故なぜさらわれる必要が……？」

　ファービイは不思議そうにそう言ってから、真剣な目になって尋たずねた。

「……何か、新たな背後関係でも嗅かぎつけたのか？　内部に潜入して様よう子すを窺うかがうつもりなら、一人で無む茶ちやをせずきちんと作戦を……」

「あ、いや、そういうんじゃなくて」

「じゃあ、一体？」

　心配そうなファービイに、律子は思わせぶりに目を伏せた。

「まあ、こっちにも色々と事情ってものがあるの」

「………そうか。まあ、話せない事は無理に詮せん索さくしないのが、この世界のマナーだ。いいだろう。分かった」

　ファービイはうなずくと、律子に渡されたメモを胸のポケットにしまい込んだ。

「とにかく、白馬の調達と伝言だな。オーケー。任せておいてくれ」

「タダで手伝ってもらっちゃって悪いわね」

「なに、気にする事はないさ。こっちだっていつも世話になってる。それに、レディのために働くのは紳士の義務だよ」

　ファービイはそう言ってキザに笑うと、シートに座り直した。

「報ほう酬しゆうはまた晩飯でも付き合ってくれればそれでいいさ。それじゃ、また会おう」

　エンジン音を高らかに響ひびかせて走り去るファービイ。

　律子は手を振ってそれを見送る。

　それから、真顔になって呟つぶやいた。

「……ただ問題は、あぶでる様が私のために助けにきてくれるかどうかってとこなのよね。何かいい餌えさないかしら……」

　そう言って、ポケットから封筒を取り出してため息をついた。

「ヒカ碁ごオンリーイベントのサークルチケットじゃ、いくらなんでも無理っぽいわよね……」

　男だん色しよくには激しく難色を示すアブデルの様よう子すを思い出して、律りつ子こは首を振る。

「……ホモとやおいは別物なんだけどなぁ……」

　とりあえずアブデルの趣しゆ味みに合わせて『ちびけっと』のチケットでも入手しておこうか、などと考えながら、律子は自宅へ帰っていった。




ＡＣＴ．４　狩る者と狩られる者と




　ちょうどその数十分ほど前。

　真ま央おは近くの公園で日ひ向なたぼっこをしていた。一応律子たちと同じ学校に編入しているが、退屈なので昼で抜け出してきたのである。基本的に机でじっとしているのは苦手なのだ。

　ベンチに座ってふと見ると、スズメが数羽集まって地面を突ついている。どうやらお菓子でも散らばっているらしい。

　しばらく見ていた真央は、自分の中で狩猟本能がいたく刺激されるのを覚えた。思わず右手の指からにゅっと鉤かぎ爪つめが伸びる。

　それからハッと我に返って、自分の顔を叩たたいた。

「ダメダメっ！　昨日の夜も律りつちゃんに怒られたばっかりじゃない！　なのにこんな真っ昼間から、ご近所の変な噂うわさになるような真似まね……」

　ただでさえ、近所の猫たちとナワバリ争いなどをやって奇異の目で見られているのだ。これ以上、律子の家に迷惑をかけるわけにはいかない。もともと何のつながりもない自分を家に引き取り、戸こ籍せきと住民票を取ってくれ、更に学校へまで通わせてくれている恩人の家に、迷惑ばかりかけてはいられない。

　そう自分に言い聞かせると、真央は自分を落ち着かせるようにゆっくりと深呼吸した。

　そして、チラッと横目でスズメたちのほうを見る。

　相変わらず、さっき同様無防備に地面を突っついている。

　真央は思わず、ごくり……と唾つばを飲み込んだ。捕まえてみたくて、手がうずうずしている。頭ではダメだと分かっていても、体が言う事を聞いてくれそうにない。

「……まあ、ドバトと違ってスズメなら焼き鳥屋さんのメニューにもあるし、いいよねきっと……。律ちゃん家の家計も浮くし……」

　そうやって自分に言い訳すると、真央は夢遊病のようにゆっくりと立ち上がった。そして狙ねらいをつけたスズメの風下に回り、刺激しないようそっと距離を詰める。

　……あと一歩。

　確実に捕まえられる自信がある距離まで、あとちょっとに迫った時、突然真ま央おの目の前に人影が立ちはだかった。その人物に驚おどろいて、スズメたちは一斉に飛び立つ。

「なっ？　だっ、誰だれよ？」

　邪じや魔まをされてムッとしながら見上げる真央。

　現れた人影はその問いには答えず、いきなり真央の右腕を摑つかんだ。

「リツコの同居人だな？」

　低い声でそう尋たずねる。日本語を喋しやべっているが、日本人ではない。金髪に青い瞳ひとみ、彫りの深い顔立ちで、右頰ほおに大きな古傷があった。

「お、おじさん誰よ……？」

　気け圧おされながらも、精一杯の虚勢を張る真央。

　だが、男はやはり答えず、いきなり真央の鼻と口をハンカチで押さえた。何かの薬品臭がする。真央は吸い込まないように息を止めたまま、必死で男の手を振り解ほどこうともがいたが、まるで律子に押さえつけられたかのようにびくともしない。しっかりと口を押さえられているため、声を上げる事もままならない。

　やがて、これ以上呼吸を止めていられなくなって、真央は大きく息を吸い込んだ。その瞬しゆん間かん、浮遊感を伴う衝しよう撃げきが後頭部へ抜けて、真央はクラっと崩れるように意識を失った。




ＡＣＴ．５　東洋の白い魔女




　再び目を覚ますと、真央は車の後部座席に転がされていた。まだ車は走行中らしい。

　口には声を出せないようにガムテープが貼はられ、手と足はそれぞれ手て錠じようがかけられていた。

　……誘拐された？

　理由はさっぱり不明だが、とにかくさらわれた事は間違いない。

　真央はもぞもぞと姿勢を起こしながら、今後の状況について頭を巡めぐらせた。

　以前律子の部屋で何冊か読んだ小説のパターンだと、さらわれたヒロインは決まって次の場面では××られて××られて××れちゃって、そのあとで男のほうが改心して許しを求めてきて、誘拐しちゃったのはあくまで好きな気持ちが暴走しただけという事が分かって、ヒロインのほうもその男を実は憎からず思っていた本心に気づいて、そして最後は何故なぜか二人はラブラブになって無理やりハッピーエンド……。

　……って事は私、このままいくとあのおじさんと結婚!?

　サーっと顔から血の気が引く。

　冗談じゃない。一体いくつ年ねん齢れいが離れていると思っているのだ。

　真央は、なんとか足だけでも自由にならないかともがいた。

　その時、車が急停車した。勢いでバランスを崩す真ま央お。

　男は車を降りて後部座席のドアを開けると、冷たい声で言った。

「降りろ」

　降りろと言われても、両手両足を手て錠じようで拘こう束そくされているのに降りられるわけがない。

　真央がぐずぐずしているのを見ると、真央を担ぎ上げようと手を伸ばした。反射的に抵抗して暴れる真央。

　その弾みで、帽子が頭から脱ぬげそうになる。

　ハッとした時にはもう遅かった。真央の頭から帽子は落ち、猫の耳が剝むき出しになった。

「………！」

　一いつ瞬しゆん男の動きが止まり、驚おどろいた視線が真央の頭部に注がれる。

　……見られた。

　真央は思わず目を閉じた。昔のようにまた化け物扱いされて気味悪がられるかと思って、泣きそうになる。

　だが男は物珍しそうに手を伸ばすと、真央の耳の裏を指先で搔かいた。

「……この耳、本物なのか」

　信じられないといった声で呟つぶやく。

　口にガムテープを貼はられた真央は、無言でうなずく。
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「以前、総統閣下の命令で不ふ審しん船を派遣して持ち帰った物資の中に、似たような姿の絵があった事は記き憶おくしているが……まさか実在したとは……」

　男は感嘆の吐息を漏もらしながらそう言うと、帽子を拾ってそっと真ま央おの頭に乗せた。

　そして真央を担ぐと低い声で囁ささやいた。

「おとなしくしてくれ。言う事を聞けば、手荒な真似まねはしない」

　その声に不思議な穏おだやかさを感じて、真央は拍子抜けしたように暴れるのをやめた。

　男は真央を担いで人ひと気けのないマンションに入ると、エレベーターで八階まで上がった。そして、八〇一号室のドアの前で立ち止まり、鍵かぎを開けると中へ入った。

　部屋に上がると、ソファの上に真央を横たえてから、ざっと室内の様よう子すを点検して回る。それから再び真央の前に戻ってきて、口のガムテープに手を当てた。

「今からこいつを取るが、騒さわぐなよ。どうせ防音加工された部屋だから騒いだところで外へは漏れないが、俺おれはやかましいのが苦手でな。分かったか？」

　真央に確認する。

　真央は無言でコクコクと二回うなずいた。

「よし、いい子だ」

　男は軽く微笑すると、そっとガムテープをはがした。

　それと同時に大声でまくしたてる真央。

「なんなのよおじさん一体っ！　こんなとこにさらってきてどうするつもりっ!?　言っとくけど、好きな気持ちが抑えきれなくなったんだろうとなんだろうと、無理やり変な事したら絶対訴えるからね！　らぶらぶエンディングなんてお話の中だけなんだからっっ！」

　男は耳をふさいで顔をしかめていたが、真央の言葉が途と切ぎれると、はがしたテープを見つめて呟つぶやいた。

「やっぱりもう一度貼はっておくか」

　それを聞いて、慌てて真央は弁解する。

「あっ、いっ、今のは冗じよう談だんっ！　冗談だってばっ！　ちゃんと静かにするからっ！」

「その声がうるさいんだがな……」

　男は呆あきれたように首を振ったが、手に持ったガムテープはゴミ箱へ捨てた。

　それを見て、真央はホッと安あん堵どする。

　男は真央の前に座ると、静かに口を開いた。

「いきなりさらったりして悪かった。だが、お前に危害を加えるつもりはない。ちょっとだけ、頼まれ事をしてほしいだけなんだ」

「頼まれ事？」

「ああ。……お前、携帯電話は持っているか？」

「え？　ううん」

「そうか。じゃあ、ここの電話でいい。これを使って、リツコ・ササキを呼び出してほしい」

「律りつちゃんを？　なんで？」

「彼女に用がある」

「用って何の？」

「それを言う必要はない」

「…………」

　真ま央おはちょっと考えるように男の顔を見ていたが、ふと思い出して言った。

「もしかしておじさん、律ちゃんを狙ねらってる殺し屋さん……？」

　それを聞いた男の顔に、一いつ瞬しゆん驚おどろきが浮かんだ。

「何故なぜ知ってる……？」

「昨日の晩、律ちゃんが言ってたから。殺し屋さんに狙われてるから私も一応気をつけろって」

「そうか。そういえば、あの女はもともと情報屋が本職だったな。情報が早いのは当たり前か」

　男は苦々しい顔で、独り言のように呟つぶやいた。

「……すでにこっちの動きを知っているのなら、下手へたにとぼけて誘い出してもバレて裏目に出る危険が高いな。それよりいっそ、人質を取ったと正直に話して呼び出すほうが無難か……？」

　ちょっと考えてから、真央の前に電話機を置くと、受話器を外して真央の肩に置く。

「手で持たなくても、こうやって肩と首で挟んで喋しやべれるな？」

「い、一応」

「よし。じゃあ、今からリツコに電話して、誘拐されたと伝えろ。そして、人質を返す条件は誰だれにも言わずリツコ一人で迎えにくること、約束を破ったらリツコではなくお前が代わりに殺される事になると言え。分かったか？」

「そ、そんないっぺんに言われたって分かんないよ……」

「まあいい。とにかく電話をかけろ。言うべき事はその都度俺おれが指示する」

　男はそう言うと、真央に聞きながら律りつ子この携帯の番号をプッシュした。

　しばらくコール音が鳴ってから、律子が出る。

「あ、もしもし律ちゃん？　私。真央だけど」

「ん？　真央ちゃん？　電話なんかかけてきてどしたの？」

「あの、実はね、私、誘拐されちゃって……」

「えっ？　ちょ、ちょっと、真央ちゃん？　誘拐ってちょっと、マジで？」

　律子は電話口の向こうで珍しく取り乱した声を出した。

「それでその、誘拐って誰に？　まさか……」

「うん。律りつちゃんを狙ねらってる殺し屋さん……」

　真ま央おがそう答えると、一いつ瞬しゆんの間をおいて律りつ子こは大声を上げた。

「なあぁぁぁぁっ！　なんで真央ちゃんがさらわれてんのよっっ！　さらわれるのは、狙われてる私の役でしょおっっ!?　飼い猫の分際で勝手に美味おいしいとこ持ってくんじゃないっ、このドロボー猫っっっ！」

　律子の反応に戸と惑まどう真央。

「え？　あ、あの、律ちゃん……？」

「いい？　よく聞きなさいバカ猫娘！　今回のヒロインは私！　って事は、さらわれるのは私の役なの！　それで白馬に乗ったあぶでる様に助けにきてもらってめでたく二人は結ばれるはずだったのに、何アンタが邪じや魔ましてんのよっ！」

「ちょっ、ちょっと律ちゃん！　ふざけないでっ！　私、ホントに誘拐されて、今も手て錠じようとかはめられてるんだよっ！」

「私だって、わざわざ今回のために江え戸ど村むらまで白馬の借り出しに友達パシらせちゃったのよ！　なのに完かん璧ぺき無む駄だ足あしじゃん。どーしてくれんのよ？」

　隣となりで聞いていた男が、業ごうを煮にやしたように電話を代わった。

「リツコ・ササキか？」

　声が変わったのに気づいて、律子は口調を改めた。

「……リヒャルト・ルッベね」

「憶おぼえててくれたのか。光栄だな」

　男──リヒャルト・ルッベは電話口で不敵に笑う。

　が、しかし律子は即座に否定した。

「いや、ごめん。昨日人から聞かされるまで、完璧忘れてた」

「な……！」

「それよりルッベ、アンタ一体どういうつもり？　狙いは私でしょ？　なのに、なに無関係な真央ちゃんなんかに手ぇ出してんのよ？　アンタにプロとしての美学っちゅーもんはないの？　アンタが私じゃなくて真央ちゃんさらったおかげで、こっちは予定狂って大迷惑よ！　人がせっかく一いつ生しよう懸けん命めい考えた、救い出された時の決め台詞ぜりふまで無駄にしてくれて。どう責任取ってくれんの？　あぁ？」

「い、いや、責任と言われても……」

　ルッベは困った調子で言いかけてから、相手のペースに飲まれている事に気づいて軽く咳せき払ばらいをした。

「……そんな事より！　聞いてのとおり、彼女は今、俺おれの手元にいる」

「うん。それはもう本人から聞いたって」

「無事に帰してほしかったら、今晩十時に一人で来い。場所は……」

「えー？　今晩？　悪いけど今夜見たいドラマがあるからさー」

「なっ？　ふざけるな！　彼女が痛い目を見てもいいのか」

「あー、どうぞ。ガンガンやっちゃって。その子、厳きびしくしないと全然言うこと聞かないから。人の晴れ舞台を平気で奪うような泥どろ棒ぼう猫は、ビシバシお仕置きしてやってちょうだい」

「ほっ、本気か貴様！　仮にも同居人だろう！　それを平気で見殺しに……」

　大声を上げたルッベを無視して、律りつ子こは一方的に電話を切った。

「……切りやがった！　なんて奴やつだ！」

　信じられないといった表情で舌打ちすると、ルッベは荒々しく受話器を置いた。

　真ま央おが不安そうな顔で尋たずねる。

「律りつちゃん、何て……？」

　ルッベは椅い子すにどっかりと座り込むと、呆あきれたように答えた。

「今夜は見たいドラマがあるから来たくないそうだ」

「えっ？　噓うそっ！　ホントにそんな事？　私よりドラマのほうが大事なの？　信じられない！　サイテー！」

　憤いきどおる真央を横目で眺めながら、ルッベは吐き捨てるように言った。

「……まあ、誰だれしも自分の身が一番大事なもんだ。敵の待ち構えてる所へのこのこ出かけていくより、人質なんか見捨ててじっとしてるほうが賢かしこいか……」

「ん……、そりゃ……そうだね……」

　真央はちょっと言葉を切ってうつむく。

　ルッベはそんな真央の様よう子すを見て、ちょっと言いすぎたかと気遣わしげな顔を浮かべた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、空気を変えるように口を開く。

「ところでお前……そういやまだ名前を聞いてなかったが……リツコとはどういう関係なんだ？」

「私？　名前は鍋なべ島しま真央。律ちゃんのお家うちで面めん倒どうみてもらってるの」

「マオ？　毛沢東主義マオイズムのマオか？　なかなかに『革命的』な名前だな。共産主義は俺おれたちには敵だが」

　ルッベは真央にはよく分からない冗じよう談だんを言って笑った。

「リツコの家で面倒をみてもらってるって、お前、家族は？」

「いないよ。二人とも死んじゃったし……、それに私も本当は死んだ事になってるはずだし……」

「死んだ事になってる？」

「うん……。でも、言っても信じないからいい」

　真央はうつむいて首を振った。

　ルッベは重ねて尋ねる。

「両親は、やっぱり耳は猫だったのか？」

「ううん。普通の人間だよ。私も元々そうだったけど……」

「何故なぜリツコの家に……？」

「それはたまたま知り合って……それで私、一人ぼっちで行く場所もないし、浮浪者みたいな生活してたから、それで律りつちゃん、よかったら自分が面めん倒どうみてあげるって……。戸こ籍せきとか住民票とか学校とか、そういう手続きもみんなやってくれて……」

「あのリツコが、そんなエセ人道主義者ヒユーマニストみたいな真似まねをするとはな」

　フンと鼻を鳴らしたルッベに、真ま央おはムキになって反論する。

「律ちゃん困った人だけど、ホントはすごく優しい人なんだよ！」

「優しい人？」

　ルッベは思わず吹き出した。

「一いつ緒しよに暮らしている人間にさえ本当の素顔を知られていないとは、大したもんだ」

「素顔……？」

「ああ。言っとくが、俺おれたちの世界じゃ『東洋の白い魔ま女じよ』リツコ・ササキの名前を知らない奴やつはモグリだ。この世界に足を踏み入れた人間が一番最初に教わる事が何だか知ってるか？」

「ううん。何……？」

　ルッベは笑うのをやめ、真剣な顔になると、人差し指を立てた。

「『長生きしたければリツコ・ササキには手を出すな』だ」

「え……？　それってどういう……」

　言葉の意味が飲み込めていない顔の真央。

　ルッベは椅い子すに座り直すと語り出した。

「……今から五年前。南極の地下を本拠地とする『第三帝国華か撃げき団』という秘密結社があった。サイボーグ化して半永久的な生命を得た偉大な指し導どう者の下、整然と整えられた組織は、その正確で規律正しい行動と何ものをも恐れない鋼はがねの心で、全世界に隠然たる力を誇っていた。優れた才能が集まり、科学力でも軍事力でも世界最強の名にふさわしかった。アメリカの農場へＵＦＯを飛ばして牛の血を抜いてみたり、コミケの時期には日本へ不ふ審しん船を派遣したりと、やれない事は何もなかった。海上警けい備びも制空権も、その組織の前には無ないも同然だった。どの国の警察も軍隊もその力を恐れ、表立って事を構える奴はいなかった。ところが……」

　ルッベはちょっと遠い目になった。

「……ある日、その組織の事を探ってる奴がいるという噂うわさが流れた。探っているのは極東の名もない一少女。初めは誰だれも警戒などしていなかった。好奇心に駆られた素人しろうとの少女が調べられる事なんて限界があるだろうとタカをくくっていたし、万が一マズい事を知られても、消してしまうのは容易だと思っていた。だが、現実はことごとく予想を裏切った。その少女は自らの異常な行動力と謎なぞの情報網もうを駆使して、ＣＩＡでさえ摑つかめなかった組織内部の極秘情報を次々と入手していった。彼女を消すために派遣された暗殺班は全すべて返り討ちにあった。慌てた組織は各国の支部ごとに戦せん闘とう団を編成し、彼女が潜せん入にゆうしてきたら総力をあげて迎げい撃げきすべく態勢を整えた。たった一人の少女を消すためだけに何万もの人員が投入された。だが……」

　少し言葉を切り、ルッベは軽く息をついた。

「……彼女は死ななかった。組織の戦闘団は次々と撃破されていった。生き残った幹部たちは責任を取らされ消えていった。組織はボロボロに弱体化し、その隙すきを狙ねらって各国の警けい察さつ組織が動いた。弱体化に加えてあらかじめほとんどの情報が彼女を通じて流れていた事もあって、組織は一気に壊かい滅めつした。たった一人の無名の少女によって、当時最大勢力を誇った一つの組織が潰つぶされたんだ」

「その少女が、律りつちゃん……？」

　真ま央おはごくりと唾つばを飲む。

　ルッベは無言でうなずいた。

「……それ以降も、彼女の活動を煙たがって消そうとした奴やつらは何度か現れた。だが、結果は全て同じ。ことごとく返り討ちだ。今じゃどの国の政府もどこの組織も、彼女と敵対しようと考える奴やつはいないし、外部の人間に頼んで消そうにも、彼女を殺す依頼を受ける奴なんていやしない」

「じゃ、おじさんは何で……」

「俺おれか」

　ルッベは少し黙だまっていたが、やがてポツリと呟つぶやいた。

「……俺は四年前、第三帝国華か撃げき団の幹部だったんだ」

「第三帝国華撃団って、律ちゃんに潰された……？」

「そうだ。そして、リツコと最後に戦った戦闘団カンプフ・グルツペの指揮官ライテルだった」

「じゃ、それの復ふく讐しゆう……？」

「復讐……か。少し違うな……」

　ルッベは遠くを眺めて呟くように言うと、右頰ほおの傷あとに触れた。

「俺はあの時、相手を圧倒的に上回る装備と兵力で戦いながら、惨めな敗北を喫した。そして組織は崩壊し、俺はその日暮しの殺し屋稼か業ぎように落ちぶれた。このままじゃ俺は、一生負け犬の烙らく印いんを背負って生きなきゃならない。プライドをずたずたにされたまま、敗北者として生きる辛つらさが分かるか？」

　言いながら、少し語気が荒くなる。

「何かをやろうとすると必ず、昔の敗北の記き憶おくが甦よみがえってきて気持ちが怖おじ気けづく。毎晩必ず、過去の屈辱が思い出されてロクに熟じゆく睡すいできやしない。いつでもどこでもビクビクと臆おく病びような不安がつきまとい、何をしてても確固たる自信なんて持てやしない。一生、過去の幻影に怯おびえながら小さくなって生きていく。それが負け犬って事だ。だからこの忌いま々いましい過去の呪じゆ縛ばくを乗り越えるには、もう一度あの女と戦う必要がある。戦って、そして打ち勝つ必要があるんだ。それは俺おれが自分自身の過去に打ち勝つ事なんだ！」

　握り締しめた拳こぶしを震ふるわせるルッベ。

　真ま央おはじっと黙だまって聞いていたが、やがてポツリと言った。

「……でも、おじさん」

「おじさんじゃない。ルッベだ」

「ルッベおじさん、でも大勢で戦っても負けちゃったのに、おじさん一人じゃますます勝ち目ないんじゃ……？」

「言われなくても分かっている。だが負け犬として生きるくらいなら、いっそ殺されたほうがマシだ」

「殺されるって……」

　真央はその言葉に生々しさを感じてギョッとした。律りつ子こが殺されるのはもちろん絶対駄だ目めだが、律子が人を殺すところなんて見たくない。ルッベだって、悪い組織の元幹部で今も殺し屋かもしれないが、話してみた感じでは決して根っからの悪人とは思えない。

「おじさん……」

「なんだ？」

「……どうしても、律りつちゃんを殺さないと駄目なの？」

「………」

「勝ち負けを競きそうだけだったら、スポーツでもゲームでもいいじゃない。なんで殺し合いなんか……」

「命を賭かけた勝負じゃなきゃ、本当の実力は分からない」

「でも私、律ちゃんが人殺すとこなんて見たくないよ！　おじさんが殺されるところも！」

　その言葉に、ルッベは真央の顔を見つめ返して、思い出すように笑った。

「……昔、マオと似たような事を言われた事がある」

　そう言って窓の向こうへ目をやった。

「ロレッタといってね。気立てのいい優しい子だったが、少々心配性すぎた。頼むから危険な仕事はやめてくれと、毎晩のように泣かれたもんさ。心配のしすぎで病気になって、俺を置いてさっさと逝いってしまいやがった。俺よりずっと若かったくせに……」

　首にかけたロケットを開いて中の写真を寂しそうに見つめる。それから、真央のほうを振り返って言った。

「そういえば、言う事だけじゃなくて見た目も似ているな」

　そして真央の足元に小さな鍵かぎを放り投げた。手て錠じようの鍵だった。

「これ……」

「この室内から出ない限り、自由にしてくれていい。俺の狙ねらいはあくまでリツコ一人だ。それ以外の人間に、不必要に苦痛を与えるつもりはない」

　真ま央おはルッベの態度にちょっと戸と惑まどっていたが、やがて鍵かぎを手に取ると、ガチャガチャと不器用に手て錠じようを外した。




ＡＣＴ．６　運命さだめの銃声




　そして夜。

　ソーセージ盛り合わせとルッベが自ら拵こしらえたニジマス料理、付け合せにザワークラウトなどを添えた夕食を二人で食べる。

「美味おいしい……」

　ニジマス料理を口にした真央が、驚おどろいた声を出してルッベを見た。

　ルッベは謙けん遜そんするような微笑を浮かべた。

「ロレッタの好物だった。煮にただけの簡かん単たんな料理なんだが。それよりザワークラウトはどうだ？　そいつも俺おれの自家製だ」

「うそっ！　これも手作り？」

「ああ。こう見えても料理は得意でね。おふくろから受うけ継ついだルッベ家伝統の味だ。店じゃ買えない。本当はソーセージも自分で作って持ち込みたいんだが、量が増えると税関がうるさくてな。仕事で出かけるのに目立つわけにはいかないから、いつも断念してる。ソーセージより銃の持ち込みのほうが簡単だってのも変な話だが」

「でもこれだけ美味しく作れたら、料理屋さんとか出来そうだよね」

「……ロレッタもよく言っていたな。危険な商売から足を洗って、町の片隅で小料理屋でも開こうってのがあいつの口くち癖ぐせだった」

　そう言ってビールを飲むと、しげしげと真央の顔を見る。

「……こうしてると、まるであいつが生き返ったみたいだ」

「そんなに似てるの？」

「似てる……。帽子のせいで初めは気づかなかったが、ここまでよく似た人間は初めてだ……」

　少し酔いの回ったような目で言うと、胸元のロケットを開いて写真を眺めた。

　そしてしばらく黙だまっていたが、おもむろに時計を見た。

「九時半か……」

　そのまま時計から視線を離さず、真央に話しかける。

「なぁ……」

「何？」

「もし、本当にリツコが来なかったらどうする？」

「え？」

　一いつ瞬しゆん手を止める真ま央お。それから慌てて大声を上げる。

「律りつちゃんは来るよ！　一見やってる事とか滅め茶ちや苦く茶ちやみたいだけど、でも本当はいい人だもん！　お友達を見捨てたりなんて絶対しないよっ！」

　ルッベは視線を合わせないまま、呟つぶやくような声で言った。

「……実を言えば俺おれも初めはそう考えていた。同居している人間を平気で切り捨てられるような奴やつはまずいないだろうってな。だから、誘拐した事を正直に伝えてしまった。だが世の中には、友情とか愛情とかの奇き麗れい事ごとより、冷れい徹てつな合理的判断だけで動く奴ってのが確かに存在する。この世界で生き延びてきた奴らってのは、多かれ少なかれ情には流されないタイプだ。そしてリツコは、そういう世界でトップに立っている人間だ……」

「…………」

「マオは自分に、リツコが自分の身を危険に晒さらしてまで助けにくるだけの価値があると思うか？　もしあるのなら、リツコは助けにくるだろう。だがもしそうでないのなら、本当に家でドラマを見て過ごしてるかもしれん」

「助けにくるだけの価値……」

　真央はルッベの言葉を繰くり返して、不安そうに顔を曇くもらせた。

　考えてみれば、何の義理もないのに引き取ってもらって、普ふ段だんの生活も全すべて面めん倒どうみてもらい、ヤバい事をしてまで戸こ籍せきその他を整えてくれた律りつ子こに対して、真央がやった事といえば、野の良ら猫とのナワバリ争いを近所に目もく撃げきされて不ふ穏おんな噂うわさを立てられたり、散歩の途中でついうっかり人の家のインコに手を出してしまって賠ばい償しようさせられたり……。迷惑をかける事しかやっていない。愛想を尽かして追い出したくなっても当然だ。

　……そういえば、昼間の電話でも怒ってた……。

　今まで結構長い付き合いだが、本気で怒られた事なんてなかった。悪い事をして叱しかられる事はあっても、あんなふうに怒りを顕あらわにした律子は初めてだった。

　……嫌われちゃったのかな。

　それも当然のような気がした。昨日の晩、気をつけろと律子から注意されたばかりだった。なのに、授業が退屈だからと勝手に学校を抜け出して、無防備にも一人で出歩いて、さらわれた。そして、人質として律子を不利な状況に立たせている。間抜けにもほどがある。

　ちゃんと律子のそばから離れないように警けい戒かいしていれば、こんな事にはならなかったはずだ。自分は律子にとってはただの迷惑な足手まといで、わざわざ助けにくるほどの価値なんて全然ない。むしろ、いないほうがマシ。損か得かで考えたら、このまま見殺しにしてしまうほうが律子にとっては絶対に得な選択だ。

「…………」

　うつむいて黙だまり込んでしまう真央。

　それを見て、ルッベは首を振った。

「助けにくる価値なし、か……」

「う……」

　ルッベの言葉に、真ま央おの顔が歪ゆがんだ。

「……だって、……私だって……何かお世話になってるお返ししたいけど、でも……律りつちゃん何でも出来ちゃうし……私なんかよりずっと…………、私なんて……何しても邪じや魔まなだけだし……だから…………」

　うつむいたその目から、涙が零こぼれた。

「私のせいじゃないもん……。律ちゃんがすごすぎるから……だから…………」

　泣き出した真央を見て、ルッベは慌てて弁解した。

「いや、すまない。勘違いしないでくれ。俺おれが言いたかった事はつまり、マオがリツコにとって利益をもたらす存在かどうかって事であって……」

「…………」

　黙だまったまま首を振る真央。

　ルッベは仕方なく、真央が泣きやむのを待った。

　そして数分経過。

　真央が落ち着きを取り戻したのを見ると、ルッベはおもむろに切り出した。

「マオ。もし、リツコが本当に来なかったら、俺と一いつ緒しよに来ないか？」

「……え？」

　意外な言葉に真央は驚おどろいてルッベを見る。ルッベは穏おだやかに続けた。

「もし、本気でリツコがマオを見捨てたとしたら、マオに帰る場所はないんだろう？　だったら……」

「ん……でも……。律ちゃんは……」

「もしリツコが来なければ、俺も敢あえてリツコを殺しにいきはしない。呼び出しに応じずに逃げたとしたら、それは奴やつの心が俺への恐れに屈したって事だ。つまり、俺は精神的に奴に勝利したって事だからな。それなら俺はもう負け犬じゃない」

「……でも、お仕事なんじゃないの？」

「金なら返せばいい。失敗したと言って、必要経費込みでな。そもそも当初の計画では、完全防音のこの部屋に誘い出して殺す予定だった。依頼人がこのマンションのオーナーでな。死体の後始末は全すべて向こうでやってくれる手はずだったんだ。だが、ここへ呼び出せないとなれば話が違う。外で殺せば必ず足がつく。目もく撃げき者も出るだろう。リツコを相手に、静かに一撃で仕留めるなんて不可能だしな。だが足がつくような仕事は、たとえ殺しそのものが成功したとしても、やはり失敗なんだ。失敗すると分かっているなら、金を返して手を引くのもプロとしての筋の通し方だ」

「ん……」

　本当はそんな手の引き方で納得出来るはずがない。それは、表情からも分かった。多た分ぶんルッベは、真ま央おの気持ちを考えて、プライドの許せるギリギリまで妥協してくれたんだろう。

「どうだ？　この仕事が終わったら、俺おれは足を洗って堅かた気ぎになる。ロレッタの生前の望みどおり、小料理屋でも開くつもりだ。もし出来るなら、マオにも手伝ってほしい」

　ルッベの誘いに、真央は悩んだ。

　本当は律りつ子こに迎えにきてほしい。律子の許もとに置いてもらって、これまでどおり律子や賀か茂もやその他ほかの友人たちと一いつ緒しよに暮らしたい。だけどもし、律子が真央の事をもういらないと思っていたら。余計者として、このまま見捨ててしまうつもりだったら……。そうしたら、真央には帰る場所がない。だけど今更、一人ぼっちで残ざん飯ぱんを漁あさる暮らしになんて戻れない。もし、ルッベが自分を迎えてくれるんなら……。自分を必要としてくれるのなら……。

　真央は顔を上げると、小さな声で言った。

「………そのロレッタって人の写真、見せてくれる？」

「ん？　ああ」

　ルッベは首にかけたロケットを外すと、真央に手渡した。

　真央は黙だまって受け取ると、そっと開く。自分に似ているというロレッタの写真を見るのは、少し不思議な緊きん張ちようがあった。

　そして、中を見た真央は、目を点にして固まった。

「これが……」

「ロレッタだ」

　懐なつかしむような声のルッベ。

　そのルッベを、真央は白けた目でまじまじと見つめた。

「……っていうかこれ、猫じゃん」

　猫だった。ロケットの中身は紛れもなく一匹の子猫の顔写真だった。猫の耳をした真央が、他のどの人間より似ていたのは、ある意味当然だった。

　真央の言葉にルッベはムッとして言い返した。

「ね、猫だから何だ！　猫をバカにする気か！」

「いや、私も猫好きだし文句ないけど、猫なのに口くち癖ぐせって……」

「い、いいだろう！　長年飼っていれば、言いたい事だってちゃんと伝わるようになるんだ！　文句あるか！　大体、猫語も分からん奴やつに猫を飼う資格などない！」

「……でも猫が『町の片隅で小料理屋を開こう』なんて複雑な事言うわけが……」

　かつて猫の体で猫として暮らしていた経験から言えば、猫の言う事などせいぜいで「好き」「嫌い」「腹減った」程度である。だが、顔を赤くしてムキになるルッベに憐れん憫びんのようなものを感じて、大声では言わなかった。

　その時、チャイムが鳴った。

　ハッとして玄関を見る真ま央おとルッベ。

　その二人の目の前で、鍵かぎをかけてあったはずのドアがゆっくりと開いた。そして、訪問者が姿を現す。

　真央が声を上げた。

「律りつちゃんっ！」

　律りつ子こだった。ルッベを睨にらみつけながら軽く肩で息をする。

「……まぁったく。こないだビデオ新しいのに買い換えたばっかだから、予約録画の仕方が分かんなくて焦ったわよ」

　相変わらずどこか緩ゆるんだ調子で愚ぐ痴ちる律子。

　その律子とは対照的に、ルッベは緊きん張ちようを全身に漲みなぎらせながら言った。

「久し振りだな。と言っても、俺おれの事など忘れていたようだが」

　律子は挑戦的な微笑で返した。

「昼の電話の事？　ごめんなさい。昔の男なんていちいち憶おぼえてられなくて」

「ふん……。変わらないな。姿も物腰も相変わらずだ」

「あなたは老ふけたわね」

　律子はそう言ってから、チラリと真央を見た。

「……随分大事に扱ったのね。もっと陰いん惨さんな拷ごう問もんでもしてるかと思ったわ」

「我々アーリア人種は、騎き士し道どう精神に溢あふれた気高い人種だ。不必要に野や蛮ばんな真似まねはしない」

「そういえば、そういう性格だったっけ」

　初めから見み透すかしていたかのような笑みを浮かべる律子。

「それで？　気高い騎士様が夜に婦人を部屋へ呼びつけて何をなさるおつもり？」

「聞かなくても分かっているだろう？」

　ルッベの右手がピクリと動く。

　律子はそれを軽く制した

「その前に、まず真央ちゃんを放しなさい」

　ルッベの隣となりの真央を指差す。

「その子がいたら気になって本気が出せないわ。ただ殺すんじゃなくて、どっちの実力が上かはっきりさせたいんでしょう？　あなたの場合」

　ルッベはしばらく黙だまっていたが、やがて律子から目を離さずに言った。

「マオ。外へ出てろ」

　真央は律子の隣まで歩いてくると、ちょっと戸と惑まどった顔で律子とルッベを交互に見比べた。

　律子が低い声で急せかす。

「聞こえなかったの？　邪じや魔まだから部屋の外で待ってなさい」

「でも律ちゃん……」

「早くして。私、今ちょっと不ふ機き嫌げんなの」

「ん……」

「心配しなくてもすぐすむわ」

　真ま央おは後ろ髪を引かれる思いをしつつ、仕方なく二人を置いて外へ出た。

　真央が出ていったのを見て、律りつ子こはルッベに向かって口を開いた。

「……最後に一つだけ聞くわ。この仕事、手を引けない？」

　ルッベは硬い表情で首を振る。

「お前が俺おれを恐れずこの場へ現れてしまった以上、それは出来ない相談だ。俺にとってこれは単なる仕事じゃない。試練だ。負け犬の人生と決別するための……」

「そう。仕方ないわね」

　律子は小さくため息を漏もらすと、ルッベを見み据すえた。

　ルッベも、無言で律子を睨にらむ。

　室内の空気が、張り詰めて震ふるえた。

　そして、銃声が響ひびいた。




ＡＣＴ．７　そして少女は日常へ




　部屋の外へ出て待っていた真央は、防音のドア越しに徴かすかに漏れる銃声を聞いた。

「律りつちゃん！」

　思わずドアを開ける。

　律子は銃など持っていないはずだ。という事は、今の銃声はルッベのものに違いない。真央の脳裏に、頭部を吹き飛ばされた律子の死体が一いつ瞬しゆんよぎった。思わず足が竦すくんで立ち止まる。

　だが、硝煙の匂においの漂う部屋から姿を現したのは、律子だった。手に血がついていたが、傷を負ったのではなく、返り血のようだった。

　部屋の奥を見ると、血を流して横たわるルッベの姿があった。

「……殺したの？」

　そう尋ねる声が震えた。

　律子はその問いには答えず、目線を合わせないまま呟つぶやいた。

「……生きてるほうが辛つらい事だってあるわ」

　感情を押し殺した声でそれだけ言うと、律子は真央を振り返りもせず、硬い表情で部屋を出る。慌てて真央はそのあとを追った。エレベーターが一階に着いて建物を出るまで、二人は無言だった。




　建物を出たところで、真ま央おは後ろからおずおずと声をかけた。

「……あの、律りつちゃん。ゴメンなさい」

「ん……？」

　きょとんとした顔で振り向く律りつ子こ。

　真央は律子の視線を避さけるように目を逸そらした。

「いつも迷惑ばっかりかけて……。昨日の晩、注意するようにって言われたばっかりなのに、またこんなふうに……」

「真央ちゃんが迷惑かけるのはいつもの事でしょ。気にする事ないわ」

「ん……だけど……。私、何の役にも立たないのに、律ちゃんいつも面めん倒どうみてくれて、助けにきてくれて……」

「何の役にもって、真央ちゃんが何かの役に立つ事なんて、最初っから期待してないわよ」

「…………」

　律子の言葉に、真央はうつむいて立ち止まった。

　それに気づいて律子は振り返る。

「……どしたの？」

　真央は、うつむいたままボソボソと呟つぶやいた。

「……だったら、私なんてどうせ何の役にも立たないのに、なんで助けにきてくれたの？　私、ホントに律ちゃんのお家うちにいていいの？　ホントは迷惑なんじゃないの……？」

「………」

　律子はしばらく黙だまって真央を見つめていたが、やがてそっと真央に歩み寄った。そして、言い聞かせるように肩に手を置く。

「私はね、真央ちゃん。あなたが何かに使えるから引き取ったんじゃないわ。真央ちゃんの存在それ自体が私にとって価値があるものだから、だから家へおいでって言ったのよ。そして、あなたの存在自身が私にとって大事だから、助けにきたの。分かる？」

　律子は真央の反応を窺うかがうようにいったん言葉を切ってから、静かに続けた。

「何かの役に立つのが目的だったら、いなくなっても代わりの人を捜せばいいわ。だけど、真央ちゃんっていう存在は他ほかの誰だれにも代わりは出来ないのよ。そうでしょ？」

「………」

　真央は無言で律子の目を見つめた。律子はじっと真央を見つめ返す。

　やがて、真央は黙ったまま小さくうなずいた。

　律子はその頭をポンと叩たたく。

「よし。分かったら、しょーもない事気にしてないでさっさと帰るわよ」

　そう言ってさっさと先に行く律りつ子こ。真ま央おは慌ててそのあとを追いかける。

　そしてふと、ロレッタの写真が入ったルッベのロケットをまだ持ったままだった事に気づいた。どうしようかと迷って足を止めると、部屋を振り返った。

　ルッベの表情が思い出された。最初に会った時の冷たい目、真央の耳を見た時の驚おどろいた声、過去の話をした時の悔しさに満ちた眉み間けんの皺しわ、食事を作った時の得意げな笑顔、そして、その全すべての瞬しゆん間かんを通じて漂っていた寂しそうな雰囲気。

　……こんな出会い方じゃなかったら、友達になってあげられたのに。

　一いつ緒しよに小料理屋を手伝ってほしいと言われた時の事を思い出しながら、真央は手に持ったロケットを握り締しめた。そしてしばらく考えてから、大事そうにそっとズボンのポケットに入れた。ロレッタにそっくりな自分が持っていてあげたほうが、ルッベも寂しくないと思った。

　そして真央は顔を上げると、再び駆け足で律子を追いかけた。そして二人は、一緒に我が家に帰った。

　ちなみに律子の言う『真央という存在』の意味するところが『猫の耳を生やした珍しい人間』だというのはあまりに自明な事実だったが、真央は最後までそこに思い至らなかった。耳だけでなく脳みそのレベルも、子猫のロレッタ並だったのかもしれない。




ＡＣＴ．８　残酷な女




「しかし、さすがリツコだ。俺おれにはまるで出る幕がなかったな」

　夜の十一時過ぎ。場所は都内を見下ろす高層ビルのバー。

　ファービイはアーリータイムズのグラスを傾けながら言った。

　律子は梅酒のソーダ割りを飲みながら、ファービイの言葉を否定する。

「そんな事ないわよ。ルッベの後始末とか、全部やってもらっちゃったし。助かったわ」

「まあ、裏方でもレディのお役に立てたんだから喜ぶべきかな」

　そう笑ってから、ファービイは真剣な顔になった。

「しかし何故なぜ、ルッベを生かしておいたんだい？」

「ん？　聞きたい？」

「ああ。生かしておいたら、また殺しにくるかもしれないぜ？　どうしてわざわざ後こう顧この憂うれいを残すような真似まねを？」

　律子は軽くグラスを揺らしながら言った。

「それはね。ムカついたから」

「ムカついた？」

「そうよ。だってさー、人がせっかく筋書き考えて準備して待ってたのに、なんでよりにもよって真ま央おちゃんなんかさらうわけ？　せっかくファービイさんにもわざわざ白馬調達してもらったのに、全部台無しじゃん。それに、さっき帰って見てみたらビデオも予約失敗して結局録とり逃しちゃってたし、なんか今回ふんだりけったりよ。最低だわ、マジで」

　ファービイはちょっと呆あつ気けに取られていたが、我に返って聞き返す。

「そんなに腹が立ったのなら尚なお更さらだ。それで何故なぜ、情けをかけてやる必要が？」

「情け？　違うわ。逆よ」

　律りつ子こはファービイの言葉を否定した。

「……この世にはね、『生かされるほうが残酷だ』って事だってあるのよ。特にルッベみたいなプライドの高い人間にはね」

　そう言って意味ありげな微笑を浮かべる。

　ファービイは一いつ瞬しゆんきょとんとしていたが、やがて理解すると肩を竦すくめた。

「やれやれ、怖い女だ……」

　そう呟つぶやいて苦笑すると、静かにグラスを傾けた。

　そうして、まるで何事もなかったかのように、都会の夜は今日も静かに更ふけていった。
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「うぃ～っす。ただいま～」

　竹筒の中に帰ると、葉よう子こは仲間の狐きつねたちに声をかけた。葉子というのは以前出てきた賀か茂もの幼なじみの狐だ。現在、飯い綱づな使いの老人の許もとで新米の飯綱として暮らしている。飯綱になるに当たって体長わずか三十センチ程度と、普通の狐に比べてかなり小さくなってしまったが、その代わり毎日使役されるのがいい修行になって、以前より霊れい力りよくは多少上がってきた。それに他ほかの飯綱仲間もいっぱいいるし、筒の中では自由もある。慣なれてしまえば飯綱暮らしも悪くないかな、と最近では思いはじめている。

「あ、お帰り葉子。仕事お疲れー」

「おつー」

　リビングでポテトチップスを食べながら駄だ弁べっていた狐たちが顔を上げた。竹筒とはいえ、中に入ると結構広い。

「ほい、お疲れさん。麦茶」

　葉子と同い歳どしで、生まれてすぐ飯綱になった玲れい子こという名の狐が、湯飲みによく冷えた麦茶を淹いれて持ってきてくれた。

「あ、サンキュー」

　葉子は礼を言うと玲子と一いつ緒しよに座った。

「う～、暑いわ外」

　ばたばたと尻尾しつぽで扇あおぐ。

　玲れい子こが尋たずねた。

「遅かったじゃん。何の仕事だったの？」

「んー？　またいつもの遺失物調査」

　退屈そうに答えると、葉よう子こは湯飲みに口をつけてずずっと啜すすった。

　本来は使役されている間は意識まで完全に術者の支配下に入る事が多いため、その間自分が何の仕事で働いたのかを知る事はない。だが葉子たちの主人にあたる但たじ馬ま清せい十じゆう郎ろうという爺じいさんは変わり者で、仕事が終わったあとしばらく外で自由にさせてくれたり話をしたりする事がよくある。その時に何の依頼だったかも大抵教えてくれるのだ。葉子も初めのうちは、自分が何の仕事をしているのか興きよう味みがあって尋ねたものである。ただ、依頼の大半が失しつ踪そう者の探索や浮気調査、失うせ物探しと、そこいらの探偵業と変わらない事が分かってきたため、最近はあんまり関心がない。

「それより、はいこれ。依頼者のおばさんから私たちにお供え」

　葉子はそう言うと、手にしていた大きな袋をちゃぶ台に載せた。

「あっ！　いなり寿ず司しじゃん！」

　玲子はパッと顔を輝かがやかせる。

「んん？　いなり寿司だって？」

「あー、私も欲しいぃー」

　匂においを嗅かぎつけて、個室にいた連中までゾロゾロと出てきた。妖よう狐こだ霊れい狐こだ飯い綱づなだと言っても、結局のところ狐きつねである。いなり寿司は大好物だ。

　集まってきたのを見て、葉子がすかさず仕切る。

「ちょっと。言っとくけどあんまり数ないんだからね。一人一個までよ。余ったらジャンケンね」

　現在この筒の中の飯綱の数は実に百八匹。常時その三分の二は仕事で出払っているが、それでも残りは三十六匹だ。一匹で二つも三つも食われていては、とても全員には行き渡らない。

　葉子はさっさと自分の分を確保すると、大勢群がってきたちゃぶ台の前を離れて部屋の隅へ移動した。

　玲子も自分の分を取ってくると、湯飲みを持って隣となりに座る。見ると、何故なぜかその手には寿司が三つも握られている。

「あ、ちょっと玲子。アンタ何三つも持ってきてんのよ！　ボク、一人一個って言ったでしょ？」

「まぁまぁ。どうせいくつか余るしさ。いいじゃん」

「だから余った分は公平にジャンケンで決めてって言ったじゃない。ちゃんと聞いてたー？」

「もらってきた張本人は優先的に取っても文句言われないと思うけど？　はい、これ」

　玲れい子こは軽く受け流すと、葉よう子こに一つ手渡す。

「……まぁ、それはそうかもしれないけど。でも何で玲子まで二つ取ってんのよ？」

「それはまぁ、友達のよしみっつーか友情パワーって奴やつ？　どうせ最初にいくつあったか知ってるのは葉子と私だけなんだし、黙だまってりゃ分からないかなって」

「……っとに玲子はもぅ」

　呆あきれたようにため息をつく葉子。

　玲子は全然気に留める様よう子すもなく、ぺろっと一口で二つ平らげてから悠然と茶を啜すすった。

　そして、ふぅ、と大きく息を吐くと、爪つま楊よう枝じを使いながら言う。

「でも最近珍しいよね。謝しや礼れいとは別に私らへのお供えくれるお客って」

「うん。っていうか、大体あの爺じいさんがちゃんと客に要求してくれないからねー」

　葉子は顔をしかめた。

「今日もさー、頼まれた壺つぼのありか探し終えて、受けた仕事は終わったはずなのに、『ついでに取り返してきてくれないか』とか言われて、そのまま考え込んでんの。ただでさえゲホゲホ咳せきして調子悪いとこを無理して受けた依頼のくせに」

「あー、あの咳まだ治ってない？」

「うん。っていうか、悪化してるよ絶対」

「無理ばっかしてるからねー。体休めるために引き受ける依頼の件数減らしたって、その分一件あたりの時間増えてちゃ意味ないっつーのにね。しかもあの爺さんお人ひと好よしだから、『ついでに』って頼まれたらついつい受けちゃうし」

「そうそうそう。押しに弱いんだよね、あの爺さん。お陰で働いてる時間一いつ緒しよなのに収入減ってるしさー。あれじゃ治るものも治らないわよ」

　ぶすっとした顔で愚ぐ痴ちる葉子。

「今日は一仕事終わってボクの使役解かれてたからさー。ちゃんと『別の依頼受けるんだったらその分の謝礼は別によこすように言いなさい』って抗議して、こんなふうに大量のいなり寿ず司しもらっちゃったけど、アレもボクが見てなかったらどーなってた事やら。ホンっト世話が焼けるんだからもー。あんな調子でよく今まで生きてこれたよね」

　やれやれといった顔でため息を吐くと、葉子は湯飲みの麦茶をぐいっとあおった。

「心配で目ぇ離せないもんだから、ついつい呼ばれて出てく回数も増えちゃうし。こっちの身にもなってほしいわよねー」

　その様子を見ていた玲子は、突然ニヤニヤと笑った。

　葉子は怪け訝げんそうに尋ねる。

「……何よ？」

　玲子はからかうような目で言った。

「いや、アンタのその様子。葉子っていつも仕事とか爺さんの世話とか率先してやってて、ずいぶんと真ま面じ目めな奴やつだと思ってたんだけど、もしかして実は爺じいさんと例の幼なじみの男がダブるってか？　代だい償しよう行為？」

「な……っ？」

　反射的に声を上げる葉よう子こ。

「ちょっ、ちょっと！　あんなヨボヨボのじーさんと一いつ緒しよにしないでくれるー？　そりゃ確かに是これ雄おもお人ひと好よしで馬ば鹿かだけど、あそこまでモーロクしてないわよ！」

「んでもそいつって確か、人間に化けちゃってそのまま狐きつねに戻れなくなっちゃった大間抜けなんでしょ？」

　それを聞いて葉子は思わず立ち上がった。

「ちょっと玲れい子こ！　人の幼なじみ捕まえて、そーゆー言い方はないでしょー？　そもそも是雄が化けた時ってまだ生後わずか二ヶ月くらいの時なんだよ？　ミスしたって当然じゃない！　それよりも、そんな歳としですでに人に化けれるくらいの霊れい力りよく持ってたって事を……」

「……そーゆー言い方はないっつーけど、さっきの私の台詞せりふって、前に葉子から聞いたとおりに言ってみただけなんだけど」

「え……っ？」

　ピタッと動きが止まる葉子。自分の言葉に自分で嚙かみついていては自じ家か撞どう着ちやくも甚はなはだしい。何とかごまかそうとしてうろたえる。

「いや、だからそれはその、何ていうか、アレよ、つまりその、気心が知れてる間柄だからこそ許されるような類たぐいの……」

　その様よう子すを見て玲子は再びニヤニヤと笑った。

「彼氏の悪口言ってもいいのは自分だけ、ってか。ま、分かるけどね、その気持ちは」

「かっ、彼氏なんかじゃないわよっ！」

「またまたそんな照れちゃって」

「照れてなんかないわよ！　ホントにボクは、アイツとはただ小さい時から近所にいたっていうだけの、ただそれだけの関係で………」

　そこで何故なぜか反射的に言葉を切る葉子。

　そう。所しよ詮せん、ただそれだけの関係……。

　反射的に言い返した自分の言葉に、自分でグサッときてしまった。思わぬ自じ爆ばくである。無意識のうちに視線が下がり、声がトーンダウンした。何かヤバい。普通に会話してただけなのに、いきなり泣きそうだ。こんな脈絡もなく泣きかけてたら変な奴と思われてしまいそうだけど、でももう止まらない……。

「会いにいったらもう他ほかの女がすでにいて……。ボクの入り込む余地なんてなくて………」

「え……？」

　何の前振りもなく唐突にシリアスモード全開の葉子に、玲子はついていけなくて激しく戸と惑まどう。

「いや、ちょっとあの、葉よう子こ……？」

　葉子は握り締しめていた拳こぶしをだらりと下げ、静かにうなだれる。

「だから結局ボクたちの関係は……、ホントに、ただの幼なじみでしかなかったんだから………」

　嚙かみ締めるように呟つぶやくと、葉子は顔を背そむけるように座った。

　そう。賀か茂もにとって自分は、どこまでもただの幼なじみでしかなかった。元々人間だった賀茂が自分の事を一匹の雌めすとして見てくれた事なんて、多た分ぶん一度だってなかった。葉子とつがいになるなど、賀茂は考えた事すらなかっただろう。結局、向こうは人間でこっちは狐きつね。結ばれるはずがなかった。葉子は一年もかけて必死で人に化ける練習をして、はるばる北海道から賀茂の住む町まで会いにいったのに、賀茂の目には葉子など端はなから映っていなかったのだ。

　是これ雄お……。

　賀茂の顔を思い出すだけで、胸が締めつけられた。

　葉子に引きずられて、玲れい子こも真ま面じ目めモードに気分をシフトすると、気まずそうに声をかける。

「ゴメン。私、その、失恋してたなんて知らなくて……。気に障さわったらゴメン。謝あやまる」

「ううん。大丈夫……」

　目を逸そらしたまま小さく首を振る葉子。

　そのまま床を見つめて、葉子は自じ嘲ちよう気味に呟いた。

「あきらめようって決めたはずなのに、思い出すだけでこんなになっちゃうなんて、馬ば鹿かみたいだよね……」

「葉子……」

　玲子はかける言葉がない。からかうための言葉なら簡かん単たんに出てくるが、シリアスな場面用の言葉のストックは少ないのである。ただ黙だまって、葉子と一いつ緒しよにうなだれた。

　そこへ、純白の毛をした狐が一匹帰ってきた。尻尾しつぽの先が二ふた股またに裂けている。お咲さきという名の、一番の古株だ。主人である但たじ馬ま翁おうよりも年上で、元は但馬翁の父親に仕えていた。年ねん齢れいも軽く二百歳を超えるらしい。但馬家に来る前には、どこかの稲荷いなり神社の末まつ社しやに祀まつられていた経験もあるという本格的なエリートキャリア霊れい狐こである。何故なぜこんなところで飯い綱づななどになっているのかは誰だれも知らないが、当然全すべての狐たちから一目置かれている。

　入り口の近くに座っていた玲子と葉子は、お咲に気づくと顔を上げて小さく会釈した。

「あ、お咲姐ねえさん。お帰りなさい」

「お疲れ様です」

「おう。葉子もお疲れさん」

　お咲は挨あい拶さつを返すと、手にしたいなり寿ず司しを掲げて見せた。

「このいなり寿司、アンタがいただいてきたんだって？　ありがたくいただかせてもらうよ」

　爺じいさんの分として外に残してきた物をもらってきたらしい。美味うまそうにペロリと一口で飲み込んでから、お咲さきは葉よう子こたちの元気のない様よう子すに気がついた。

「おや？　なんだい二人ともしけた顔して。何かあったのかい？」

「いえ、その……」

　口ごもる葉子。

「なんだね。隠し事はいけないよ。元は他人同士とはいえ、今はアタシら同じ筒で暮らす仲間じゃないか。黙だまってないでお話しよ。何の話してたんだい？」

「あ、ええと……その……」

　大先せん輩ぱいのお咲に聞かれて、下っ端の葉子が話さないわけにはいかない。とはいえ、その場の会話の流れで話してしまうのならともかく、改まって失恋話というのはちょっと心理的抵抗が大きい。そもそも恋愛話自体からして、照れ屋の葉子には苦手なのだ。

　葉子が話しづらそうなのを見て、玲れい子こが代わりに口を開いた。

「実は葉子が外で暮らしてた頃ころの、幼なじみの男の話で……」

　お咲は興きよう味み深そうに目を見開いた。

「ほう？　深刻な話かと思ったら色恋沙ざ汰たかい？　面おも白しろそうじゃあないか。ちょいと詳しく聞きたいねぇ」

「いえ、それが何か、訪ねていったらもう他ほかの女がいたとかで、結局ただの幼なじみでしかなかったっていう……」

　言いながら、ちらりと葉子に目をやる。葉子は無言で視線を落としたまま。

　お咲はその様子を見て呟つぶやいた。

「ありゃ……。何だね。失恋話かい。そりゃ、マズい事聞いちまったかね……」

　少しだけ気まずそうな表情で目を逸そらすと耳の裏を搔かく。

　三匹の間に、どんよりと重い空気が立ち籠こめた。

　だが、お咲はふと唐突に、何か思い出したように尋ねた。

「そういや葉子。アンタ、こないだやたらと人に憑つく方法を知りたがってたけど」

「えっ？」

　その言葉に何故なぜかぎくっと冷や汗を浮かべる葉子。

　お咲はにやりとしながら尋ねる。

「もしかしてそりゃアレかい？　その女に取り憑いて恨みを晴らそうってのかい？」

　葉子は真っ赤になって慌てた。

「いえっ、ちっ、違いますっ！　ボクは別に何もそんな陰湿な逆恨みは……っ！」

　ブンブンと、ちぎれそうなくらいに首を振る。

「たたっ、ただそのっ、取り憑いてその子になりすます事が出来るんだったらそのっ、もしかしてその子の振りしたまま上手うまい事ラブラブ？とかちらっと思ってみただけで、つまりその……っ」

　それを聞いて、お咲さきは爆ばく笑しようした。

「あっはははは。何だね、その女になりすまして好いた男と乳ちち繰くり合いたかったってぇのかい。バッカだねえ。大体、別の女の名前で好きだの何だの囁ささやかれたところで、余計虚むなしいだけじゃァないか。ええ？」

　腹を抱えてひとしきり笑ったあとで、お咲はなおも笑いが収まらない様よう子すを見せながら言った。

「嫉しつ妬とだの未練だのって奴やつぁ恋の徒あだ花ばなだけどね。ま、ほどほどにしときなよ」

「はい。分かってます……」

　葉よう子こはカァ～っと恥ずかしそうに身を縮ちぢめる。このまま小さくなって消えてしまいたい気分だ。

　その隣となりで冷たい視線の玲れい子こ。

「……なぁ～にが『あきらめようって決めたはずなのに』よ」

「だから！　あきらめようとしたけどなかなかそう簡かん単たんにはいかないね、って話なんだから別にいーじゃない！」

　葉子は真っ赤になって逆ギレた。

「何がいーのよ！　アンタにつられて私まで鬱うつ入っちゃったのよ!?」

「そんなの、振られた張本人はもっと鬱なんだから！」

　お咲が間に入って話題を変える。

「まぁまぁ二人とも落ち着きな。それよかさ、アンタら確か、人に化けれたよね？」

　玲子が聞き返す。

「え？　私は一応出来ると思いますけど。でもいきなり何ですか？」

「いや何ね、ちょいと飯い綱づなのままじゃ厄やつ介かいな仕事があるんだよ。アタシ含めて最低二、三匹、人に化けられる奴が欲しいんだ」

「厄介な仕事？」

「ああ。ちょいとね」

「そんな厄介な仕事、何で下したっ端ぱの私たちに……？」

「だってお前。この筒の中の連中、大半はアンタたちと違って元々ただの野の狐ぎつねだろ？　清せい十じゆう郎ろうの坊やから霊れい気き分けてもらってやっとクダとしてやってるようなのばっかだからさ。人に化ける霊力なんざ期待するほうが酷ってもんだろ」

　齢よわい二百歳を軽く超えるお咲からすれば、主人である但たじ馬ま翁おうも「清十郎坊や」扱いである。赤ん坊の頃ころから知っているわけだから、それはそれで当然ではあるが。

「その点、アンタたち二人は元から霊れい狐こだし当てにしてんだけど」

　大いに期待している様子のお咲。

　葉よう子こがおそるおそる尋たずねた。

「……あの～、ところで、人に化けるって、ちゃんと体も人間に変化させないと駄だ目めなんですか？」

「ん？　出来りゃあそのほうがいいね。変化させてたほうがバレにくいし。他ほかにも、物運んだりとか何かと便利だしね」

「あの、じゃあボクはちょっと無理かも……」

　それを聞いて玲れい子こが激しく振り返る。

「何で？　アンタ前、彼氏の住む町まで人に化けて訪ねてったって言ってたじゃん！　厄やつ介かいな仕事なんてやりたくないのは私も一いつ緒しよなんだぞ、この卑ひ怯きようモン！」

「別に行くのが嫌いやなんじゃなくてホントなんだって！　ボクは化けるって言っても、光の屈折とか操って見た目だけ人みたいに見せかけてただけで、実際に人間の身体からだに変化したわけじゃないの。人に化ける術なんて失われた秘術なんだし仕方ないじゃない！」

「噓うそつくなよ！　んなモン、失われた秘術のわけあるか！　時間かかるけど、一度髑どく髏ろに霊れい気き溜ためたらあとは何もしなくていいし。光とか操って人に見せかけるような高度な真似まねが出来るくせに、体ごと人に化けるのは無理なんて、誰だれがそんな噓に騙だまされるかっつーの」

「噓じゃないわよー！　大体、ちゃんと人間の身体になれてたら、是これ雄おが人間のままでもつがいになれたはずだし、子供だって……！」

　ムキになって言い返す葉子。

　玲子はそれを聞いて鼻で笑う。

「どうせ男のほうは葉子なんて眼中になかったんでしょ？　じゃあどっちみち無理に決まってんじゃん子供作るなんて」

「そっ、そんなの分かんないわよ！　こっちもちゃんと人間の体で、人間としてつがいになれるって分かったら、向こうの気持ちだって変わってたかもしれないじゃない！」

「っていうか、狐きつねのくせにわざわざ人間としてつがいって、アンタら性倒とう錯さくカップルか！」

「違うわよっ！　元々是雄は人間なのに狐に生まれ変わってただけなんだしー！」

「何？　って事は相手はホントは人間って事？　そんなもん、狐と人間で恋愛成立するわけないじゃん！」

「そっ、そんなの、やってみなきゃ分かんないでしょー？」

　思いっきり話が逸それはじめる二人。

「まぁまぁ、二人とも落ち着きな」

　お咲さきが口を挟む。

「葉子の言うとおりだよ玲子。今時、外の世界じゃ髑髏一つ手に入れるのも一苦労なんだよ。すでに外じゃあ人化けの術は失われた幻の秘術ってのは本当さ。葉子が人に化けた事がなくたって、別に不思議はないやね」

「あー、そーなんですか？　ふーん」

　まだ半信半疑の玲れい子こ。

　だがお咲さきはそんな玲子には取り合わず、葉よう子このほうを向いた。

「とにかく葉子。アタシの髑どく髏ろ貸してやるから、アンタもおいで。数は多いほうが助かる」

「おいでって、今からですか？」

　思わず葉子は聞き返した。さっき一仕事終えてきたばかりだ。体はまだ疲れている。お咲だってそのはずだ。

　だがお咲は答えずさっさと筒の出口に向かって歩いていく。

　大先せん輩ぱいであるお咲が行くのに、葉子たちがここでじっとしているわけにはいかない。二人はちょっと目を見交わしたあと、湯飲みのお茶をぐびっと空けてから足早にお咲のあとを追った。




　葉子たちの主人である但たじ馬ま翁おうの自宅の離れ。

　葉子たちはお咲の持っている髑髏を順番に使って人に化けた。用意する物は人間の頭ず蓋がい骨こつと、油あぶら揚あげ。このうち油揚げは、質量を補うためのものだ。イタチ程度の大きさしかない飯い綱づなの体では、人に化けても身長三十センチくらいにしかなれない。そこを無理して普通の人間サイズに化けると、今度は中身がスカスカになってしまう。そうならないためには、何かの物質で不足分を補う必要があるのだ。

　油揚げが肉体に変化して定着するまでおよそ半日を要するので、一番最後の葉子が化け終わった時にはもう二日目だった。

「う～、何か変な感じ」

　葉子は、慣れない身体感覚にもぞもぞと尾び骶てい骨こつの辺りをまさぐった。肉体まで完全に変化したのは初めてだ。

「尻尾しつぽがないとバランスが……」

「つーか、何でわざわざこんな動きにくくて邪じや魔まな髪なんか付けんのよ葉子は」

　玲子が葉子のポニーテールを引っ張りながら言う。玲子のほうはボリュームを抑えたショートカットだ。服装もＴシャツにハーフパンツと動きやすさを重視している。

「まあまあ、あんまり言っておやりでないよ。初めて化けたにしちゃよく出来てるほうさ」

　お咲が葉子の顔を撫なでながら、満足そうにうなずく。

「幻術で見た目だけ人に化けてたってぇのはダテじゃないねぇ。細かなとこまでよく行き届いてる。上出来だよ」

　そういって、葉子が化けている間に調達してきた服を渡す。ありふれた白いブラウスにスカートだ。

「はい。アンタの服だ。サイズは合うと思うけど。着方は分かるね？」

「あ、はい。一応……」

　うなずくと、下から順に身に付けていく葉よう子こ。

　ブラジャーのホックが後ろ手で留められなくて、玲れい子こに留めてもらったりしながらも、何とか無事に着終わった。

「よし。これで一応町に出ても大丈夫かね」

　お咲さきは葉子の姿を頭から足まで眺めて再びうなずいた。

　一段落ついたところで玲子が尋たずねる。

「それでその、今回の仕事って何なんですか？」

「ん？　一応はいつものような人捜しに近いんだけどね」

「人捜し？　だったら別にいつもどおりでもいーんじゃ……？」

「それがそうもいかないのさ。今回の相手はただの人じゃあないんだ」

「っていうと……？」

「強力な妖よう気きが邪じや魔ましてアタシら程度じゃ霊れい視し出来やしない。かといって肉眼で見つけようにも、清せい十じゆう郎ろう坊やに操られた飯い綱づなの状態じゃ、霊視は出来ても肉眼が効かないだろ？　だからいつものやり方じゃ追いかけようがないのさ」

　飯綱として行動中は、姿が完全に見えなくなる。つまり、全すべての光は体を素通りしてしまう。すると当然の結果として、網もう膜まくで光を受け止める事も出来なくなってしまうため、肉眼では何も見えなくなるのである。
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「でもそれだったら飯い綱づなとしてじゃなくて普通に狐きつねとして行動してもいいんじゃないすか？」

　素朴に尋たずねる玲れい子こ。

　葉よう子こが口を挟んだ。

「馬ば鹿かね玲子。町中で狐の格好じゃ、目立ちすぎるし警けい戒かいされるだけじゃない。人の言葉喋しやべる狐なんて、普通そんなのいないのよ？」

　生まれてすぐ飯綱暮らしの玲子よりは、葉子のほうがまだ多少は外の常識について知っている。

　お咲さきがうなずいた。

「ま、そういうこった。人の格好なら周囲に自然に溶け込めるし、必要なら近所の人に聞き込みだって出来る。人のほうが何かと便利なんだよ」

　そう答えると、キセルを一服ふかす。

　今度は葉子が尋ねた。

「ところでお咲さん。強力な妖よう気きが邪じや魔ましてって、今回のターゲットってどんな人なんですか？」

「んー、人っていうよりか、アタシらの仲間だね」

「ボクたちの仲間って……？」

「要するに今回の相手はね。狐なんだよ」

「狐？」

「ああ……」

　お咲はそう言うと、少し遠い目になった。

「……清せい十じゆう郎ろう坊やの、一番大事な狐だった子さ」




　その同じ頃ころ。

　母おも屋やのほうでは、但たじ馬ま翁おうが客間で来客と対座していた。

「師匠。犬いぬ神かみ使いの根ね呂ろ、参上つかまつりました」

　そう言って頭を下げたのは、目深にシルクハットをかぶった瘦やせぎすな中年男。その眼光は、鋭するどいなどという形容を超えて、ほとんどヤバい人の目つきの域に達している。

「おお、根呂か。久しぶりじゃ。呼び出してすまんな」

　但馬は深い笑い皺しわの刻まれた目元を嬉うれしそうに細めて、真っ白な顎あごひげを軽くしごいた。こちらは根呂とは対照的なまでにお人ひと好よしな風ふう貌ぼうである。

「元気にしておったか？　巷ちまたでは『皇帝』などとあだ名されて幅を利きかせておるようじゃが」

「とんでもございません。私など、まだまだ未熟者で……」

「そう言えばお主、今日は犬神のパトラッシュはどうした？」

「あ、いや……。実は少し前に私の判断ミスから、勝ち目のない相手と無用な闘たたかいをさせてしまい……。それ以来ずっと臥ふせっております」

「そうか。あのパトラッシュがの……。相手は何者じゃ？　お主が追うからには化け猫か何かじゃろうが」

「いえ、その件については完全にこちらの先入見による誤解でして。その話は勘弁してください。恥を晒さらす事になる……」

　根ね呂ろは苦い顔で言う。

「そんな事より、師匠のほうこそお体の調子はどうなのです？　おやつれのようですが、やはりご病気のほうが……」

「ああ、心配要らん。おかげさまで最近は落ちついとるよ。すこぶる調子良い」

　笑顔を作って見せる但たじ馬ま翁おう。

「そうですか……。ならばよろしいのですが……」

　根呂は心配そうに顔を曇くもらせたが、あまり追及せずに話を戻した。

「……それで、今日は一体どんなご用でお呼びになったのです？」

「ん。ああ、そうじゃった」

　但馬は思い出したように呟つぶやくと、頭ず陀だ袋ぶくろの中から竹筒を一本取りだした。

「こいつをな。お主、引き取ってはくれんか？」

「これは……!?」

　渡された竹筒を見て、思わず腰を浮かす根呂。

「これは師匠の百八匹の管くだ狐ぎつねを集めた筒ではありませんか。これを引き取れとは一体どういう……？」

「……儂わしがやたらと狐を集めていた理由は知っておるな」

「はっ。確か、追っている仇かたきを捜し出すためだと伺うかがった記き憶おくがございます。日本全国しらみつぶしに捜すには、とにかく数が必要だと……」

「うむ。そのために、孤児となった狐の仔こを見つけては拾って育てておった。じゃが、もうその子らは儂には必要なくなってな。使わぬ儂が持っておっても仕方ないし、お主に譲ゆずろうかと思ったのじゃ」

「とおっしゃると……？」

「……ついに、あ奴やつの手がかりを摑つかんだ」

　但馬翁はそう言うと、茶を一口飲んだ。根呂はじっと沈ちん黙もくして話の続きを待つ。但馬翁は湯飲みを茶ちや托たくに戻すと語りはじめた。

「……先だっての事じゃ。警けい察さつのほうから内密に、行方不明になった子供の捜索を依頼された。まあ、その時はよくある依頼じゃと思うておった。しかしその子が見つかったのは、子供の足ではとても入り込めそうにない山の奥。獣けものに喰くい殺された姿で見つかった。ニュースにもなったから、知っておろう」

「ええ。そのニュースは見ました。野犬か何かに襲おそわれたらしいとの事でしたが」

　根ね呂ろはそう答えて、苦悩するように頭を抱えた。

「まさか人類の最古の友にして最大のパートナーたる犬が、もはや愛あい玩がん動物の域を超え家族、否、最愛の伴はん侶りよと言っても過言ではない犬が、そのような惨むごたらしい事件を起こすとは……。正直いたたまれなくて、ニュースを見た夜は眠れないほどでした……」

　根呂は犬を偏愛する犬マニアなのである。

「しかし師匠があの事件に関かかわっていたとは……」

「まぁ、儂わしみたいな者が表舞台に出る事はないからの。協力もあくまで非公式で、形式上は一警けい官かんの私的な依頼という事になっとるし、代金も個人の財布から出ておる事になっとる」

「確かに、最近お役所絡がらみの仕事の時はそういう形が多いですね。使途不明金として市民団体から追及されるのを避さけるためでしょうが」

「儂らみたいな『うさんくさい呪じゆ術じゆつ師』を税金で雇ったなどとなれば、今の世の中やはり責任問題じゃからな。もっとも、個人の立場で外部にそんな依頼をしたとあっては、今度は守秘義務違反で叩たたかれそうじゃがな」

　但たじ馬ま翁おうはそう言って苦笑してから、話を戻した。

「それでじゃ。その後詳しく調べてみた結果、その子を襲ったのは野犬ではなかった」

「と申されると……？」

　根呂がどこかホッとした様よう子すで問う。

「……狐きつねじゃった」

「その狐とは、つまり……」

「………」

　但馬翁は小さくうなずいた。そして小さな、しかしはっきりした声で言った。

「……お梅うめじゃ」

　お梅。若き日の但馬清せい十じゆう郎ろうが唯一愛した妻にして、二人の間に出来た愛まな娘むすめを喰くい殺して逃げた化け狐。但馬翁はその後の人生を全すべて、お梅を追う事だけに費やしてきた。

「現場にな。我が家の家宝『九きゆう尾びの玉』の発する独特の妖よう気きが残っておった」

「九尾の玉と言うと、あの外げ道どうの雌め狐ぎつねめが奪って逃げた……？」

　根呂の確認に、但馬翁は微妙な顔でうなずく。そして、茶を一口啜すすって唇を湿らせた。

「……九尾の玉の妖気が邪じや魔まで、うちの狐こらではどうしても見つけられなんだ。じゃが本人がいた現場に立てば、儂の『眼』で確認出来る。間違いない。あれはお梅の仕し業わざじゃ」

「さすが師匠。もし奴やつが人間の子供を食い続けているなら、必ず食われた子供は行方不明となる。行方不明者の捜査を請うけ負っておればいつかは出くわすとの読みが当たったわけですね」

　根呂が誇らしげに称たたえる。

　但馬翁はそんな根呂に、再び複雑な微笑を漏もらした。

「……知り合いに占ってもらって、すでにおおよその場所は分かっておる。聞き込みのための人員として、人に化けられる狐きつねも三匹準備した。そのうち一匹は、先代から預かった、あのお咲さきじゃ。本人の居所を突き止めるのは時間の問題じゃて」

　根ね呂ろが、ズッと膝ひざを進めた。

「私にも手伝わせてください。師の仇かたきは我が仇も同然。同じく妖よう獣じゆうに家族を喰くらわれた者として、奴やつらを見過ごす事は出来ません！」

　根呂も、少年の頃ころに最愛の姉を化け猫に食われた過去がある。人の家族を奪う化け物どもは許しておけないのだ。

　だが、但たじ馬ま翁おうは静かに断った。

「ならん。これは儂わしの闘たたかい。儂が自分の力で決着を着けねばならんのじゃ」

　そう言って首を振る。

　その時。

　突然但馬翁はゴホゴホと咳せき込んだ。胸を押さえて苦しそうに体を屈かがめる。

　それを見てハッとした根呂は慌ててそばによると、但馬翁の肩を抱きかかえた。

「師匠！　やはりご病気が……」

「すまぬ。大丈夫じゃ……」

　苦しそうにヒューヒューと息をしながら、但馬翁は強がってみせた。口元を押さえた手て拭ぬぐいに、真っ赤な血が付いていた。但馬翁は気づかれぬよう口元を拭い、すぐに手拭いを隠す。

「驚おどろかせてすまんな……。ちと、唾つばが気管に入ったようじゃ」

　苦笑いを浮かべる但馬翁だが、その額ひたいにはびっしょりと汗が浮かんでいる。

　根呂は厳きびしい目で言った。

「……私の『眼』はごまかせません。失礼ながらそのお体では、もはや死期すら間近に感じておられるはず。激しい闘いには耐えられますまい」

「………」

　但馬翁は目を伏せて黙だまり込む。

　根呂は再び申し出た。

「協力させてください。私は犬いぬ神かみ使い。古来より犬は狐の天敵です。必ずやお役に……」

「ならんと言っとろうが！」

　但馬翁は厳しい口調で遮った。思わず根呂は言葉を吞のむ。

　但馬翁は一つ息をすると、目を逸そらして声を和らげた。

「……お主の気持ちはありがたい。じゃが、奴の持つ『九きゆう尾びの玉』は、あの伝説の妖よう狐こ・玉たま藻もの前まえが持っておったと言われる玉じゃぞ。並の妖力ではない。そもそも、パトラッシュのおらぬ今のお主に何が出来るというのじゃ」

「そっ、それは……。ですがそれを言うなら師匠も……」

　言い返そうとする根ね呂ろを無視して、但たじ馬ま翁おうは言葉を続ける。

「お主の事は家族も同然に思うておる。儂わしはな、これ以上、家族を失いとうはないのじゃ。身勝手なのは重々承知。分かってくれ」

「だから、だからお手元の飯い綱づなたちも使わないとおっしゃるのですか？」

　思わず根呂は声を荒げた。根呂にとって犬いぬ神かみのパトラッシュが伴はん侶りよ同然なのと同様、但馬翁にとって飯綱たちは我が子と一いつ緒しよだ。親を失った子こ狐ぎつねたちを一匹一匹幼い頃ころから育て上げ、本当に家族のように惜しみない愛情を注いでいた。仇かたきを見つけてもう飯綱は必要なくなったから根呂に譲ゆずるなどというのは大おお噓うそだ。だが、しかし。

「馬ば鹿かげている！　師匠こそ、飯綱なしで何が出来るというのです！　貴方あなたが死んだら、この狐たちは一体どうなるとお思いです！　師匠！」

　渡された竹筒を無意識のうちに握り締しめる根呂。

　但馬翁は静かに微笑した。

「お主も『見て』のとおり、どうせ儂はもう永くない。いずれ、近いうちにその狐こらを置いて死ぬ。それが少し早いか遅いかだけの違いじゃ」

「師匠………」

　言葉を失って立ちつくす根呂。

　但馬翁はそんな根呂を安心させるように言った。

「心配は要らぬ。これでも儂は飯綱使い但馬清せい十じゆう郎ろうじゃ。狐の扱いならば誰だれにもひけは取らん。死期の迫ったおかげで却かえって精神は研とぎ澄すまされ、我が霊れい力りよくはかつてなく冴さえておるわ」

　そう言うと、音も立てずに立ち上がる。そして、廊下に続く襖ふすまをすっと開けた。

「もし、万が一儂が戻らなんだら、その狐らを頼む。自由を望む者は野に帰し、筒に留とどまる者はこれまでどおり飯綱として、お主が使ってやってほしい」

「師匠……！」

「……大半は幼児期に孤児となっていたところを拾って育てた者ばかり。飯綱以外の生き方など知らぬ者がほとんどじゃでな。頼んだぞ」

　預けた竹筒の事を頼むと、呆ぼう然ぜんとする根呂をあとに残して、但馬翁はそのまま部屋を出ていった。立ちつくす根呂には、あとを追う事さえ出来なかった。




　夜中の国道。

　時間帯は夜の十一時を回り、郊外のこの辺りではすでに歩道に歩行者の影はない。

　そんな中、一台の車が静かに走っていた。ハンドルを握っているのはお咲さきである。助手席には玲れい子こ。後ろの座席には葉よう子こが座っている。お梅うめが潜せん伏ぷくしていると見られる町へ向けて移動中である。但馬翁自身は相手に姿を知られているため別の場所で待機だ。体調の問題もある。見つけ次第、連絡する事になっている。

「……とまあそんなわけで当時そこいらを荒らしてた人食い狐ぎつねは退治されてね。無法者の母狐から解放されたお梅うめは、そのまま清せい十じゆう郎ろう坊やに引き取られたのさ。で、二人はやがて一いつ緒しよになったんだ」

　ハンドルを握りながらお咲さきは言った。但たじ馬ま翁おうとお梅の因いん縁ねん話を聞かせている最中である。

　助手席に座った玲れい子こが首を傾かしげた。

「お梅さんが狐と知りながら？　爺じいさんのその感覚もよく分かんないなー。お梅さんからすりゃ、相手は恩人だし求愛されりゃ断れないだろーけどさー。普通に飯い綱づなにしときゃいーじゃん」

　それを聞いてお咲は笑う。

「アンタらガキの恋愛は子宮でやるから、まだ分かんないだろうねぇ。けど歳とし食ってくると、だんだん脳みそで恋するようになってくんのさ。そうすると、言葉さえ通じりゃ同じ種だろうとなかろうと関係なくなってきちまうもんなんだよ」

　後ろのシートで肉まんを頰ほお張ばっていた葉よう子こが激しくうなずいた。

「そっ、そうですよね！　大人おとなの恋には人間とか狐とか関係ないですよね。分かりますボクそれすっごく」

　玲子が葉子のほうを振り返って眉まゆをひそめる。

「うっそ。葉子アンタ分かんの？　だってそれって獣じゆう姦かんじゃん？　ヤバくない？　っつーかキモいよそれ絶対」

　葉子は小こ馬ば鹿かにするように笑った。

「ま、外の世界も知らず恋愛経験すらないお子様の玲子には、こういう大人の感情は分かんないかもねー」

　以前賀か茂もに向かって玲子と全く同じ非難を浴びせた事など、どこ吹く風である。

「何よ!?　アンタだって私と同じ一歳児のくせに何大人ぶってんのよ！」

　ムキーっとムキになる玲子。からかうのは好きだがからかわれるのは苦手なのだ。

　そんな二人に構わずお咲が話を続ける。

「んでまぁ清十郎坊やとお梅は結婚したわけなんだけど、さっきも話したように、お梅のほうは人食い狐の娘だ。ガキの時分から餌えさっていったら人肉ばっか食わされて育ってきてるモンだから、普ふ段だん暮らしてても人の肉の味が忘れられないわな。それでも、清十郎坊やの励ましもあって、何とかその衝しよう動どうを抑えて暮らしてたのさ。どうしても辛つらい時は牛やら豚の生肉食ったりしてごまかして。んで、やがて二人の間にもガキが出来た」

「ガキって、赤ちゃん？　ちゃんと妊娠出来たんですか？」

「そりゃ、化け方さえちゃんとしてりゃ受精も着床もするわさ。生まれてきた子はアタシも見たけど、そりゃあ可愛かわいい娘っ子だったよ。二人とも大喜びでね。清十郎坊やも、子供のためにとこれまで以上にたくさん働いたもんだ」

「やっぱ人生、結婚して子供生んで家庭を築いてこそ幸福ってもんですよね」

　うんうんとうなずく葉よう子こ。

「んー。一人モンのアタシにゃ分かんないけど、そういう人は多いかもねぇ」

　お咲さきはギヤを入れ替えながら、当時を懐なつかしむように遠い目になる。

「お梅うめって子もそんな感じだったよ。所しよ詮せん自分は人食いの魔ま物ものだっつって、いっつも辛しん気きくさい顔してたのが、産うぶ着ぎにくるまった娘を抱いてる時だけは心底幸せそうな顔してさ。あの子のあんな表情見たのは、あとにも先にもあの時だけだったねぇ……」

「そんな幸せそうな二人が何で別れたりしたんですか？」

「別れたっていうか、逃げたんだよ。お梅のほうが」

　それを聞いて玲れい子こが驚おどろく。

「逃げたって、女房に逃げられたの、あの爺じいさん？　うわっ情けなっ。ダメ男～。っていうか、もしかして一生かけて行方ゆくえを捜してたって、爺さんまさか妻が忘れられずによりを戻したくて？」

　あいたたた、と顔を引きつらせる。

　お咲が笑いながら言う。

「逃げたっつっても三つ指突いて三み行くだり半はんってわけじゃないさ」

「じゃあ、どういう……？」

　葉子が問う。

「う～ん、どっから説明すっかねぇ……」

　お咲さきは真ま面じ目めな顔に戻って前を見つめた。

「清せい十じゆう郎ろう坊やの家には、代々伝わる家宝の『九きゆう尾びの玉』てぇ奴やつがあってね……」

「九尾の玉？　何ですかそれ？」

「要するに、伝承なんかでたまに出てくる狐きつねの玉てぇ奴さ。アタシら狐ってのは、何十年も生きてると普ふ段だん使わない霊れい気きが体内に溜たまって結晶化するんだね。胆たん石せきみたいなもんなんだけど、コイツを持ってると常に霊力の予備があるようなもんだから、使える力も術の範はん囲いもぐんと広がる。稲荷いなりとして祀まつられるような狐はみんな持ってるよ。アタシも持ってるけどね。ホラ」

　ちょうど赤信号で停車していたので、お咲は腹の中から握り拳こぶし大の宝ほう珠しゆのような物を吐き出してみせた。手に持って葉子と玲子に見せる。

「うわっ！　すげっ！」

「何これマジ？」

　葉子と玲子は目を見張った。普段のお咲の霊力だけでも二人の何倍もあるのに、それを更に百倍濃のう縮しゆくした感じだ。

「こんなモン持ってたら、そりゃ私らとは格が違って当然よね……」

「さすが元エリートキャリア……」

　半ば呆ぼう然ぜんとした表情で、玲子と葉子は顔を見合わせた。

「なぁに、アンタたちもあと五十年も生きてれば、勝手に腹ん中に出来てくるさ」

　お咲さきは笑いながら玉を再び飲み込んだ。

「……で、清せい十じゆう郎ろう坊やの家に伝わってた『九きゆう尾びの玉』も、基本的にはこれと同じモンだ。ただし元の持ち主は、あの伝説の金毛九尾の妖よう狐こ・玉たま藻もの前まえだってぇ話でね」

　玲れい子こが首を傾かしげる。

「玉藻の前？　何それ？」

「何だね玲子。アンタ知らないのかい？　天てん竺じく、支し那な、日本と三国にわたって悪さの限りを尽くしたってぇ伝説の妖狐だよ」

「はぁ。有名なんですか、そいつ」

「有名も何も、伝説の妖狐だっつってんだろ。そいつの話を基に、謡よう曲きよくやらなにやらたくさん作られてらぁね。ま、最後には追いつめられて那な須す野ので石になっちまって、その石も玄げん翁のう和尚って親父おやじに砕かれてとうとう精魂まで滅したんだけど。で、実はどうもその砕かれた時に玉が出たらしいんだね」

「玉って、さっきのお咲さんの奴やつみたいな？」

「ああ。で、そいつがどういう経けい緯いからか清十郎坊やの家に伝えられてたんだ」

「へー。マジなんですかそれ？」

「さあねぇ。ホントに玉藻の前の持ってた玉かどうかなんて分かりゃしないんだけどもね」

　素そっ気けなく言うお咲。

「……ただ、尋常じゃない霊れい気きっていうか妖気が込められてたのは確かだよ。アタシは一度っきりしか見た事ないけど、何かこう魅み入いられるってぇのかね。一目見ただけで頭がぽぅっとなっちまったモンさ。ありゃ確かに力はすごいだろうけど、使う狐きつねのほうは正気をなくしかねない代しろ物ものだったね。よっぽど術者が優秀で完全に狐を支配出来るんでない限り、危なっかしくって使えたモンじゃなかったよ」

　軽い調子で笑うお咲だが、思い出して話すだけで手が汗ばんだらしく、片手ずつハンドルから離して服の裾すそで拭ぬぐった。

「で、話を戻すけど。無事に妖狐退治も終え、お梅うめと結婚して身持ちも固めて、清十郎坊やは正式に家の跡あと継つぎになったんだ。そん時当然その『九尾の玉』も受け継いだんだけど、それについてはお梅には内ない緒しよにしてたんだね」

「何でですか？」

「お梅だって妖狐の端くれだ。あの九尾の狐の玉があると知りゃ、どうしたって好奇心は湧わいちまうのが人情だ。けど、さっきも言ったとおり、見ただけでもヤバい代物だからね。普ふ段だんから必死で人を食いたい衝しよう動どうを抑えてるお梅に見せたら、どんな悪影えい響きようがあるか知れたもんじゃない。かといって、九尾の玉は代々伝わる大事な家宝だ。捨てるわけにもいかない。だから清十郎坊やは、お梅には何も言わず、箱に封印して神棚の上に上げといたんだ。ところが……」

　お咲さきはふぅ、とやるせないため息をついた。そして少し言葉を切り、物思いに耽ふけるように遠い目をした。

「……アタシはそん時ゃまだ清せい十じゆう郎ろう坊やの飯い綱づなじゃなくってね。付き添い助手の霊れい狐ことして清十郎の親父おやじから貸し出されてる身分だったんで、筒の中に戻らず一部始終見てたんだけども……」

　そう前置きしてから、お咲は再び語り出した。

「あの晩、清十郎坊やが仕事から帰ってくると、家の様よう子すがおかしかった。いつもなら出迎えに飛んでくるはずのお梅うめが出てこない。食事の支度も出来てない。奇妙な不安を覚えながらも、アタシと清十郎坊やは寝室へ向かったよ。もしかして具合が悪くて寝てるんじゃないかと思ってね。ところが、戸を開けた途と端たん、清十郎坊やはその場に凍りついた」

　お咲の眉み間けんに、かすかに皺しわが寄った。思い出すのも忌いまわしいと言わんばかりの表情を浮かべる。

「……部屋の中では、狐きつねの姿に戻ったお梅が返り血で血まみれになりながら、やっと六ヶ月になったばかりの赤ん坊を貪むさぼり食ってたんだ……」

「え？　ちょ、ちょっと……。赤ん坊ってそれ……」

「つまり………爺じいさんとお梅さんの……」

　言葉を失う葉よう子こと玲れい子こ。

　お咲は感情を押し殺した顔でうなずく。

「頭から丸囓かじじりにしたらしくって、顔の上半分がなかったよ。体は引き裂かれて、ちぎれた右手が部屋の真ん中に転がってた。部屋中に血の匂においが籠こもっててさ。あれは見れたもんじゃなかったねぇ……」

　やるせないため息が漏もれた。後部座席で食事中だった葉子は思わずうぷっと吐きそうになる。

「……お梅はアタシらに気づいて振り返ったよ。そこで初めて我に返ったらしい。口元を血で真っ赤にしたまま、震ふるえた目で清十郎坊やを見つめてた。自分のした事に怯おびえてたのか、清十郎に見られた事に怯えてたのか。多た分ぶん、両方なんだろうねぇ……。そして清十郎坊やがやっとの思いで一言『お梅』と呼びかけた瞬しゆん間かん。あの子は弾はじかれたように身を翻ひるがえすと、窓を破ってそのまま夜の闇やみへ姿をくらましちまったのさ。あとで分かった事だけど、神棚に置いといたはずの九きゆう尾びの玉を入れた箱が、下に落ちてて中身がなくなってた。そのそばに踏み台とハタキが転がってたから、掃除の途中で間違って落っことしたんだろう。で、お梅は不用意に玉に触れて、そのままあの玉の魔ま力りよくに魅み入いられちまったんだろうね……」

　何ともやりきれない口調で呟つぶやくと、お咲は車を停とめた。

　いつの間にか幹線道路から外れて、入り組んだ住宅街の路地に入り込んでいた。

「さぁ、話はここまでだ。降りな。仕事の時間だよ」

　一転して、きりっとした仕事の顔になる。

　お咲さきは二人に地図を手渡した。交差点ごとに細かく番号が振ってあり、地図上の番号を言えばどの場所かがすぐに分かるようになっている。

「葉よう子こと玲れい子こは二人で行動。一時間経たったら何もなくてもいったんここに戻る。もし見つけたら、すぐに携帯電話でアタシと爺じいさんに連絡するんだ。手ぇ出すんじゃないよ。どうせアンタたちじゃ勝ち目ないんだから。尾行もしなくていい。とにかく自分たちの安全が最優先。これは清せい十じゆう郎ろう坊や直じき々じきの命令だよ。どうせ向こうはアンタたちの顔なんざ知りゃしないんだ。変な動きを見せなきゃ、危険はない。分かったね」

「はい」

　葉子と玲子は声を揃そろえてうなずく。

「あとこれ、お梅うめの写真。五十年前のだけど、化けたり狐きつねに戻ったりを繰くり返してるんなら外見は歳とし取ってないはずだからね。よく見ておきな。髪型とか多少変わってるだろうけど」

　お咲は今度は白黒の写真を渡した。赤ん坊を抱いた若い女と、若き日の但たじ馬ま翁おうが、寄り添って満面に幸せそうな笑みを浮かべていた。

「よし。じゃ、解散。一時間後に」

　お咲がそう言うと、三人は二手に分かれて夜の住宅街へと散っていった。




　　　　＊




　五十年前。若き但馬清十郎の許もとへ、妖よう狐こお梅が嫁とついだ年である。

　──もし、私が自らの衝しよう動どうに負けて人を食うような事があったら、その時は清十郎様の手で殺してください。

　それが、清十郎に対してお梅が出した結婚の条件だった。

　お梅なりの覚悟の証あかしだったのだろう。

　暴ぼう虐ぎやくな母狐の許で育てられ、一いつ緒しよに生まれた兄弟は全すべて母狐に喰くい殺された。食うに値しないほどの瘦やせっぽちだったお梅だけがかろうじて生き延びられた。それでも虐待の日々は続いた。

　餌えさと言えば人肉の味しか知らず、唯一それ以外に口にした事があるのは、母狐に無理やり押し込まれた兄弟のはらわた。

　狐が人肉を餌とする事自体には、倫理的な罪はないかもしれない。狐が人を食う事は、他ほかの動物と同じくただ獲え物ものを狩っているだけだからだ。だが、狐が狐を喰らうのは同族殺し。それは呪のろわしい行いだ。

　そして、お梅は清十郎に恋をした。人間である清十郎と、ともに生きたいと願った。ならば、人食いは罪になる。たとえ狐きつねであろうとだ。人の側がわに来る以上、人を喰くらう事は許されない。

　所しよ詮せん自分は魔ま物もの。そう思った。あの母の血を受け継つぎ、自分と同じ狐である兄弟のはらわたを食い、清せい十じゆう郎ろうと同じ人間の肉を喰らって育った忌いまわしい妖よう怪かい。幼い頃ころに母から与えられた乳児の肉の味は、今でも舌が覚えている。清十郎とともに暮らしていながら未いまだに人肉の味が恋しくなる自分に、お梅うめはおぞましさを覚えずにはいられなかった。

　──私の中には、あの母の血が流れております。子殺しで人食いの、あの母の血が。

　そう呟つぶやいて首筋の古傷にそっと触れたお梅。

　母狐につけられた癒いえる事のない嚙かみ傷は、そのまま幼いお梅の心に刻まれた傷だった。清十郎が母狐を殺したあとも、その呪じゆ縛ばくは解けなかった。

　成長するに従って、お梅の姿はどんどん母に似ていった。外見だけは美しい母だったが、その母に似る事はお梅にとって苦痛でしかなかった。自分の姿を見るのが嫌いやで、お梅は人の姿でいる事を好んだ。だが、人に化ける妖術も、あの母の子だからこそ備わっていたものだった。

　お梅は怖かった。

　いつか自分も、あの母のようになるのではないか。

　その思いが脳裏を掠かすめる度、体を震ふるわせた。あの母の子である事が、何よりも怖かった。あの母の血が体に流れている事が、何よりも恐ろしかった。

　清十郎だけが支えだった。清十郎は、あの母から自分を解放してくれた。清十郎といれば、きっと大丈夫。清十郎さえいてくれれば、全すべて上手うまくいく。そう信じた。清十郎はその信頼に、自分の為なし得る精一杯の力で応こたえてくれた。

　人を食いたくて抑えられなくなると、いつも清十郎がたくましい腕でしっかりと抱き止めてくれた。それだけでお梅の内の衝しよう動どうは噓うそのように消え、代わりに自分を抱いている人間の男への愛慕の情へと姿を変えるのだった。清十郎さえすぐそばにいれば、全ては大丈夫だった。




　二人は激しく愛し合い、やがて、お梅は一人の子を生んだ。可愛かわいらしい女の子だった。

　父親となった清十郎はこれまで以上に精を出して働くようになり、そしてそれは、お梅のそばから清十郎が離れている時間が増える事を意味した。

　世間では第二次大戦敗戦の混乱も収まりつつあり、景気は上昇の兆しを見せていた。仕事はいくらでもあった。そして、仕事はいくらあっても足りなかった。清十郎は家にいる時間が減る事を謝あやまったが、お梅は気にする事はないと笑顔で首を振った。

　子供は可愛らしかった。夜泣きに何度も起こされて寝不足になったが、赤ん坊の笑い顔を見ると苛いら立だちは噓のように消えた。乳を含ませてやっていると、それだけで満ち足りた気持ちになれた。無意識のうちに自分の顔もほころんだ。自分でも思ってみなかったほどに、我が子への慈いつくしみは自然に、そしてとめどなく溢あふれた。

　自分はあの母とは違う。だって、こんなにも我が子を愛しているじゃないか。そう思った。心からそう思えた。

　お梅うめの全生涯で一番満ち足りた瞬しゆん間かんだった。怯おびえる事なんて何もない。これから先、自分と清せい十じゆう郎ろうにはきっと幸せな事しか起こらない。そう信じていた。




　そんなある日の夕方だった。

　午前中に来た客が思ったより長居して、いつもなら朝のうちにすませている掃除がこんな時間にまでずれ込んでいた。でも、お客様が持ってきてくれた牛肉があるから、清十郎が帰ってきたら久々にご馳ち走そうを食べさせてあげられる。夕飯の支度に間に合うよう、早く掃除をすませなくては。

　半ば浮かれ、半ば焦った気持ちで踏み台の上に立ち、神棚の埃ほこりを払っていた時。

　娘の泣き声が聞こえた。

　ちょっと前におむつを替えたばかりだ。この時間だと、お乳だろうか。

　慌てて踏み台から降りようとした弾はずみに、神棚に置いてあった箱に手が触れた。箱は床に落ち、ふたが開いて中身が飛び出した。握り拳こぶし大の、宝ほう珠しゆのような物だった。それは妖あやしい光を放ち、箱に片づけようと手に取ったお梅は思わずそのまま幻惑されたように見入った。

　再び泣き声がした。

　片づけは後回しにして、宝珠のような物を手に持ったまま、お梅は弾はじかれたように子供の許もとへ駆けていった。

　そして。

　部屋へ入り、我が子を抱き上げた時。

　お梅は唐突に気づいた。

　今、自分の腕の中にいる我が子は。

　………人間の子供だった。

　………柔らかい肉をした人間の赤ん坊だった。

　人肉。目眩めまいがした。例の衝しよう動どうが込み上げてくるのが分かった。

　本当はそんな事知っていた。ずっと知っていた。知っていて、無意識の下に押し込めていた。気づかないふりをし続けていた。

　抱いた赤ん坊から手を離そうとして、手元に目をやった。そしてそのまま硬直した。

　人の肉。

　赤ん坊の肉。

　柔らかい赤ん坊の肉。

　違う！　お梅は必死で否定した。自分はあの母とは違う。人肉を貪むさぼるあの母とは違う。我が子を平気で喰くらうあの母とは違う。違う！　違う！　違う……！

　息が苦しくなった。心臓が張り裂けそうに脈打った。その鼓動が、頭にガンガンと響ひびく気がした。吐き気を催したいのに、湧わいてくるのはよだれだけだった。

　お梅うめが覚えているのはそこまでだった。




　次に気がついた時、何故なぜか自分は狐きつねの姿に戻っていた。背後に、いつの間にか帰宅した清せい十じゆう郎ろうがこちらを見つめて立ちつくしていた。自分の足元を見ると、顔の上半分を囓かじり取られた我が子が、血にまみれて横たわっていた。そして、そのあとの事はもう何も覚えていなかった……。




　　　　＊







「ところでさー、葉よう子こ。一つ聞いてもいい？」

　玲れい子こは地図を片手に歩きながら話しかけた。

「何？」

　顔を上げる葉子。

　玲子は少しためらってから、いきなり根本的な問いを投げかけた。

「……あのさ。アンタ、どーやってお梅捜せばいいか分かる？」

「へっ？」

　思わず葉子は足を止める。

「どーやって、って……？」

　意表を突かれた顔で聞き返す。

　玲子は意味なく周囲を憚はばかってから、恥ずかしそうに声を潜ひそめた。

「いや、実はここだけの話なんだけど。私さ、そういう調査のノウハウっていうの全然分かんないんだよね。お咲さき姐ねえさんとかのベテラン勢と違って、飯い綱づなとして出る時っていつも完全に爺じいさんの操るがままになってるもんだから……」

「そっ、そんなのボクだって一いつ緒しよだよ。っていうか、え？　何？　ちょっと待って？　玲子も捜し方分かんないの？」

「分かんないのって、そんなん知ってるわけないじゃん！」

「だってそんな地図片手に自信満々で歩いてたから、てっきり玲子に任せとけば大丈夫なのかって……。玲子のほうが飯綱歴長いし、お咲さんだってその辺特に何も言ってなかったし……」

「うっわ。やっぱ葉子も知らないか。ヤっバいな～。どーするよ」

「どーするよったって……」

「ぶらぶら歩いて偶然出くわすのを期待する、なんてやり方じゃダメだよね……」

「そりゃダメでしょ……」

「だよね……」

　思わず二人は顔を見合わせて黙だまり込んだ。

　ちょうどすぐ目の前に公園があった。道ばたで立ったまま相談するのも何なので、そこに入るとベンチに腰かける。

　葉よう子こが提案した。

「……一応、一時間経たって見つからなかったらいったん戻る事になってるし、一時間後に素知らぬ顔して『見つかりませんでした～』って言っとくってのは……」

　それを聞いた玲れい子こはさっと顔を青ざめさせた。速攻で却下する。

「ダメだよ。バレたらどーすんの！　葉子まだ日が浅いから知らないだろーけど、お咲さき姐ねえさん怒らせたら滅め茶ちや苦く茶ちや怖いんだよ！　半年前にいっぺんだけ見た事あるけど、そん時怒られてた亜あ沙さ美みなんかねぇ、結核で燃もえ尽きた正まさ岡おか子し規きみたいになっちゃって、その後三ヶ月間高原の避ひ暑しよ地ちでサナトリウム生活送ったのよ？」

「正岡子規って誰だれ……？」

「日本文学史上に残る超有名な廃人よ！」

　廃人ではなく俳人である。が、もちろん葉子には日本文学史の最低限の基き礎そ知識すらないので、ツッコむ者は誰もいなかった。

「とにかくマジヤバいんだって！　もしそんなんなったら、私が先に回復してもアンタの見舞い客になんかなってやらないわよ？」

　その時、公園の入り口でジャリッと足音がした。

　二人は反射的に喋しやべるのをやめてそっちに目を向ける。

　見ると、髪の長い若い女が一人、こちらを見ていた。夜中に大声で喋ったりしていたから、近所迷惑だと注意しにきたのだろうか。少し緊きん張ちようする二人。

　その女は葉子たちのほうにまっすぐ歩いてくると、二人の真正面に立った。

「あなたたち、こんな夜遅くにこんな所で何をしているの？」

　咎とがめるという感じではなかった。ただ、純粋な質問に聞こえた。それでも意表を突かれた二人は少なからず狼ろう狽ばいする。

「あ、いえ、その……」

「何ってほどじゃ……」

　顔を見合わせて口ごもる葉子と玲子。

　黙ってしまった二人を見て、女は口調を和らげる。

「この辺じゃ見ない顔だけど、家はどこ？　夜道を女の子二人じゃ、この辺は物ぶつ騒そうよ」

「あ、いえその……」

　返答に詰まる葉子たち。

　女は腕時計を見てから少し心配そうな顔をした。

「この時間でもまだ電車あるかしら？　早く帰らないとお家うちの人が心配するわ。何なら私が車で家まで送っていってあげようか？」

　今時の現代人に似合わず、やけに親切な人である。見ず知らずの二人を自分の車で送ろうなど、親切を超えて無防備の域だ。だが、だからこそ困る。こんないかにもいい人っぽい女性を相手に、構わないでくれなどと無愛想な事を言うのはためらわれるし、かといって事情を説明するわけにもいかない。

「あの、ボクら今日は家には帰らなくても大丈夫なんで……」

　とりあえずそう言った。

　女性はきょとんとした顔をする。

「帰らなくても大丈夫って……？　でもこの時間にこんな場所にいるって、泊まる場所は？」

「いえ、泊まる場所とかは別に……」

「………？」

　不ふ審しんそうな表情で顎あごに手を当てる女性。しばらく考えていたが、やがて首を傾かしげながら聞いてきた。

「……もしかしてあなたたち、家出でもしてきたの？」

「へ？　家出？　いやその……」
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　反射的に否定しようとした葉よう子こだが、違いますと言えば、じゃあ何をしていたのかと聞かれるだろう。だが、化け狐ぎつねを探していますとは言えないし、代わりの説明が思いつかない。

　口ごもった葉子を見て、玲れい子こが適当に同意した。

「まっ、まあ、そんなとこです。はい。ですから、心配はご無用で……」

　うなずいて、ごまかすように半笑い。確かに、いつまでも返答に窮きゆうしているよりは、うなずいておくほうが無難だろうという気はする。

　しかし今ふと思いついたが、お梅うめの写真を見せて、「この人のところへ訪ねてきたのだが迷子になった」などと言えば、この場もしのげるしひょっとして手がかりを摑つかめる可能性もあって一石二鳥だったのでは……。

　それにそもそもこの人の性格からすると、家出したなどと言ったら余計に心配されるんじゃなかろうか。話を早く打ち切りたい気持ちは分かるが、家出というのに同意したのは失敗だったんじゃ？　実際、なんかさっきから黙だまり込んでるようだし……。

　葉子はおそるおそる顔を上げた。だが、女性は予想に反して言った。

「そう。家出なの。じゃあ、帰れなくても問題ないわね……」

　笑顔のままだった。ただ、どこかさっきまでと雰囲気が変わった気がした。相変わらずの微笑のままなのに、不気味な影が差しているように感じた。ぞくりとする冷気が背筋を這はい上がった。

「それじゃ、一生帰らなくていいようにしてあげる……」

　不意に冷たい風が女の髪をざわめかせた。笑みを浮かべた口元が、何の前触れもなく耳まで裂けた。鋭するどい牙きばの生はえた口の中に真っ赤な舌が蠢うごめいた。

「え……？」

　目の前で起こっている事が把握出来ず、葉子と玲子は一いつ瞬しゆんぽかんと目を見開いた。いきなり何なんだ一体？　この人、人間じゃない……！　何者!?

　女は葉子と玲子の首筋を眺めながら舌なめずりするように呟つぶやいた。

「その歳としになってもそんな赤ちゃんみたいなお肉の子は初めてよ……」

　赤ちゃん？　お肉？

　葉子の脳裏に、ハッとお咲さきの話が甦よみがえった。

　まさか！

　こいつがお梅？

　そうだ！　間違いない。渡された写真のお梅と、さっきまでの女の顔。よく見たらそっくりじゃないか！　服装や髪型が全然違うせいで気づくのが遅れた。写真じゃなくて、お梅の匂においのついた物とかを渡してくれれば間違えなかったのに！　でも何で向こうから？　こっちの事なんて知らないはずじゃなかった？

　女の腕が動くのが見えた。

「危ない！」

　反射的に葉よう子こは玲れい子こを抱えて飛んだ。その直後、二人の座っていたベンチが音を立てて裂ける。細かな破片が葉子たちの上にも降ってきた。

「な、何？　何なの一体？」

　玲子が動転しきった様よう子すで呟つぶやく。突然の出来事に、まだ事態が飲み込めていない。

　葉子は女のほうに顔を向けたまま、小さな声で囁ささやく。

「お梅うめよ！」

「え？」

「アイツのさっきの顔、写真で見たのと一いつ緒しよでしょ！　髪型違ってて分かんなかったけど」

「ちょ、ちょっと待って。何？　どういう事？」

「だから、アイツがお梅なの！」

「何で？　何で向こうから来るの？　私たちの事知らないはずじゃ？」

「アイツ、ボクたちが人間だと思って食べるつもりなのよ！」

「だから何で私らを？」

「知らないわよ！　ボクらまだ実質一歳児だから、幼児の匂においでも嗅かぎつけたんじゃないの？」

　お梅がゆっくりとこちらを向いた。

「意外とすばしっこいのね……」

　街灯を背に全身真っ黒なシルエットになって、表情はまるで読めない。

「活いきのいい子は大好きよ……」

　その含み笑いのような声が背筋に響ひびいた。手のひらに嫌いやな汗がにじむ。

　葉子は玲子を後方に突き飛ばした。

「携帯でお咲さきさん呼んで！　早く！」

「ちょっ、ちょっと葉子。アンタはどーすんの？」

「玲子が電話する時間稼かせぐから！　だから早く！」

「わ、分かった！」

　玲子はポケットから携帯電話を取り出すと、片手で操作しながら公園の出口へ走る。

　それに反応して、お梅の視線が動く。

　葉子はぐっと身構えた。来るなら来い。ここは通さない。こう見えても、子供時代に近所の雄お狐ぎつねたちと喧けん嘩かして負けた事は一度だってないんだから。背中を流れ落ちる冷や汗を感じながら、精一杯の虚勢を張る。

　お梅の体がゆらりと動いた。上体が屈かがむのが見えた。

　来る……！

　そう思った瞬しゆん間かん。

　お梅うめの姿は葉よう子この視界から消えていた。それと同時に、轟ごうと音を立てて脇わきを通り過ぎる疾風。

「え………？」

　お梅は一いつ瞬しゆんで葉子の脇をすり抜け、玲れい子この背後に迫っていた。葉子は風圧でよろけた以外、何一つ動けなかった。

　すぐさま我に返ると、慌てて振り返る。

「玲子っ！」

　追いすがりながら必死で叫ぶ。電話を耳に当てて走る玲子が、気づいて後ろを振り返る。だが、お梅はもう手の届く距離まで迫っている。

　無理だ。間に合わない。

「………っ！」

　お梅の腕が玲子の頭と肩を摑つかんだ。剝むき出しになったのど笛目がけて、鋭するどい牙きばが迫る。思わず葉子は目をつぶった。

　ぶじゅっ。

　嫌いやな音が、深夜の公園に響ひびいた。

　全身が竦すくんだ。目を開ける勇気が出ない。

　その時。背後で地面を踏む音がした。そして、すぐそばに誰だれかが立つ気け配はい。

「大丈夫だったかい、葉子？」

　嗅かぎ慣れた匂においと聞き慣れた声。

「お咲さきさん？」

　目を開けると、いつの間に現れたのかお咲が立っていた。その肩には、本来の体に戻った玲子がちょこんと乗っている。

「玲子！　無事だったの！」

　お咲が玲子の頭を軽く撫なでながら言った。

「ま、摑まったって体の大部分は油揚げだからね。元の姿に戻してやれば、簡かん単たんに奪い取れるってもんさ」

　どうやら、お咲が玲子の変化を解いて救い出したらしい。お梅の足下には、化けるに当たって体重不足を補うために使った油揚げが大量に落ちていた。

　だが、どうやってお咲はこの場所が分かったんだろう。玲子はまだ連絡出来ていなかったはずだ。不思議に思ってお咲を見る。

　お咲はお梅に目をやって、独り言のように笑った。

「人間のガキの肉に飢うえてるってぇから、一歳児の二人を人間にしたててやったら食いついてくるかと思ったんだけど、案の定見事に引っかかったね」

　それを聞いて葉子は玲子と顔を見合わせた。

「えっ？　ちょっとお咲さん？　人間に化けさせたホントの理由って、つまりそういう……？」

「おっと。清せい十じゆう郎ろう坊やには内ない緒しよだよ。知っててこんな危険な役やらせたとバレたら、アタシが怒られちまう」

　いたずらっぽく口に人差し指を当てるお咲さき。どうやら初めっから、葉よう子こと玲れい子こは囮おとりとして使う気だったらしい。騙だまされた。

「それならそうと、最初っから言っといてくれたら良かったじゃないですか」

「だって、言ったら絶対嫌いやがっただろ？　アンタはともかく、玲子がさ」

「そりゃ断りますけどね……」

　お咲の肩で、玲子が呆あきれたように呟つぶやく。

　お咲は気にする素そ振ぶりもなく言った。

「いいじゃないかね。アタシだってあのあとちゃんとアンタたちが安全なようにあとつけてたし、玲子もこうして幸い怪け我がもせず無事だったんだ」

　お梅うめがこちらを向いた。お咲たちはお喋しやべりをやめる。

　鋭するどい視線でお咲を射るように見つめるお梅。

「……ただの人間じゃないわねあなた。何者？」

「五十年ぶりで忘れちまったかい？　お咲だよ」

　お咲は答えながら、肩に乗せていた玲子を葉子に預ける。

　お梅はフンと鼻で笑った。

「知らないわ、そんな名前」

　お梅の体から冷たい空気が漂いはじめた。さっき襲おそいかかってきた時と同じ、骨の中まで染み通るような冷気。

　ゾクッと葉子は身み震ぶるいした。

　正面から闘たたかったら負ける。逃げながら、相手の隙すきをう窺うかがうしかない。どこか隠れる場所は……。

　そう考えて周囲を見回そうとした葉子はふと、おかしな事に気がついた。いつの間にか、辺り一面真っ暗だ。夜だから暗いのは当然だが、そういう暗さじゃない。闇やみに包まれて何も見えない。街灯の明かりも月明かりさえも消えている。いや、それどころか、すぐ隣となりにいるはずのお咲の姿さえ見えない。匂においも、音さえもしない。そんな暗闇の中、お梅の姿だけがぼぅっと浮かんでいる。これは一体……？

　暗闇の中、お梅の体がゆらりと揺れた。

　マズい！　直感的に恐怖した。逃げないとやられる。だが、足が金かな縛しばりにあったように動かない。しまった。すでに相手の術中に嵌はまっている？

　その時、お咲の声が響ひびいた。

「逃げるよ！　摑つかまんな！」

　声のしたほうに闇やみ雲くもに腕を伸ばす。お咲の服の裾すそを摑んだと思った瞬しゆん間かん、パンと乾いた音が響ひびいた。そして、落下するような奇妙な浮遊感。

　気がつくと闇やみは晴れ、いつの間にか葉よう子こたちは車の前に立っていた。

「乗りな！　早くしないと追ってくるよ」

　さっさと運転席に乗り込んでエンジンをかけるお咲さき。葉子は玲れい子こを抱いたまま、慌てて助手席に乗り込んだ。それと同時に急発進する車。

　葉子がシートベルトを締しめながら尋たずねる。

「さ、さっきのあれ、一体何ですか……？」

　まだ動どう悸きが収まらない。

「何そんなビビってんだい。あんなもん、ただの幻術さね」

「幻術？」

「ああ。幻術なんざ、葉子だって使えるんだろ？　怖がる事こたぁないよ」

　何ともないような口ぶりのお咲。だが、そのこめかみにはうっすらと汗が浮いている。よく分からないが、本当はかなりヤバかったのかもしれない。

　その時、玲子が叫んだ。

「お咲姐ねえさん！　前！」

　いつの間に回り込んだのか、前方にお梅うめの姿がぼうっと立っていた。さっきと同様、街灯や道路はいつの間にか闇に覆おおわれて見えなくなっている。それならばと、霊れい視しの『眼』を開いて肉眼の代わりにしようとしたが、葉子程度の『眼』では何がなにやらさっぱり見えない。

「ちぃっ！」

　お咲は一つ舌打ちすると、カッと『眼』を見開く。それと同時に思い切りアクセルを踏み込んだ。

　エンジンが唸うなりを上げる。まっすぐお梅に突っ込む車。

　直ちよく撃げきするかに見えたお梅の姿は、車が当たる直前で霧きりのようにかき消えた。それと同時に周囲の風景が元に戻る。

　お咲はミラーで後方を見て呟つぶやいた。

「ふん。なかなか速くなったじゃないか、お梅の奴やつ」

　じっとりと汗を搔かきながらも、強気な笑みを浮かべるお咲。

　葉子が後ろを振り返ると、お梅が走ってくるのが見えた。人間の姿のまま、上半身が地面に着きそうなほどの前傾姿勢で疾走している。車はメーターの数字で時速八十キロ以上出ているはずなのに、ぴったり追いすがって離れない。

「お咲さん！　もっとスピード上げないと！」

　葉子は思わず悲鳴に近い声を上げた。

　だがお咲は落ち着き払っている。

「いいんだよ。わざとついてこさせてんだ」

「わざと？」

「ああ。清せい十じゆう郎ろう坊やはあのとおり老人で肺病病やみだし、わざわざ自分から出かけさせるよりか、相手をおびき寄せてやったほうが親切だろ？　ご覧らん。もうすぐそこさ」

　お咲さきはそう言って前方を顎あごで示した。

　いつの間にか車は辺り一面田でん畑ばたばかりの地帯を走っていた。正面にこんもりとした森があった。夜の空に黒々とした木々の影がそびえ立っている。森の入り口に鳥居と灯とう籠ろうがある事から、この一帯の鎮ちん守じゆの森なのだろう。

「さあ、お梅うめ。清十郎坊やがお待ちかねだよ」

　お咲はにやりと笑って呟つぶやいた。そして三人は、車から飛び降りると森の奥へと全力で駆け込んだ。




　追いかけるお梅の目の前で、車が止まり人が降りるのが見えた。

　ほぼ成体に近いのに幼児の肉の匂においをさせる女子と、人間の女子かと思ったら子こ狐ぎつねに変じた奴やつ。そして食うのを邪じや魔ました女。

　女子と子狐は喰くい殺す。邪魔した女は殺してから食う。

　獲え物ものは逃がさない。獲物を横取りする奴は生かしておかない。

　奴らのあとを追って鳥居を潜くぐる。肉の匂いはすぐそこだ。追いつめた。もう逃がさない。

　最初に邪魔した女ののど笛を嚙かみ切る。次に子狐を仕留める。最後にポニーテールの娘の頭を丸まる囓かじる。そのまま娘を食い、それが終わったら、子狐、邪魔した女の順に平らげる。

　肉だ。人肉だ。久々に人肉だ。久々に大量の人肉だ。久々に大量の幼児の人肉だ。

　早く食いたい。食いたい。食いたい。食いたい。食いたい。食いたい。食いたい。食いたい……。

　中に突き進むと古いお堂があった。

　女たちは………………いない。足を止めて周囲を見回す。

　お堂の前に、ひげを生やした一人の老人が座っていた。坊主か。こいつが獲物を隠したのか。こいつを殺せばあの人肉たちが食えるのか。

　坊主がこちらを見た。

「待ちわびたぞ……」

　誰だれだ？

「……何者？」

「五十年ぶりじゃ。分からんのも無理はない。但たじ馬ま清十郎じゃよ」

「たじま……せいじゅうろう………？」

　胸が騒さわいだ。だが、知らない。覚えていない。

「久しぶりじゃな。お梅」

　お梅うめ？　誰だれの名だ？　私じゃない。私の名は………。分からない。覚えていない。思い出せない。

「自分の名前すら忘れるほどに堕おちたか……」

　老人は嘆息する。

　忘れた？　そう。忘れた。だが、こいつの匂においは嗅かぎ覚えがある。懐なつかしい匂い。その匂いが、こいつは敵じゃないと言っている。味方だと言っている。何故なぜだ？　こいつは何者だ？

　はやる気持ちを抑え、低い声で尋たずねる。

「……女の子たちがここへ来たでしょう？」

「うむ」

「あの子たちはどこへ行ったの？」

「教えるわけにはいかんな」

「隠したのは貴方あなた？」

「うむ」

「何故？」

「お主から守るために」

　……やはり邪じや魔まをしたのはこいつだ。こいつは敵だ。味方の匂いなのに何故だ？　味方の匂いなのに何故邪魔をする？　裏切り者。そうだ。裏切り者だ。私を裏切った。味方の私を裏切った。

　裏切り者。裏切り者は殺されるべきだ。殺さなければならない。殺される以外に償つぐなう術すべはない。

「最後にもう一つだけ聞くわ。貴方は………何故私を待っていたの？」

「遅ればせながら、五十年前の約束を果たそうと思っての」

「五十年前の……約束………？」

「そうじゃ」

　老人はうなずくと、立ち上がった。

「約束どおり、お主は今こ宵よいこの儂わしの手で殺す」

　静かな口調でそう言ったと思うと、背後から弓矢を取り出して構えた。

　その鏃やじりは！

　思わずお梅はハッと後ずさった。

　蟇ひき目め！　八つ目の鳴り鏑かぶら！

　狐きつね祓ばらいに絶大な効験を持つ破は魔まの鏑矢だ。

「弓ゆみ矢や立た都つ、古こ古こ母も高たか天ま乃の原はら奈な礼れ婆ば、集あつ麻ま里り給たま閉えへ、四よ方も乃の神かみ々がみ！」

　飄ひよう！　笛のような鋭するどい音が空気を切り裂いた。

　逃げるより速く、矢が左足を貫く。お梅はその場に転がるように倒れた。痛い。焼けるように痛い。痛みが体を這はい上がってきて胸が焼けるようだ。息が苦しい。走れない。逃げられない。

　この爺じじぃよくも。お梅うめは地面に手を突いて顔を上げた。殺す。絶対に殺す。今すぐ殺す。

　老人がこちらを見下ろしている。お梅はその目を睨にらみ返した。睨み殺す。人間一人ごとき、このまま睨み殺してやる。最大の怨おん念ねんを込めて睨み殺してやる。死ね。死ね死ね。死ね死ね死ね！　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね！

　老人は平気でこちらを見ている。お梅の念力など効いていないかのようだ。何故なぜだ？　何故平気だ！　人間のくせに！　たかが人間の癖くせに！　たかが人肉の塊のくせに！

　老人が指で印を組んだ。

「緒しよ余よ怨おん敵てき皆かい悉しつ摧ざい滅めつ緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅………」

　唱え出すと同時に、お梅の頭が痺しびれた。何だ？　痛い。締しめつけられる。泣きそうなくらい痛い。この爺ぃ！　何の術だ畜生！　痛い！　よくも！　殺す！　痛い！　死ね！　死ね死ね畜生爺痛いよくも畜生！

「……悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅……………」

　頭が割れる。お梅はのたうった。痛い！　やめろ！　殺してやる！　そんな言葉、二度と唱えられないように念じ殺してやる！　死ね死ね死ね！　痛い！　死ね殺す痛い畜生痛い死ね苦しい痛い死ね苦しい死ね死ぬ痛いやめて痛い痛い殺すやめて痛い痛い！

「……怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅緒余怨敵皆悉摧滅……」

　痛い。怨念が集中出来ない。苦しくて恨む余裕さえない。痛い。痛い痛い。やめて苦しい痛い。考えられる事はもうそれだけだ。お願いやめて死ぬ痛い助けて。やめて苦しい痛い死ぬやめて死ぬ痛い助けて痛い死ぬ嫌いやだ痛いやめて痛い痛い痛い苦しい助けてやめて痛いやめてやめて痛い痛い苦しい痛い嫌だやめていや痛いいたいいたいいたいいたいいたい………………。

　朦もう朧ろうとした意識の隅で、老人が日本刀を抜くのが見えた。

　真剣だ。血の気が引いた。

　殺される。嫌だ。畜生。このまま黙だまって殺されてなるものか。爺ぃも道連れに殺してやる。近づいてみろ。のど笛を食いちぎってやる。痛い。頭が痛い。唱えるのをやめろ。お願い。やめて。殺してやる……。

「ゴホ……ッ！」

　突然、頭の痛みが止まった。ハッとして顔を上げると、老人が口元を押さえて咳せき込んでいる。押さえた手元から赤い液体が垂たれていた。血を吐いたようだ。

　今だ……！

　お梅うめは体を起こした。うずくまる老人目がけて飛びかかる。

　老人がこちらに気づいた。立ち上がる。だがそれ以上動かない。殺やれる。

　だが。

　左足に刺さった矢のせいで体勢が崩れた。

　狙ねらいが逸それた。首を狙った爪つめは、老人の腹部に深々と突き刺さった。それでも、この深さなら間違いなく致命傷だ。動けまい。このままのど笛を食いちぎって、確実にとどめを刺してやる。そうしてあとは、バラバラに引きちぎって骨も残さず食ってやる。

　そう思って顔を上げた時。

　老人が腹から血を噴ふき出しながら、高々と刀を振りかぶるのが見えた。

「謹きん請しよう経ふ津つ主ぬし大だい神じん此の剣に降こう臨りん影えい向こうし邪気悪気を滅し給え！　無む上じよう霊れい寶ほう神しん道どう加か持じ！」

　一いつ閃せん。

　お梅の左肩から右腰にかけて、老人の刃が斬きり裂いた。血が、破れた水風船のように噴き出した。

「あ……………！」

　お梅の痙けい攣れんする唇から、言葉にならない声が漏れた。

　裂けた腹から、丸い玉のような物が零こぼれ落ちた。その玉はキンと甲かん高だかい音を立てて地面を転がり、そして真っ二つに割れた。老人の刀は、お梅の体ごと玉を両断していた。

　お梅は、老人にしなだれかかるように倒れ込んだ。老人はお梅を抱き留め、そのままその場に崩れるように座り込む。

　老人の匂においが一層間近に香る。

　この匂い。この老人の匂い。この老人の懐なつかしい匂い……。

　お梅は無意識のうちにすがりついた。やはり自分はこの匂いを知っている。やはりこの匂いは味方だ。この匂いを嗅かげば心が落ち着く。安心出来る。

　切られた傷が痛い。ひりひりと焼けるようで、ズンと冷たく響ひびくようで、びくんと痙攣するようで、痛い。死にそうだ。いや、死ぬだろう。

　でも……。

　すがりつく腕に力が入った。

　この匂い。この人といれば大丈夫だ。この人から離れなければ大丈夫だ。この人さえそばにいてくれれば全すべては大丈夫だ。

　何故なぜか、自然にそう思った。たった今自分を斬った張本人なのに、何故か当たり前にそう信じられた。

「お梅……」

　老人の声がした。

　お梅。

　そう。

　私はお梅うめだ。

　思い出した。私の名はお梅だ。

　何故なぜこの人は私の名前を知っているのだろう。何故この人は私の名前を知っていたんだろう。

「はい……」

　お梅は、素直に呼びかけに応じた。そうするのが当然だと思った。

「遅くなって、すまなかった……」

　老人がお梅の髪を撫なでた。とても懐なつかしくて愛いとおしい手の温ぬくもり。その感触に、覚えがあった。

「清せい十じゆう郎ろう様……」

　無意識に名前が出た。その名前が悪夢から目覚める合図だったかのように、お梅は全すべてを思い出した。過去にした事。今までしてきた事。今、していた事。全て。

　但たじ馬ま清十郎。とても大切な人の名前。絶対に汚しちゃいけない大事な人の名前。だから忘れていた。子殺しで人食いの自分が覚えていて許される名前じゃないから。悍おぞましい衝しよう動どうに負けて魔ま物ものに堕だした自分に、その名前を覚えている資格はないから。自分なんかが覚えていたら、清十郎の名前が穢けがれてしまうから。

　──もし、私が自らの衝動に負けて人を食うような事があったら、その時は清十郎様の手で殺してください。

　結婚の時に誓い合った約束。

「ちゃんと……あの時の約束を覚えていてくださったのですね……」

　お梅から清十郎への、きっと唯一にして最大のわがまま。

　もし清十郎を裏切るような事をしてしまったら、生きてはいられない。でも、自分を断罪出来るのは清十郎の他ほかにはいない。だから、その時は清十郎の手で殺してほしい。清十郎以外の手で死んだら、清十郎に対する罪が清算出来ないままになるから。

　五十年。清十郎はその間ずっと、自分との約束を果たすためだけに生きてきたのだろうか。自分を追いかけるためだけに一生を費やしたのだろうか。

　……馬ば鹿かな人。

　涙が零こぼれた。

　清十郎の声がした。

「余りに長く待たせすぎた。許してほしい」

　お梅は黙だまって首を振った。悪いのは全て自分。清十郎が謝あやまる事など何一つない。清十郎が今こうしてそばに来てくれただけで充分だった。

「清十郎様……」

　お梅は清十郎の名前を呼んだ。

　清せい十じゆう郎ろうはお梅うめの頭を抱く。

「ここにいる。心配ない」

「はい……」

　お梅の顔に、静かな笑みが浮かんだ。ひしと清十郎の体にしがみついた。

　もう、離れない。ずっと一いつ緒しよにいよう。大丈夫。怯おびえる事なんて何もない。清十郎さえいれば、きっと全すべて上手うまくいくから。きっともう、怖い事なんて起こらないから。二人の間にはもう、幸せな事しか起こらないから……。

　そして……。

　お梅は清十郎の腕に抱かれたまま、静かに息を引き取った。




「彼女は赦ゆるされたいとは思っておらなんだ。裁かれたかったのじゃ……」

　お咲さきと葉よう子こがお梅の亡なき骸がらを埋めてやったあと。

　盛り上がった土を前に但たじ馬ま翁おうは呟つぶやいた。

「……人を食わぬという儂わしとの約束を破り、儂との間に出来た子を殺した。約束を裏切られ、我が子を殺されたこの儂以外に、彼女を裁いてやれる者はおらなんだ。儂が殺してやる以外に、彼女が救われる方法はなかったのじゃよ……」

　もの悲しい目でため息を漏もらす。そして、盛り土の上に墓標代わりに置かれた九きゆう尾びの玉を見つめた。

　お梅を狂わせ、清十郎の人生をも狂わせた妖あやかしの玉。

　それは今や魔ま力りよくもろとも両断され、かつての妖しい輝かがやきは幻のごとく失うせていた。

「代々伝わる家宝……か………」

　もやは力を失った玉を見て、但馬翁は虚むなしく呟いた。

「………どのみち儂の手で斬きるのであれば、先代より受うけ継ついだあの時に処分すべきじゃったな。そうしておれば、お梅は狂わずにすんだ。娘も死なせずにすんだ。その後の犠ぎ牲せい者たちも出ず、お梅が罪を重ねる事もなかった…………。危険は承知しておったのに……」

　悔恨に満ちた皺しわが眉み間けんに刻まれた。

「結局、全ては儂の優柔不断が招いた罪じゃな……」

　そう言うと、但馬翁は何とも言えない顔でうなだれた。

　葉子たちはじっと黙だまったままその背中を見つめる。

　但馬翁はしばらく黙もく禱とうしていたが、やがて後ろを振り返ると葉子たちを見た。

「……お主らにもすまぬ事をした。儂の個人的な事情のために、飯い綱づななどにさせてしもうた。特に葉子。お前には悪かったと思うておる」

　そう言って頭を下げた。

「正直な話、お前の母はは狐ぎつねがあの傷から回復するとは思うておらなんだ。子を生んだら力尽きてしまうじゃろうとな。母がなくては子は生まれてすぐに野の垂たれ死じに。それくらいなら、儂わしが引き取ろうと思うてな……。結果的に、家族とも恋人とも別れさせる事になってしもうた。すまぬ」

　葉よう子こは慌てて否定する。

「そっ、そんな謝あやまる事なんかないですよ。だってそもそも爺じいさんがいなきゃ、ボクのお母さんは足怪け我がしたまんま野垂れ死んでてボクなんて生まれてなかったはずだし、その意味じゃ、ボクが今ここにいるのは爺さんのおかげでもあるんだし。その事はすごく感かん謝しやしてるし、だからあんまり気にしなくても……」

　爺さんを気遣っている部分もあるが、しかしこれは偽らざる本心だ。

　葉子の肩に乗った玲れい子こがニヤニヤしながら口を添える。

「そうそう。爺さんは悪くないよね。どうせ普通でも巣別れしてる歳としだし、彼氏にだってここ来る前に振られてるんだし」

「何でアンタそーやって人が真ま面じ目めに話してるのに茶ちや々ちや入れるかなー！」

　真っ赤になって文句を言う葉子。振られた事は爺さんには内ない緒しよにしていたのだ。こんなところでバラされるのはちと困る。

「っていうか、玲子だって生まれてすぐ孤児になってたところを爺さんに拾われて助かったんでしょ？　ちょっとは感謝したらどうなの？」

　照れ隠しに玲子に食ってかかる。

　玲子は少しだけ真面目な顔で葉子を押しとどめた。但たじ馬ま翁おうに聞こえないよう小さな声で囁ささやく。

「いや、感謝はしてるよ。してるけど、そーゆーのって本人のいる前ではちょっと恥ずいし言いにくいじゃん。お世辞とか思われても嫌いやだしさー」

「言わなきゃ伝わんないでしょー！　大体そーやって恥ずかしがってるうちに、伝えるタイミング逃してあとで後悔するんだから！」

「ほう。それは葉子さんの実体験ですか？」

「なっ？　ちっ、違うわよ！　ボクは別にちゃんと是これ雄おにはその……っていうか、今は玲子の話してるの！　ボクの事なんてどーでもいいでしょ？　話逸そらさないでくれる？」

　いつものように他愛たわいのない口げんかを始める葉子と玲子。

　その様よう子すを但馬翁は黙だまって微笑ほほえましげに眺めていたが、突然咳せき込んで吐血した。そのまま低く呻うめくと、その場に倒れ伏す。

　葉子と玲子はハッとして言い争いをやめた。

「爺さん！」

　お咲さきが一足早く駆け寄って抱き起こした。

「坊！」

　脇わき腹ばらから、激しく出血していた。大量の返り血に紛れて気づかなかったが、明らかに傷を負っている。それも、かなり深い。

「ちょいと坊！　アンタこれ……！」

　お咲さきが目を見開く。

　但たじ馬ま翁おうは苦痛に顔をゆがめながらも苦笑して見せた。

「お梅うめとやり合った時に、ちょっとな……」

　震ふるえる手を傷口にやる。

「儂わしも老いたわ……」

「何でさっさと言わないんだこの馬ば鹿かは！　葉よう子こ！　何か止血するモン持ってきて！」

「はいっ！」

　葉子が車に向かって駆け出そうとする。だが、但馬翁はそれを止めた。

「いや、いい。この深さでは、どうせ助からん……」

「ちょっ……。何アンタ根性ない事言ってんだい！　こんなモンかすり傷さ。若い頃ころにゃ、もっとひどい怪け我がしても気合いで治してただろ？　しっかりおしよ！」

　お咲は活を入れてから、葉子に怒鳴る。

「葉子！　ぼさっとしてないで、早く包帯か何か持ってこいっつってんだろ！」

「いいんじゃ、お咲……」

「何がいいんだ！」

「自分の体の事くらい自分で分かる。年老いて病に冒されたこの体では、もう保もたん……。それに……」

　但馬翁は、お梅の墓に目を向けた。その口元に力ない微笑が浮かぶ。

「早くアイツのそばへ行ってやらんとな……。あの世で寂しがるといかん……」

　お咲はそれを聞いて愕がく然ぜんとした。

「坊……アンタまさか、最初っからそのつもりで………」

　そうだ。どんなに老いたといっても、相手が九きゆう尾びの玉を持っているといっても、相手はたった一匹。しかも準備万端整えた上での待ち伏せだ。そんな闘たたかいで、お咲の知っている但馬清せい十じゆう郎ろうがこんな深手を負うはずはない。だからこそ、今回の病気をおしての対決も、清十郎一人だけで決着をつけたいという希望も、黙だまって全すべて受け入れた。

　わざとか。自分はお梅を斬きったのだから、自分もお梅の手で死ぬのがけじめだとでも言うのかこの馬鹿は。アンタはそれで良いかもしれないが、それじゃ残された飯い綱づなたちはどうなる？

　無言で見つめるお咲に、但馬翁は震える声で言った。

「お咲。お前には世話になった。幼い頃は母親代わり、長じてからは助手として、陰に陽にいつも助けてくれたな……。感かん謝しやしておる……」

「いいからもう喋しやべんな！　傷が開く！」

「……最後にもう一つだけ頼みたい。根ね呂ろの許もとに託してきた飯綱たちの事じゃ。あれは儂にとって子供も同然。儂わしが死んだあとも、今までどおりお前があの狐こらの面めん倒どうを見てやってほしい……」

「分かった。分かったからもう……」

「お咲さきには、いつも身勝手ばかりで苦労をかけたな……。すまん……」

「…………全くだよ。最後の最後まで、こんな……」

　お咲は言葉を詰まらせ、唇を嚙かみ締しめた。

　但たじ馬ま翁おうは葉よう子こや玲れい子このほうに顔を向けた。

「玲子……。葉子……」

　囁ささやくような声で語りかける。

「お前たちのおった事でずいぶんと救われた……。いつもにぎやかな狐らに囲まれて、孤独を感じた事はなかった……。多た分ぶん儂の人生は、お前たちのおかげで幸せだったのじゃと思う……」

「爺じいさん……」

　葉子は何か言葉をかけようとして詰まった。

　隣となりで、ぐずっと鼻をすする音がした。見ると、玲子が唇を嚙んで泣くのを堪こらえていた。葉子の視線に気づいて顔を背ける。少し、意外だった。こんな表情の玲子は初めて見た。だが、物心つく前から拾われて育てられたのだ。実質上、親子も同然。本当は葉子なんかよりよっぽど辛つらいのだろう。

　但馬翁は、最後に三人の顔を見回した。

　そしてもう一度呟つぶやく。

「本当に……感かん謝しやしておるよ……」

　掠かすれた声でそれだけ言うと、但馬翁はそっと目を閉じた。そのまぶたが開かれる事は二度となかった。




　但馬翁の遺体の後始末のため、救急車を呼んで医者に死亡診断書を書かせたり、腹部の怪け我がについて尋たずねられてごまかすのに苦く慮りよしたり、葬そう儀ぎや墓地の手配など面倒な事はあとを任された根ね呂ろに押しつけたりと、何だかんだあってようやく全すべてが一段落したあと。

　お咲、葉子、玲子は三人で但馬翁の墓参りに来ていた。喋しやべっていても怪しまれぬよう、三人とも人の姿だ。

　よく晴れた夏空に白い雲が白々しいほどに眩まぶしい。

　真新しくて大きな墓石。お梅うめの亡なき骸がらも、同じこの墓の下に一いつ緒しよに入っている。財産などロクになかったはずの但馬翁に、こんな立派な墓を作る金はないはずだったが、生前の知り合いや弟子、常連の依頼人などが有志で集まって建ててくれたのだという。葬式の際も、どこから集まってきたのか千人以上もの人が弔ちよう問もんに来た。葉子の知っている但馬翁はいつも一人だったが、きっと人望のある人だったのだろう。

　玲れい子こが墓石に柄ひ杓しやくで水をかけながら呟つぶやいた。

「……葉よう子こに言われたとおりだね」

「え……？」

　花を供えようとしていた葉子は聞き返す。

　玲子は空になった桶おけに柄杓を戻した。

「私、拾ってもらった事感かん謝しやしてるって、ちゃんと伝えられなかった……」

「玲子……」

「恥ずかしがってるうちに伝えるタイミング逃して後悔するって……言われた直後だったのに……」

「………」

　葉子は言葉もなくじっと玲子を見つめた。

　玲子はそっと顔を逸そらす。

「私あの時、喋しやべったら泣いちゃいそうで、泣いてる顔なんて爺じいさんに見られるのが恥ずかしくて……、それで……。爺さん、私たちに感謝してるって言ってくれたのに……あの時、『私も』って一言だけで良かったのに……」

　玲子は声を詰まらせると、堪こらえきれなくなったように嗚お咽えつを漏もらした。

「最後だったのに……。私……何で……」

　顔を伏せて小刻みに肩を震ふるえさせる。

　本当に、但たじ馬ま翁おうの事が好きだったんだろう。あの最後の晩、但馬翁が葉子に向かって謝あやまった時にくだらない茶ちや々ちやを入れてきた理由も、今になって分かる気がした。一つは、爺さんは悪くないと庇かばうため。もう一つの理由は、あの場の重い空気を一刻も早く吹き飛ばして、お梅うめを失った爺さんに笑顔を取り戻させたかったのだろう。だから玲子は、最後まで泣き顔を見せられなかった。ふざけて爺さんを楽しませる事が自分の役目だと思っていたから、突然の死を前にしても顔を背そむけて涙を堪える事しか出来なかった。真ま面じ目めな態度に戻って、たった一言「感謝してる」と伝える事が出来なかった。

　葉子は何か言葉をかけてやろうとしたが言葉が思いつかなかった。肩でも抱いて慰なぐさめようかと手を伸ばしかけたが、それすらもなんだか躊躇ためらわれた。結局何も出来ないまま、中途半端なポーズのまま固まった。

「そのままそっとしといてやんな」

　お咲さきが、線香の束に火を点つけながら葉子に言った。

「そばにいて、一いつ緒しよの時間を分かち合ってくれる友達がいるだけで充分さ。泣きやませるより、黙だまって泣かせてほしい時だってある」

　感情を抑えた表情で、墓石を見つめたまま呟くお咲。お咲はそのまま線香を供えると、しゃがみ込んでじっと手を合わせた。黙だまって泣かせてほしいというのは、お咲さき自身の気持ちでもあるような気がした。

　葉よう子こはその後ろ姿を見つめながら、玲れい子こが泣きやむまでただじっとそばに寄り添っていた。




「んで、アンタたちこれからどうする？」

　帰り道。参道を下りながらお咲は葉子と玲子に尋たずねた。

　玲子が問い返す。

「お咲姐ねえさんはどうするんですか？」

「アタシは残りの狐こらの面めん倒どうもあるから、根ね呂ろんとこで飯い綱づな続けようかと思ってんだけど。清せい十じゆう郎ろう坊やにも頼まれたしね」

「私も、これまでどおり飯綱やっていきます。それ以外の暮らしは分かんないし、それにあの筒には友達もいっぱいいるし……」

「そうだね。玲子はそれがいいかも。葉子は？」

「ボクですか？」

　葉子は少し迷ってから言った。

「ボクは……いったん実家に帰ろうかと思ってます」

「そっか。アンタまだお袋さん元気なんだよね」

「はい」

「そんじゃ、帰ってたっぷり親孝行してやんな」

　優しい目で静かに笑うお咲。

　その脇わきから、玲子が意外そうな声を上げた。

「えー？　葉子、帰っちゃうの？」

「うん。お母さんの様よう子すも心配だしね。足悪いから、うちの親」

「心配ったって、葉子もう巣別れして当然の歳としでしょ？　やめときなよ。帰っても居場所ないって」

「いや、でも基本的に顔見せに戻るだけのつもりだから……」

「じゃあそのあとはどーすんの？　何か考えてんの？」

「いや、そのあとは……まぁ……一人でボチボチと……」

「それだったら飯綱やってたらいーじゃん。ちゃんと次の主人もいるし、生活安定してるしさ。葉子いなくなったらつまんないよ」

「ありがと。でも……」

　引き留める玲子に、口ごもる葉子。

　お咲が玲子の頭をポンと叩たたいた。

「行かせてやんな。実家に帰ったあとどこ行く気かなんて、ちょいと考えりゃ分かるだろ」

「え……？」

　お咲さきのほうを振り返った玲れい子こは、ちょっと首を傾かしげてから大きな声を上げた。

「あー！　アンタまさか！　人間の体に化けれたからって、また例の幼なじみんとこ押しかけるつもりねっ！」

「なっ！　べっ、べべべ、別に……」

　図星を指されてボッと顔を赤らめる葉よう子こ。

「そっかそっか。そーゆー事なら仕方ないわなぁ」

　玲子は葉子の顔を見てニヤニヤと笑う。

「ま、狐きつねと人間の間にも恋愛は成立するって実例は、今回爺じいさんに見せてもらったしね。やってみたらいーんじゃない？」

「だから、別にそんなんじゃ……！」

　いつものようにからかわれながら、参道の途と切ぎれる所まで来た。すぐ先の道に、根ね呂ろが車で待機しているのが見えた。

　お咲が立ち止まって言う。

「じゃ、葉子はここでお別れかね。元気でやるんだよ」

　葉子はお咲の正面に立つと、頭を下げた。

「短い間でしたけど、いろいろお世話になりました。知り合えてよかったです」

「そうかい。ありがとよ。アタシもアンタに会えて楽しかったさ」

「機会があったら、また会いにきたいです。お体には気をつけてください。玲子も元気でね」

「ああ。アンタもね」

「またね」

　お咲と玲子が答える。

「じゃ、さよなら」

　葉子はもう一度頭を下げると、一人駅のほうへ歩き出した。

　後ろで、車のドアが閉じる音がした。そしてエンジンの始動音が続く。

　ほんの数ヶ月の付き合いだったけど、いろいろあった。初めて飯い綱づなとして筒の中のみんなと出会った日の事。同い歳どしの玲子とからかい合ってた日々。喋しやべり方が自分の母に似ていて、密ひそかに親しみと懐なつかしさを感じていたお咲。もどかしいほどお人ひと好よしで、いつもやきもきさせられっぱなしだった但たじ馬ま翁おうの事。そしてその死。

　もう、みんなお別れなんだ……。

　無意識のうちに、足が止まった。今になって、急に寂しさが込み上げた。みんなと離れて一人になるのが、たまらなく悲しくなった。

　その時、後ろから声がした。

「葉子！」

　振り返ると、車の窓からお咲さきが顔を出していた。

「餞せん別べつだよ。持ってきな！」

　何か放り投げる。受け止めると、巾きん着ちやく袋ぶくろに入った髑どく髏ろだった。

「お咲さん！」

「そいつさえありゃ、いつでも化けられるから安心だろ」

「また振られたら、今度こそすっぱり諦あきらめて帰ってきなよー！　待ってるから！」

　玲れい子こも窓から身を乗り出して手を振ってくる。

　──待ってるから。

　その言葉に、思わず胸が一杯になった。

「うん！」

　力一杯手を振り返す葉よう子こ。

　だが次の瞬しゆん間かん、ハッとして言い返す。

「って、ちょっと玲子！　待ってるってつまりそれ、振られるのを待ってるって事じゃない！」

「そーゆー事ー！　面おも白しろい失恋話、期待してるからー！」

　玲子の声をあとに残して、車はみるみる小さくなっていった。

「もう！　玲子ってば最後の最後まで……！」

　葉子はふくれっ面つらで遠ざかる車を見送っていたが、やがてその顔にふっと笑顔が浮かんだ。

　そうだ。お別れと言ったって、これでお終しまいってわけじゃない。いつだって会いにこれる。五十年間離ればなれでも、ずっと追い求めて再会した人だっていた。忘れさえしなければ、お互いの関係はいつまでだってつながっている。寂しがる事なんてない。

　帰ろう。そして、もう一度自分の想いに挑戦してこよう。人生の終わりになって、悔いを残さないために。

　葉子はぐっと拳こぶしを握り締しめると駆け出した。もう迷わなかった。元気に駆けてゆく葉子を、夏の眩まぶしい日差しはどこまでもまっすぐに照らし続けていた。







[image: アブデルと閻魔さま　その四]
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あとがき




　こんにちは。佐さ藤とうケイです。

　今回は、以前『電でん撃げきｈｐ』に書いた短編プラス書き下ろし短編ということで、短い話が四つ入っています。

　ちなみに外伝とか言うと、本編と関係ないと思って読まない人もいるようですが、一応今回の短編で出てきた設定とかも全部今後の伏線として使う予定ありまくりなんでちゃんと買ってくださいね。（ぺこり）




　それでは適当に解説でも。

　まず冒頭の『肉人形恥辱の体育倉庫』ですが。

　よくこんなサブタイトル通りましたよね。正直、自分でも意外です。絶対ダメ出しされる自信があったのに。担当さんは一体どうしてしまったんでしょう………。四巻の「菜な間ま尺しやく八はち郎ろう」という名前や『男色一代男』というサブタイトルにすら難色を示していたあの頃ころの純粋な担当さんは一体どこへいってしまったの……？

　あ、ちなみにこんなタイトルですが、中身は例によっていつも通り健全ですのでご安心を。コラそこ！　ガッカリしない！




　続いて菜間さんの話です。

　これは「電撃ｈｐ　special [image: ] spring」に書いたもので、タイトルから分かるようにちょっとほろっとする人情話みたいなものを目指して書きました。不幸な境遇にあっても頑張って乗り越えて、周囲の温かい支援などもあってついには成功を摑つかむ。そういう話はいつの時代でもいいものだなぁと書きながらしみじみ思ったものです。

　その反面、男の世界の価値観というものは武士道的倫理に基づく部分が多いため、どうしても経済という物を軽けい蔑べつするものになりがちで、ライバルの入いり柄がら井いさんがひたすら悪役になってしまったのがちょっぴり可哀かわい想そうでした。

　ちなみに菜間さんが引用した兎うさぎの話は元々は仏教説話に出てくるものです。本生譚ジヤータカといって、お釈しや迦か様の前世の物語という形で語られる説話集みたいなのがあるんですね。で、自らの身を焼こうとする兎はお釈迦様の前世の一つなんです。この話の結末は、結局帝たい釈しやく天てんの神じん通つう力りきによって焼けずに助かってハッピーエンドとなってます。ちなみにこの話、今の我々が聞くと「人助けのために自らを犠ぎ牲せいにしようとする人情話」っぽく感じますけど、実はそうではなくて、なんと「布施の大切さ」を説いた説話なんですよ。お布施の大切さ。坊さんにお布施するためなら命も捧ささげろってんです。今そんな事をおおっぴらに言ったら速攻でカルト認定ですよアナタ。なかなかどうして剛ごう毅きなものです初期仏教。……まあ本当は、布施って他人にものを施し恵むことが本義なんで、人助け推奨話としても読めるんですけどね。飢うえた僧の「飢えた」と「僧」のどちらに重点を置くかで、同じ説話でもまるで違った解釈になりそうです。




　次に律りつ子こさんと真ま央おの話ですが。これは「電でん撃げきｈｐ volume20」に掲載された短編です。

　ファービィさんが持っているニューナンブＭ60は、日本のお巡りさんたちが最もよく使っている由ゆい緒しよ正しい拳けん銃じゆうです。弾は元気いっぱいな[image: ]スペシャル。ただ、その口径の割に世間の平均より短めな３インチの銃身長（私服警けい官かん用は更に短い２インチ……）がちょっぴりコンプレックスです。この銃身長では命中精度がちょっぴり不安で、ガンマニアの一部なんかから不当に馬ば鹿かにされてるっぽい感じだったり。でも、人よりちょっと小柄だけれど馬鹿にされてもへこたれずに元気な子って、何だか可愛かわいくて応援したくなりますよね。ちなみに初弾はもちろん威い嚇かく射撃用の空砲です。




　最後に葉よう子この話ですが。いや、葉子の話じゃないですね。五十年に及ぶ爺じじ婆ばばの純愛物語です。

　聞くところによると、この『天国～』シリーズに「きれいな話」を求めている読者さんも結構存在するという話で、馬鹿話ばっかりだとそういう読者さんに悪いなぁという事になって、何かいい話っぽいものを入れておこうと言われて書きました。個人的には菜な間まさんの話とかでも充分お涙頂ちよう戴だいのいい話だと思ってたんですが、何かアレはダメらしいです……。

　ちなみに悪わる狐ぎつねの代表格とされる九きゆう尾びの狐ですが、遡さかのぼってみると結構瑞ずい祥しようとして扱われてたりするんですよね。山せん海がい経きよう（紀元前五～三世紀頃ごろ）の南山経の記述では「よく人を食う」とか書かれていますが、六世紀に成立した『魏ぎ書しよ』の霊徴志下ではすでに瑞祥扱いで登場してますし、南なん宋そう時代に出来た北ほく史しでも瑞祥です。九は陽数の窮きわまれる数つまり窮きゆう数すうですから、陰いん陽よう五ご行ぎよう説せつとかに則のつとっておめでたい兆しとみなしたんでしょうか。他ほかにも後漢の頃成立した『呉ご越えつ春しゆん秋じゆう』なんかでは、夏かの禹う王おうが九尾の白びやつ狐こを娶めとったなんて話が載ってたりするようで。まあ、その反面『玄げん中ちゆう記き』とかでは、金毛九尾の狐といえば強力な妖よう力りよくで人を蠱こ惑わくする妖狐として記述されてたりとかするわけですけども。

　日本でも公式見解としては、九尾の狐はおめでたい瑞祥の神しん獣じゆうとして扱ってたみたいです。妖獣とみなされるのが一般的になったのは、江戸時代の戯げ作さく文学からなんだとかかんだとか。




それでは、また次の本でお会いできたら光栄です。





佐さ藤とうケイ
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの蠍座。大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。美味しいスフレを作って好きなだけ食べたいです。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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